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序幕　やつらが街にやってくる





　その夜もいつものように、クリスティーナは上機嫌だった。

　ラドル夫人の食事は常ながら実に上等だったし、遼りよう太た郎ろうはあいかわらずつきせぬ楽しみの種をくれる。先ほどなど軽い謎なぞかけに動揺するあまり、スープ鉢ばちを足の上にひっくりかえすというめざましい働きを見せた。

　とにかく中身が空っぽだったのは、遼太郎にとってはいいことだった。一つには、お仕着せの服を台なしにしないため。もう一つ、より大きいほうの一つには、料理を台なしにされたラドル夫人の、怒りの雷らい霆ていを避けるため。

　ちなみに、銀製のスープ鉢は空っぽでもかなりの重量をともなう。今ごろは屋根裏の自分の寝床で、ぶつけたつま先に息を吹きかけながら、明日も早起きしなければならないことを思って半泣きになっているだろう。

　シシィは伯はく爵しやく夫人のところへ遊びに行っていて、今夜はあちらでお泊まり。バイロン卿きようはお先に枕に丸くなって、蝙蝠羽こうもりばねをときどき動かしながらぐっすり寝入っている。

　後ろではレギーネが、銀のブラシでゆっくりと髪を梳すいてくれている。気に入りのキセルからは、地上の人間は知らない場所から持ち込まれた葉の、薫かおり高い紫し煙えんが漂う。

　天国だ。

　彼の目の前で言う気はなかったが、クリスティーナは確かに、遼太郎のことを気に入ってはいるのだった。猫が特別汁気たっぷりの、しかも元気のいい子ネズミに対して向けるような好意ではあったが。先日の事件で示した気き概がいもなかなかよろしい。それくらいの鼻っぱしらがあってくれないと、つっつく楽しみもうせるというもの。

　さて、明日はまたどのようにして楽しんでやろうか。

　心躍る計画にふけりながら、クリスティーナがふっと煙を吐いたとき、その薄紫の幕のむこうがわに、ぼんやりと黒い人影が浮かんだ。

　――レディ・クリスティーナでいらっしゃいますな。

「誰だね」

　クリスティーナは嫌な顔をした。

「レディの寝室に、断りもなしに入ってくるとはずいぶん不作法な話じゃないかね。あいにくこちらは月女神デイアーナほどにもおきれいじゃないんで、肌を見られたからって可愛かわいい小鹿じゃなくて、疣いぼいぼのヒキガエルにでもしてあげるのがせいぜいだが。

　ま、しかし、君の場合は、もう変えるまでもないのかな」

　とつけ加えたのは、煙が晴れて見えてきた相手の風ふう体ていに気づいたからだった。

　丸くなるほど背中の曲がった、色の黒い小男で、背丈はおそらくクリスティーナの腰までもないだろう。てっぺんの潰つぶれたシルクハットを目深にかぶり、あちこち破れてしみのついたテール・コートを床まで引きずっている。

　うす明かりにやっと見える口は耳まで裂けているのではないかと思えるほど。黄色い歯はすきまだらけで、あちこち黒くなっている。がに股またの足が支えているのは、風船のようにふくらんだ丸い胴体。まるで水を入れた風船に折れたマッチをくっつけたようだ。縦と横がほぼ同じくらいなのではないかと思われる体たい躯くから、潰れたシルクハットのみがぴょこんと飛びだしていて、妙に滑こつ稽けいだ。

　レギーネがブラシを置いてするりと前に出た。

　クリスティーナはそれを制止した。

「まあお待ち、レギーネ。そこに持っているのは王おう錫しやくか？　王宮からの使者、ということかね、君よ。むろん、まっとうな使者ではあるまいが」

　――女王陛下はご心痛です。

　異様な男はすきまだらけの歯をにったりと剥むいた。















　かかげて見せたのは、王おう錫しやくというにはあまりにほど遠いしろもの。

　長くて曲がった牛の骨に、瓶びん詰づめの蓋ふたやら、宝石のとれた真しん鍮ちゆうの指ゆび環わやら、鳥の羽やら、キャンディの包み紙やら、その他、ありとあらゆる道ばたのごみで飾りたててある。

　本物の王錫のダイヤモンドのかわりにてっぺんにはまっているのは、どこかのお屋敷のごみ箱から寄りだしてきたのであろう、シャンデリアに使うカットガラスのひびの入った破片だ。暖だん炉ろの光をうつして、本物のようにきらきらと輝く。

　――陛下の最愛のお娘御、われらが王女メガエラ殿下が、一週間前、呪のろわれるべき最悪の裏切り者にして、腕利きの殺し屋、ピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会による襲撃をお受けなさりました。

　――さいわいにも、王女は間一髪でお逃れなさりましたが、その後、どこに消え失うせられたやら、とんと見当もつきませぬ。女王陛下におかれましてはレディ、あなたにメガエラ殿下の捜そう索さくと、にっくき裏切り者の断罪を、ご依頼したいとの仰おおせでございます。

「お断りだね」

　クリスティーナはそっけなく返した。

「もともと女王とか、宮廷人とかそういう輩やからは好かないんだ。君の風ふう体ていを見るに、女王というのはあの逆さロンドン塔の〈女主人クイーン・マザー〉のことだね？　だったら、ますますお断りだ。私は彼女とはかかわりたくない。彼女のほうも、私とはかかわりたくないと言うと思っていたんだが」

　――そうも言っていられない事態なのでございます。どうぞ、伏してご協力を。

「断る、と言っている」

　一言そう言うと、クリスティーナは唇くちびるをとがらせ、深く吸いこんだ紫し煙えんをふーっと相手に向けて吹きつけた。

　はげしく咳せきこむ音、そしてどたどたという音。

　小石のように身を丸め、人影はみるみる縮み、石より小さくどんどん縮んでいき、ついには、履いていたどた靴と同じくらいの大きさになってしまった。そばにはごみで飾りたてた王錫がぽつんと転がっている。

「おやおや」

　クリスティーナは面白そうに言った。

「呪いをかけてやるまでもなかったか。君、その姿じゃ錫を持って帰るのもたいへんだろうが、まあひとつそれも私の返事の一部だと女王に理解してもらっておくれ。

　夜も遅いし、それじゃお寝やすみ、式しき部ぶ卿きよう閣下――だか何だか知らないが。レギーネ、窓を開けて、閣下を送り出してあげておくれ」

　レギーネはかがみ込み、床からでっぷり太った、金色の目をしたヒキガエルをそっと両手で持ちあげた。

　不ふ遜そんなあつかいに抗議するように、ヒキガエルは喉のどをふくらませて鳴いた。レギーネはいっこう構わずに、窓をあけて彼を外へ放りだした。

　べちゃ、からん、という音が下で響き、怒ったようなうなり声がひとしきりあったが、やがて静かになった。ごみでできた王おう錫しやくにもあとを追わせる。

　レギーネは窓を閉めてカーテンを引いた。

「やれやれ」

　クリスティーナは言った。

「今夜はこれですんだが――またどうせ、何か言ってくるんだろうな。まったく、王とか女王とかいうのには、昔っからろくなのがいたためしがない。

　私ももう寝るよ、レギーネ。これ以上起きていると、今度はネズミの公こう爵しやく閣下だの、野良犬の摂せつ政しよう殿下だの、どんどんややこしいのがやってこないともかぎらない」










第一幕　オレンジにレモン

　　　　聖クレメントの鐘はいう





　　　１



「い――や――な――の――!!」

　ホルボーンのぜいたくなタウンハウスのホールに、高い少女の声が響きわたった。

「シシィ、そんなのきないんだもんー！　シシィ、このままでいいのー！　みっともなくないもん、さむくなんかないもんー！　りょーたろーのば――か――!!」

「駄目だってば、シシィ！　いい女の子はそんな格好で走り回ったりしないんだよ！　せめてほら、これを着て、ペチコートもちゃんとつけて、ああもう！　痛っ、やめろ、リトル！　いじめてるわけじゃないんだって、だから痛っ！　痛、痛いって！」

　逃げているのはうすい下着一枚の、黒い髪に野性的な顔立ちの小さな女の子、そして追いかけているのは、腕いっぱいにレースたっぷりの下履きドロワーズとペチコートとをかかえ込んだ、小柄な黒髪の日本人少年だった。

　顔をまっ赤にし、ほっぺたには小鳥の爪でできたひっかき傷がみみず腫ばれになっている。女性に見せればちょっと可愛かわいい、と言われるだろう比較的ととのった、よく言えば育ちの良さそうな、悪く言えば少しばかり、気の弱そうな顔立ちだ。

　この屋敷の使用人としてお仕着せのジャケットとツイードのズボン、ぴかぴかの革かわ靴ぐつを身につけてはいるが、いかんせん、腕に女性の下着を山盛りかかえ込んでいるのでは、少しばかり威い厳げんに欠けるといわざるを得ない。

　頭上にはあざやかな色の黄色い小鳥が、しきりにピイピイ鳴きながら頭をつつくやら、かきむしるやらやりたい放題やっている。おかげで今朝いちばんに梳すかした髪はまさに鳥の巣状態。

　フンを落とされていないのはまだましだが、このままでは早そう晩ばんそういうことにもなるだろう。忠節この上ない小鳥（ただし超自然の）であるリトルは、基本的に自分の飼い主であるシシィに害を与える人間は誰であろうと許さない。

　いまだにその闇やみの正体をあらわし、相手を自分の腹のうちに取りこんでしまわないのは、彼が、すなわち遠い日本からやってきたこの屋敷の居い候そうろうであるところの少年、跡あと部べ遼りよう太た郎ろうが、彼女、シシィこと、少女シスネの命の恩人であるからである。

　その経緯はまた別の場所で語られているのでとりあえず省くとして、現在のところ遼太郎にとって、リトルが自分を特別あつかいしてくれているなどというのは、どうでもいいことだった。なにしろ、屋敷の女主人のクリスティーナなどに対しては、絶対服従どころか、できるだけそばには近寄らないようにしているのが見え見えなのだ。

　いかに彼女が、現代の魔術師――それもどうやら、本物の力を持った、強大な――である事実はあっても、そんな差別があっていいものだろうか。

　こちらへ来てからの、この屋敷での苦闘を思うと、日本男児としては不覚ながら、遼太郎は思わず涙ぐんでしまいそうになる。昨晩、つま先に落としてしまったやたら重い銀のスープ鉢ばちの痛みも含めて。

「きゃ――！　おもしろーい！　あははは、りょーたろー、こっちこっちー」

　そうこうするうちに、シシィは本来の目的を忘れて、遼太郎とのおっかけっこのほうに熱中しだしたようだった。

　（ああもう、もとはと言えば、伯はく爵しやく夫人が悪いんだからな！）

　クリスティーナの友人である前グリムズビー伯爵夫人、レティーシャ・ヘレン・コンドリックは、もともと非常に上品かつ常識をわきまえた貴婦人である。

　それはいいのだが、できた子供はあいにく男ばかりという不満を長年かかえていて、その不満を、クリスティーナのもとに引き取られることになった幼いシシィを迎えることになり、一気に爆発させたのだった。

　すっかり喜んでしまった伯はく爵しやく夫人は、ことあるごとにシシィをお茶に招いたり、時には自分から訪ねてきたりして、昔からの夢だったという凝こったデザインにかわいらしいフリル、イタリア製の手編みレースなどのドレスをつぎからつぎへとシシィに着せて楽しんでいる。シシィのほうでもすっかり『ヘレンおばちゃま』になついてしまって、帰ってきても、着せてもらった服をなかなか脱ぎたがらない。

　そんなわけでシシィは毎日かわいいフリルをひらひらさせながら、平気で屋敷の裏庭で泥をいじったり、大好きなチョコレートで手と口をべとべとにしたりしている。屋敷の家事をなりゆき上とはいえ、ほぼ一手に引き受けている遼りよう太た郎ろうとしては、そんな上質のビロードやシルクに食べこぼしでもされたらと震えあがってしまうのだが。

　やっとこさ脱がせることには成功したものの、今度は普段着を着せるのに一苦労。取り押さえるのも容易ではない。

「そうら、つかまえた！」

　やっとのことで扉の前に追いつめ、細い腰をかかえ上げる。

「だめだよ、シシィ、言うこときかないと。こないだもせっかくいただいたドレスに、チョコレートをべったりつけてしまったばかりだろう？」

「あーあ、つかまっちゃった。もうおしまい？」

　シシィは無邪気ににこにこしている。

「シシィ、もっとりょーたろーとあそびたいなあ。おにごっこ、もっと、しよ？　こんどは、シシィがおにだからねー」

「だめだめ。さ、早くこれを着て。クリスティーナももうすぐ帰ってくるし、叱しかられたって知らない――よ？」

　遼太郎がことばを切ったのは、目の前の玄関の扉がそっと押し開けられたからだった。

　クリスティーナか、と思ったが、こんな静かな帰り方をするような人ではない。

　扉はごく細く開いたところで止まり、そこから、すなおな黒い髪を編んで垂たらし、まるい頬ほおをほんのりと上気させた十五、六の色白な少女が、不安げに顔をのぞかせた。

「……あの」

　か細い声で少女は言った。

「あの……、こちらは、ホルボーンの、ニューゲイト街３６２Ａの、ミス・クリスティーナ・モンフォーコンのお宅でいらっしゃいますか……？」



「君は――」

　遼太郎はしばらく絶句した。

「いったいどうしたんだい、こんなところで！」

　まさか、こんなところで見ようとは思ってもみなかった顔だった。一瞬のとまどいが消えると、懐かしさと喜びが大潮のようにわきあがってきた。

「こっちに来てるとは知らなかったよ！　叔父さんと叔母さんはいっしょなのかい？　いや、いっしょなわけないか、あの人たちは船となるとおぞけをふるうから。浩ひろ勝かつにいさんにでも連れてきてもらったのかな？　会えてうれしいよ！　クリスティーナはいま留守だけど、中に入って――え？」

　そこで、遼りよう太た郎ろうは相手がひどく妙な顔をしているのに気づいた。

　眉まゆをひそめて額にしわを寄せ、頬ほおの上気はさらに耳まで拡大している。この地では異装にあたる和服のたもとをぎゅっと握りしめ、唇くちびるをすぼめて身は引きかげん。

「あの……？」

　そこでやっと遼太郎は、現在のおのれの状態に思いいたった。

　小脇にかかえたシュミーズ一枚の、ほぼ裸の女の子。

　もう一方の脇には、フリルいっぱいの、女の子の下履きドロワーズ。

　鳥の巣状態の頭には黄色い小鳥を小粋にとまらせ、まっ赤な顔で息をきらせている。

　女の子のかわいいひざ小僧がぷらんとたれ下がり、床のすぐ上で揺れている。

「ねえ、このひと、りょーたろーのおともだち？」

　不思議そうにシシィがきいた。

　頭上でリトルがピイ、と鳴いた。















「……失礼いたしました」

　少女は目をそらして低く言うと、静かにドアを閉めて姿を消した。

「わあ！　ま、待って！」

　遼りよう太た郎ろうはあわててシシィをおろし、その手に下履きドロワーズを押しつけておいて、ドアを蹴けって玄関先を駆け下りた。頭からリトルと羽根を払い落としながら。

「待って、待ってくれ！　誤解だ！　待ってくれ、和かず音ね！　かずねー！」





　それとほぼ同じころ、くだんの邸やしきのあるじクリスティーナ・モンフォーコン嬢は、メイドをつれて朝からフリート街を訪れていた。

　とある知り合いをさんざん脅しつけたのちに希望の情報を入手して、非常な満足をおぼえつつ帰宅の途にあった。おりから空はほがらかに晴れ渡り、馬車はからからと石畳を快調に走って、彼女はすこぶる機嫌がよかった。

「ピーター・ピッター・パッター・ポッター」

　彼女は呟つぶやいた。

「童謡ナーサリー・ライムにでも出てきそうな名前だな。早口言葉か。『ピーター・パイパー、ピーマンのピクルス一ペックとったPeter piper picked a peck of pickled pepper』」

　と低く口ずさんでみて、

「しかし殺人となると尋じん常じようじゃない。しかも商会ときた。殺し屋。なおかつ裏切り者だって？　ガチョウグースだなんてとても呼べないあの〈女主人クイーン・マザー〉に、たてつこうとは命知らずと言うほかないが、もし本当だとしたら、こいつは大いにくさいぞ――いい狩りができそうだ――ん、なんだね、レギーネ？」

　かたわらに控えた銀髪の少女が、じっと外を見ていた。

　肩の上の蝙蝠こうもりの羽を持った小猿、バイロン卿きようが頭をあげ、鼻をひくひくさせている。蝙蝠の羽は緊張して、ふわふわの毛の生えた肩の上で大きく広がっている。

「いま、あちらから、日本語で言い争う声が聞こえました」

　レギーネは言った。

「若い女性の声です。お嬢さまのお名前を口にしているようです。それから、遼太郎さまのお名前も。スミスフィールドの市場のほうからのようですが」

「おいおい、勘弁してくれよ」

　クリスティーナは額をおおった。

「まだこの上あの坊やのことで何か面倒をしょいこまなきゃならないのかい？　わかったよ、そんな目で見ないでおくれ、レギーネ。御者くん、すまないが、ちょっとそこの角を曲がって、スミスフィールドの市場の前で止まって待っててくれないか」

「へえ。何か、お買い物ですかね」

　となじみの御者が返事をする。先日のいんちき霊れい媒ばい事件で、運悪く罰当たりな男装の女なんぞを乗せることになった男である。

　最初は大いにぶるっていたものの、どうやらもらえる金が使えることには変わりない、と思い直したらしい。最近ではしょっちゅうホルボーンの邸やしきの近くをぶらぶらし、張り込ませておいた小僧が、女主人が出かけるようだと知らせるとさっそく飛んでくる、ということになっている。

　どうやら、もらった金を自分が景気よく使うことで、心得違いをしている若い女の罪ほろぼしをしてやっているのだと決めこんだようだ。毎晩、パブで酒神バツカスとその信心深い仲間に乾杯しては、罪深い女の煉れん獄ごく落ちを少しばかり加減してくださるようにお祈りしてくれている。クリスティーナとしては別に文句もない。

「なにね、ちょっとピーマンのピクルスを一ペックばかり――けっこう難しいな。まあとにかく、少し待っててくれ。もちろん、待ってるあいだのお金も勘定につけるから」

　御者はよろこんで鞭むちを鳴らした。馬車はぽくぽくと角を曲がる。

　やがて左右の町が切れて、広い市場の大にぎわいが目の前にひろがった。

　スミスフィールド市場はロンドンでも大きな露天市場の一つで、特に金曜日の午後などには、中古の馬具や車輪、容器、カゴ、はかり、陳列台など、露天商が使うあらゆるものの中古品が取引される。ロンドンで露天商を始めようという者は、たいていはまずここに来て、商売道具をそろえることになる。

　もともとは牛馬をはじめとした家畜の取引場だったので、今でも馬やロバ、山や羊ぎなどを牽ひいている者も多い。また、そういう人出を目当てにした食べ物の商人も当然ながら数多くいるので、場内は押すな押すなの混雑、あっちこっちからそれぞれの売り物を宣伝する声ががらがらと響いて、そのやかましいことといったらない。

「レモネード！　絞りたての、新鮮なレモネード！　あったかいのも、冷たいのもあるよー！　一杯半ペニー！　半ペニー！」

「オレンジ、二個で一ペニー！　五個で二ペニーでいかが！」

「汁気たっぷりのカキ！　カキだよ！　かりかりのパンにのっけてどうぞ！」

「あっつ熱のエンドウ豆スープはいかが！　腹の底からあったまるよー！」

　そんな中を、インヴァネスをひるがえしてさっそうと歩く金髪に片眼鏡の男装の美女に、道行く人々は目を丸くする。

　目引き袖そで引き、周囲の人々が商売も忘れてぽかんと見送る中、やがて人混みの向こうから、かん高い少女の声が居い丈たけ高だかに言いつのっているのが聞こえてきた。

「なんと言っているのかわかりませんわ。どうぞ、英語でしゃべっていただけません？」

　騒ぎの中心を囲んで、野次馬の人垣ができている。クリスティーナはたくみに人の間をすり抜け、喧けん嘩かの中心にたどり着いた。

「これでもわたくし、学校ではちゃんとした先生から優等のお免状までいただいていますのよ。とにかく、弁償していただきます。わたくしの着物をこんなにしてしまって」

　声を高くして怒っているのは、十五、六歳の、長い黒髪を後ろに流し、髷まげに紫のリボンを飾った日本人少女だった。

　すらりとした身体からだによく似合うあでやかな桜色の振り袖を身にまとい、下はリボンと同じ紫の袴はかまに、緋ひの鼻緒の草履ぞうり。ぴんと伸びた背筋はうちに秘めた気概そのもの、色白の頬ほおは、怒りのために蒼そう白はくになっている。

　クリスティーナがほう、という顔をしたのは、周囲を異国人に取り囲まれてもまったくものおじしていないことだった。遼りよう太た郎ろうのことを考えれば、確かに雲泥の差だ。

　ただ問題は、それが知識と自信から来ているのか、単なる無知と世間知らずからきているのかというあたりだ。今の場合は後者らしい。

「こっちこそ、何おっしゃんてんだかわかりゃしねえや、このふんばり阿あ魔まめ」

　と怒鳴り返したのは、地面に転がったままの汚いひげ面の呼び売り商人だった。

　まわりには、彼が身につけて売り歩いていた古い馬具、くつわや手綱、鞍くらの金具などが散乱している。身にまとった古コートはほかにも、半端な金物や鍋、フォークやナイフ、研とぎ直し用の砥石などで布地が見えないほどだ。どうやら少女に平手打ちをくらったらしく、渋紙色になった頬ほおに、小さな手形が赤くなって残っていた。

「こちとら生まれたときからと同ンなじようにしゃべってんだ、てめえなんぞが文句をつけるすじあいじゃあねえや。なんでえ、びらびらした妙なもんひけらかしやがって、こんな場所でそんなもんひらつかせてるほうがひ…、ひ…、ひぞうしきってもんじゃねえか。（周囲から拍手がわいた）おいらあ悪くねえ。それよか、この傷のついたおいらの売りもんのこたあ、どうしてくれるんでえ」

「どうする、ですって？」

　冷たい声で少女は相手を睨にらみつけた。涼やかな瞳に、すっきりと鼻筋の通った品のよい美び貌ぼうだが、惜しむらくは、少しばかり目つきがきつい。

　それでも冷ややかなまでに整った顔立ちは美しい、の一語につきる。もう少しやわらかく微笑ほほえめば、誰の心もやわらげられるだろうと思われるのに。

「それより、わたくしの着物のことはどうしてくれるんですの。あんな風に周りも見ないで歩いてきて、勝手にぶつかってきたのはあなたでしょう。ごらんなさい、こんなに汚れて、ほつれてしまって」

　憤ふん然ぜんと振り袖の片方をかかげてみせると、確かに馬具の油がついたのか、こすったような黒い染みと、縫い目のはじが破れて少し糸が出ている。

　しかし彼女が言うほどひどくもないし、ここに集まっている連中の目からすれば、そんなもの、汚れのうちにも入らないというのが共通の見解だろう。

「ひっこめ！」「ブー！　ブー！」と野次が飛び、彼女がきっとそちらに視線を向けると、逆方向からあざけるような笑い声がどっと起こった。自分が笑い者にされていると知って、少女は顔を紅潮させた。

「もういいわ、警察を呼びなさい。警察に行って、この男と私と、どっちが間違っているかはっきりさせてもらいます。どうしても弁償してもらわなくては」

「ちょっと、すまないが」

　どうやら介入すべき頃合いのようだ。

　一つため息をつき、クリスティーナは、するりと二人の間に割って入った。

「な、なんでえ、てめえは」

　いきなり現れた金髪に片眼鏡モノクル、緑の瞳の男装の美女に、馬具商人は気おされたように身を引いた。周囲がざわつく。

「こちらのお嬢さんは、実は私の連れでね。この混雑でうっかりはぐれてしまって探していたんだ、申し訳ない。見つけてくれて感謝するよ、ミスター。これは少ないが、礼金だ、取っておきたまえ」

　懐から数枚の銀貨を取り出して渡す。掌てのひらにのせられた真新しい硬貨のきらめきに、商人は目をむいていたが、やがてずるそうににたりとして、

「こいつぁどうも、旦那――いや、奥様――しかしですね、こいつぁお連れさんを見つけてあげた礼金としていただくとして、あっしのこの、台なしになった商品のことはどうしてくれんですかね。こっちのことも、全部買い取ってくださるってんでしょうね。お嬢さんにゃ、顔の皮がひんめくれるほど、ぶん殴られたことだし」

　わざとらしく顔を撫なでる。

　むろん、商品はほとんどが散らばっただけで被害など受けていない。相手が金持ちと見て、金をつり上げにかかっているのだ。

「ああもう、まったく」

　クリスティーナはまた一つため息をついた。

「人間の欲望にかぎりはないというが、こういうときにその見本を見せられるというのは実にわずらわしいな。

　――ここに偉大なる〈女主人クイーン・マザー〉の臣しん民みんはいるかね？」

　少し声を張ってあたりを見回す。

「いたら彼女に伝えてくれないか。この少女を、とりあえずここから解放してくれたら、あなたの依頼を聞かないこともない、と。

　さ、わかったら早くしてくれたまえ、わたしだって忙しいんだ」

　この言葉は、集まった人々のほとんどにはあまり意味を持たず、けげんそうな囁ささやきをもたらしただけだった。

　クイーン・マザーというのは普通、現王か女王の生母、「皇こう太たい后ごう」のことをさす。建前上は隠居として、当代の王が幼いとかの問題がないかぎり、政治にはあまりかかわらないことにされている。「臣しん民みん」という言葉はあまりそぐわない。

　だが、その中にほんの数人、ぴくりと頭をもたげて声の主のほうを見た者たちがいた。

　ほとんどが商人や買い物客ではなく、施しものを期待して市に集まってきている物もの貰もらいや屑くず拾いのたぐいだった。垢あかと汚れに埋もれた目があちこちで光った。

「おい、兄さん」

　人混みのなかから、少年がひとり敏びん捷しように駆けだしてきた。商人のそばに膝ひざをつく。

「あんまり欲をかかないほうがいいぜ。今日の稼ぎはそれで十分だろう。手にのってるそいつを早くしまって、持ってるものに満足しておくこった」

「なんだと、小僧」商人はぐりっと目をむいた。

「てめえみてえな餓鬼に指図されるようなおいらじゃねえや。ひっこんでろ、こいつ、鼻っぱしらおっぺしょられたくなきゃ――」

　そこで、商人はびくっと口を閉ざした。

　何を見たのか、その顔はみるみる蒼そう白はくになり、出かけた罵ののしりはもごもごと口の中でもつれて消えた。弾はじかれたように立ちあがって荷物をまとめ、何か呟つぶやくと、逃げるように人垣をかき分けて出ていった。最後のほうはほとんど駆け足だった。

「ふん！」

　少年は鼻を鳴らし、立って膝をはたいた。

　ずいぶん小柄な少年だった。やせっぽちの肩を大きすぎる上着に包み、形の崩れたハンチングを目深にかぶっている。

　むりやり押し込んだにんじん色の髪が、もしゃもしゃと襟えり首くびに突っ立っていた。帽子に隠れて、顔の半分はよく見えない。つんと上を向いた鼻に、そばかすが点々と散っている。

　ちらりとクリスティーナに目をやると、もう次の瞬間にはいなくなっていた。

　クリスティーナは軽く目を細めたが、今はかまっている時ではないと判断し、ぽかんとしている日本人少女に「大丈夫かな、君」と声をかけた。

「そういう服を着て、こういう場所を歩くのは感心しないね。ああいう輩やからともめごとを起こすのはもってのほかだ、ましてや、君のような若いお嬢さんが。怪け我がをしなかっただけ儲もうけものだよ。荷物は？　君、ひとりだけか、ね……？」

　そこでクリスティーナは言葉を切った。

　少女が、異様に情熱的な瞳でじっとこちらを見つめていたからだった。青ざめた頬ほおはばら色になり、かすかに開いた唇くちびるは今にもうっとりとため息をつかんばかり。

「……素敵！」

　両手を胸の前でかたく握り合わせて、少女は叫んだ。

「天がわたくしたちを引き合わせてくださいましたのね。これは運命ですわ！　わたくし、ようやく貴女あなたに巡り会いましたのね、お姉さま！」

　滅多にないことだが、この瞬間、クリスティーナは絶句した。
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「ごめんなさい、わたし、すっかり勘違いしてしまって」

　ソファの上で、少女はまっ赤になっていた。

「まさかお兄さまが、この子のお世話役をなさっていたなんて知らなくて。本当に、申しわけありません」

　と言って頭を下げ、それから、輝くような笑みを見せて続けた。

「でも、遼りよう兄さまがお元気そうで、よかったです」

「あ……ははは、は」

　遼りよう太た郎ろうとしては乾いた笑いを漏もらすしかなかった。

　しばらく見ないうちに、子供っぽかった妹は少しふっくらとして、顔も体つきもなんとなく娘らしくなったようだった。身体からだには少し大きすぎる、派手な染めの着物を着て、下は茶色い袴はかまにあわい緑の緒の草履ぞうりを履いている。長い三つ編みは別れたときよりも少し伸びて、きゅっと結んだ赤いリボンが目にしみた。

　こちらへ来てから、はや半年近くたつ。来たばかりの頃は秋も終わりで、そろそろ寒さも厳しくなりかけるころだったが、今では少しずつ寒さもゆるみ、遅い春が巡り来ようとしていた。邸の小さな裏庭にも、ラドル夫人やレギーネが丹精しているハーブや薔ば薇らをはじめとする花芽が吹きはじめて、咲きにおう五月を今から待ちわびているようだ。

　ほぼ月に一回、遼太郎は和かず音ねに手紙を出すことにしていた。心配させるようなことはなるたけ書かず、異国のめずらしい風物や、伯はく爵しやく夫人や前の事件で世話になったリース警部などの興味深い人物について書き送り、寂さびしがりやの妹をできるだけ慰めようと気をくばったつもりだったが、それがもしかして逆効果だったのだろうか。

　かたわらではシシィが、なんだかわからないがどうやら自分も悪かったらしいと察して、おとなしい茶色の部屋着を着てちょこんと座っている。リトルも普通の小鳥の真ま似ねをすることに決めたと見え、ソファの肘ひじ掛かけのところにとまって、ときおり間の抜けた鳥らしい鳴き声をたてるのに専念するふりをしていた。

「それにしても、和音、いつこっちに来たの？　よくおじ……、お父さまとお母さまが許してくれたね。お金はどうしたの？　それに、荷物は？」

「あの、荷物は……」

　困ったように口ごもると、

「……荷物は、チャーリング・なんとかといったかしら、ついた汽車の駅で、運んでいってあげようという親切なおじさまにお預けしました。もうすぐこちらに運んできてくださるはずだと思うのですけど」

「預けたって、その人、名前は知ってるの？　この家の住所とかは教えてあるのかい？」

「まあ！　そういえば、忘れてましたわ」

　和かず音ねは大きく目を見開いて手を口にあてた。

「このお家の住所だけはなくしてはいけないと思って、兄さまのお手紙だけは大事にお袖そでに入れておいたのですけど、あのおじさまにはお見せしませんでした。たいへん、今ごろあの方、大きな荷物をかかえて右往左往していらっしゃらないかしら」

「和音、あのね……」

　遼りよう太た郎ろうが脱力するのも無理はなかった。

　彼女は小さいころからどうにも甘えんぼうで世間知らずで、よく言えば正直なのだが、悪く言えばひどく騙だまされやすいのだ。

　チャリング・クロス駅はロンドンの交通網の心臓部とも呼べる大鉄道駅だが、そこに巣くう窃せつ盗とう団のひとりに、うまうまとカモられてしまったことは容易に想像がつく。

「……まあいいや、とにかく僕のところには来られたんだし、明日にでも大使館へ行って旅券を再発行してもらおう。それから、そうだ、いっしょに来た人は誰かいないの？　叔父さんや叔母さんのわけないし、まさか平へい助すけじいやじゃないよね？」

　和音はふたたびうつむいてしまった。

　――何か、悪い予感がした。

　それが何なのか分析する間もなく、邸の前に馬車が止まる音がした。

「しまった、クリスティーナが帰ってきた。和音、ちょっと待っててね」

　言いおいて、玄関ホールへ走り出る。なんとか扉を開けるのに間に合った。

「やあやあ、ただいま、なまくらなわが従僕くん」

　金髪の女主人がステッキを鳴らして姿を見せ、脱いだインヴァネスをぽいと放り投げる。あわてて受けとめた両手に、妙な重みを感じた。

「なんですか、これ」

「おみやげ」

　クリスティーナは帽子を脱いで、自分で帽子掛けに掛けている。服を探って、中身を取りだしてみた。黄色っぽい液体に漬けた丸ごとの大唐辛子の瓶びんがたぷんと揺れた。

「ピーマンの酢漬けピクルド・ピーマン。ラドルさんのには少々劣るが、まあ悪くはないよ。ところでもう一つ、君におみやげがあるんだが、遼太郎くん」

「ご機嫌よろしゅう、遼りよう太た郎ろうさん」

　ひどく冷たい声が階段のほうから聞こえた。

　遼太郎はもう少しで瓶びんを落としそうになった。

「え――え!?」

「どうやら、お手紙は読んでいただけていないようですわね。父が、前もって手紙で私がこちらへ参ることはお知らせしていたはずですけど。迎えに来てもいただけないなんて、ひどいんじゃありません？　やっぱり殿方は信用なりませんわ、ねえ、お姉さま」

　最後のひとことはひどく甘ったるい声で、クリスティーナへ。

「ああ、もちろんだとも、私のかわいいひな菊さん」

　こちらも負けず劣らず、甘い声で返事をする。

「君ねえ、遼太郎くん、私だって血も涙もない悪魔じゃないんだよ？　はるか遠い故国から、健けな気げにも愛する婚約者がはるばると君に会いにやってくるなんてこと知ってたら、休みの一つもあげないわけないじゃないか」

　嘘だ、ぜったい嘘だ、と遼太郎は心の中でわめいた。

「だ、だけど、そんな連絡もらってないし」

　ぐるぐる回る頭で、最近になって届いた手紙や電報の記憶を必死になってひっくりかえす。だが、どう考えてもそんな手紙が来ていた覚えはない。

「だって、み、美み弥や子こさんがどうしてここに――!?」

　赤あか羽ばね美弥子。

　彼女は、遼太郎と同い年の十六歳で、二歳の時に親戚間の話し合いにより決められた、遼太郎の婚約者である。

　赤羽というのは本家である跡あと部べの家から分かれた四つの分家のうち、いちばん大きな家系で、二番目は青しよう野の。これは和音の家で、両親を亡くした遼太郎をいち早く引き取った。勢力のいちばん強い赤羽に続く、第二の力を持っている。

　そして三番目は黄きノ原はら、四番は家としてはいちばん新しい玄くろ塚つかとなっており、それぞれに少しでも本家の勢力と財力にあずかろう、あわよくば乗っ取りをかけようと暗闘をくり返している。

　美弥子と遼太郎の婚約は、ほかの青・黄・玄三家に先んじて本家とのつながりをより強くしようとした赤羽家の策略だったのだが、その肝心の遼太郎に跡部の者らしきなんの力もないとあって、このごろ少々焦あせりぎみだったらしい。

　両親を亡くした遼太郎をかっさらったのが最大の競争相手たる青野だったこともあり、ここで遼太郎を海外に逃がしては、せっかく結んだ婚約という名の契約が台なしになるのではないかと考えたようだ。

「彼女はね、君がチャリング・クロスまで迎えに来てくれると信じて待っていたのに、いつまでたっても来ないから、人に尋たずねて来るつもりでとにかく馬車に乗ってあちこち走り回ったらしいよ」

　クリスティーナが面白そうに補足する。

「そしてしまいには手持ちのお金を使い果たして、スミスフィールドの市場へ迷いこんだあげくに、私に助け出されたというわけでね」

「そうですわ。本当に、あの時クリスお姉さまが来てくださらなかったら、わたくしどうなっていたことか」

　両手を胸に重ねてほっと息をつく。その姿はまさに恋する少女そのもので、仮にも婚約者であるはずの遼りよう太た郎ろうに対するのとは雲うん泥でいの差だった。

「やはり、真の愛情を抱くべき相手は親の決めた婚約者などとかかわりありませんのね。ほんとうの愛、真実の、純粋な愛というのは、純潔な乙女のあいだにしか存在しないものなのですわ。ねえ、そうですわねえ、お姉さま」

「まあ、私が純潔な乙女かどうかについては異論のある者が少なくないだろうけどね。そこにもたぶん一人いるし」

「ちょっと！」

　自分を置いてきぼりにして会話を進める二人に、遼太郎はかんしゃくを起こして足を踏み鳴らした。

「まだ僕の質問に答えてもらってないですよ。どうして美み弥や子こさんがここにいるんです？　叔父さんと叔母さんに何か言われてきたんですか？　僕が外国で、ほかの女につかまっていないかどうか見張るとか」

「よくおわかりじゃありませんの。その通りですわ」

　冷たい視線で婚約者を見すえて、美弥子はきっぱりと答えた。

「御宗家のあとつぎとして、海外で不身持ちをして醜しゆう態たいをさらすようなことがあってはならないというのが、うちの父母の考えです。その上こちらでお世話になる予定のモンフォーコン様というお方は女性というお話でしたし、どんな間違いがあるかわからないから、わたくしが、じきじきにおそばで見張っていることになったのですけれど」

　言葉を切って、クリスティーナを憧あこがれの目で見あげた。

「でも、そのお方がこんなに素敵なお方だったなんて！　わたくし、運命を感じました。

　今日からわたくしのお仕事は、遼太郎さん、あなたを見張ることではなくて、あなたからお姉さまをお守りすることにいたしますから、どうぞご安心なさって。ねえお姉さま、くれぐれも、こんな情けない男の手玉にとられてはいやですわよ？」

　甘えるようにひしと袖そでにすがれば、クリスティーナも、

「ああ、わが愛しのひとマ・プテイト・シエール、安心おし。私はけっして、咲き初そめたばかりの君の美しい愛を裏切るようなまねはしないから」

　と、またそれを煽あおるようなくさい台詞せりふを吐く。片眼鏡モノクルが遼りよう太た郎ろうのほうにむかってきらめく。言うまでもないことだが、おもしろがっているのである。

「遼太郎さま」

　遼太郎が思わず天井を見あげて呻いたとき、そばに控えていたレギーネが、礼儀正しく口をはさんだ。

「あの、客間の入り口からこちらを見ておいでのお嬢さまは、どちらさまでしょうか」

「えっ!?」

　あわてて振り返ると、扉のかげから和かず音ねがおずおずと顔をのぞかせていた。後ろからシシィとリトルも、不思議そうにのぞき込んでいる。

「あ、その、彼女は……」

「まあ、あなた先に着いていたのね。ずいぶん足のお早いこと」

　遼太郎が説明しようとしたその時、機先を制したのは驚いたことに美み弥や子こだった。

「でも、着いたら着いたでわたくしを探しに来なかったのは減点ね。わたくしはそのあたりを散歩してくるから、あなたは乗り物をつかまえて、荷物を運ぶようにと言っておいたでしょうに。まあ、先に着いていたのは感心なことだわ。それであなた、わたくしの荷物はどうしたの。もう部屋には運んでありますの？」

「なんだって？」

　完全に混乱して、遼太郎は和音を振り返った。

「和音、これはどういうことなんだい？　おまえ、美弥子さんといっしょにこっちへ来たのかい。美弥子さんの荷物って？　赤あか羽ばねの叔父さんと叔母さんがまた、どうしておまえまで渡航させてくれるような気になったんだい」

　美弥子の赤羽家と和音の青しよう野の家は、勢力の一、二を争う家系どうしとして、当然のごとく仲が悪い。赤羽家がいち早く遼太郎の婚約者という位置を娘に確保させてしまったので、あわてた青野家が、その後両親をなくした遼太郎を、これ幸いとばかりに引き取って世話し始めた、というくらいだ。

　だから、美弥子の言うように「遼太郎が不身持ちを起こさないように」見張りに来たというのなら、和音をいっしょに連れてくるわけがない。

　なにしろ、青野家が最初に遼太郎を養うことにした本当の理由は、身近に青野の血の娘を置くことで、遼太郎の関心を美弥子から和音へ引き寄せよう、という魂こん胆たんがあってのことらしいのだ。

　あわよくば、ここで既成事実までも作って、こちらへ惣そう領りようの妻という地位を奪い取ってしまえ、という下心までもあったと思われる――もっとも、そんな下心も、遼太郎に跡あと部べの者らしい才能が何もない、という事実が明らかになるにつれて、すっかり消えてしまったのは現金なものだが。

　ましてや、現当主たか女めさまに見捨てられ、異国に放ほう逐ちくされた跡取りとあっては近づけるだけ無駄、美み弥や子こにすっかりくれてやり、和かず音ねにはもっと力のある婿むこをとって、青しよう野の家の力の増強をはかる、というのが青野の叔父叔母の考えそうなところだろう。

「どうなんだい、和音。おまえ、どうやってイギリスまできたんだい」

「わ、わたし……」

　和音はまっ赤になった。大きな眼が濡れはじめ、やがて滴しずくとなって頬ほおをつたった。両手は何かにすがるように、ぎゅっとたもとを握りしめている。

「遼りよう太た郎ろうさん、この娘はね、夜中にこっそり家を抜けだして、わたくしの荷物のひとつに隠れて、密航してまいりましたのよ」

　美弥子の勝ちほこったような声が響きわたった。

「いい娘が、なんて行儀の悪いことでしょうねえ。親のしつけがなってないのですわね、きっと。わたくしのトランクのひとつの中身をすっかり放りだしてしまって、中にもぐり込んで隠れていたのです。

　港を出てしばらくして、船酔いで真っ青になってよろよろ甲かん板ぱんへ出てきたところをつかまえられて。わたくしがとりなして、小間使いということで乗船を許してもらわなければ、今ごろきっと海に投げ込まれて、魚の餌えさになっていたでしょうね」

「か、和音!?」

「だ、だって――」

　たもとをつかむ手に力がこもる。和音はうつむいて、ぽろぽろと涙を落とした。

「だって、お父さまも、お母さまも、遼兄さまのことはもう考えるな、思い出してもいけないって。お母さまは知らない男の人の話ばかりして、あなたどう、お会いしてお話だけでもしてみないって、へんな声でおっしゃるし――お、お父さまは、わたしが兄さまからいただいたお手紙を読んでいるのを見つけたら、ひどくお怒りになって、こんなもの、いつまでも持っているんじゃない、燃やしてしまえって。

　でもわたし、こ、これだけなんとか拾いあげて……たもとへ入れて、隠して……」

　よく見ると、和音はたもとを握りしめているのではなかった。たもとに重ねた小さな白い封筒を、力をこめて握りしめているのだった。

　英国の切手が貼はられたそれは、遼太郎が出した手紙の一通だった。火の中からあやうく取り出されたとみえて、半分焼けこげ、封筒がすすけて茶色くなっている。

　おそらくそこに書かれた住所をたよりに、ここを探し当てるつもりだったのだろう。トランクに隠れていたということは、ほかに持ち物があったとは思えない。和音はほとんど身ひとつで家を飛び出し、危険を承知で船にもぐり込んだのだ。遠出といっては女学校の遠足くらいしかしたことのない少女が、義あ兄にに逢いたい一心で。

「まあ、何ですの、泣いたりして。開化の溌はつ剌らつたる女学生は、人前で泣いたりはしないものです。少しは恥ずかしいとお思いなさいな」

　美み弥や子こが冷たく言い放つ。

　和かず音ねはこらえきれずにしゃくり上げはじめた。

「あのね、あのね、ないちゃだめなの」

　そばからシシィが、小さな手で袖そでを引っぱった。

「いいこはね、ないちゃだめなのね。なくとね、もっともっとかなしくなっちゃうからね、だめなのね。おねがいだからなかないで、でないとね、シシィもね、シシィも、ふえ、ふええ、ふわわあああああん」

　とうとう、シシィまで泣きだしてしまった。だんだん高くなる二人分の泣き声に、リトルが困ったようにチイチイいいながら交互に二人の肩を行き来する。

　レギーネの肩で様子を見ていたバイロン卿きようが舞い上がり、和音の肩にとまって、絹のような毛につつまれたしっぽをそっとまきつけ、やさしい声で鳴いた。無意識のように和音は手をあげ、ふかふかの毛皮に頬ほおを埋めて鼻をすすった。

「で、君たちはこれからどうする気なのかな」

　どうやら騒ぎは静まってきたとみて、クリスティーナが実際的な質問を発した。

「あら、だって、こちらに泊めてはいただけませんの？」

　美弥子は別人のように声を甘くして、クリスティーナに小首をかしげてみせた。

「わたくし、できればお姉さまのおそばにずっといたいわ。こちらの方はまあ、どうでもいいのですけれど（と遼りよう太た郎ろうを馬鹿にしたように一いち瞥べつし）、このお家に宿をお借りできれば、親から言われたことと、自分の好きなことを二つ同時にできることになりますもの。

　お金でしたら、故郷の両親が、お姉さまのお望みだけきっとお支払いすると思いますわ。ああそうそう」

　と、涙をぬぐっている和音を顎あごでさして、

「そちらの泣き虫さんも、特別にこちらで養ってあげてくださるようにお願いいたしますわ。お金はわたくしにつけてくださってかまいませんから。どっちにしろ、彼女の渡航費もわたくしが払ったんですもの、今さら少しくらい出費が増えたところでどうってことありません。まったく、これだから青しよう野のの家のひとっていうのはねえ」

　軽けい蔑べつ的につけ加える。

　和音の肩が震えたが、彼女は唇くちびるをかんで何もいわなかった。

「美弥子さん！」

　我慢できなくなって、遼太郎は一歩前へ出た。

「少し言葉が過ぎやしないか。和音は僕の妹だ。彼女だってずいぶん悩んで、つらい思いをしてここまで来たんだ、それを、そんな言い方」

「でも密航は犯罪ですわ」

　ぴしゃりと美み弥や子こは言った。

「それを不問に付してあげたのはわたくしです。それをお忘れになってほしくはありませんわね。小間使いで止めてあげたのはわたくしの思いやりです。その気になれば、海には投げ込まないまでもずっと船せん倉そうの荷物室でネズミと同居させてあげてもかまわなかったんですもの。ねえそうでしょ、和かず音ねさん」

「…………！」

「兄さま、兄さま、やめて」

　さすがにこぶしを握りしめた遼りよう太た郎ろうに、和音が必死に取りすがる。

「美弥子さまのおっしゃる通りです、和音の心得違いでした。悪いのは和音です、だからそんなにお怒りにならないで、ね。わたし、もう泣いたりしませんから。ほんとです」

　遼太郎はなんとか怒りを静めて、深呼吸する。

「で、うちは新たにふたりの下宿人を迎えることになる、と」

　クリスティーナは言って、肩をすくめた。

「まあいいさ、部屋はいくらでもあるし、シシィはどうやらそっちのお嬢さんが気に入ったようだし――それに、バイロン卿きようも」

　泣きやんだシシィは目をこすりながら、しっかりと和音の袖そでを握りしめている。

　リトルはその頭に止まってきょろきょろしながらときおりさえずり、バイロン卿は和音の肩にしがみついて、頭を撫なでられるにまかせていた。気持ちよさそうに眼を細めている――遼太郎に対するのとはずいぶんな違いだ。

「ほんとうに!?　お姉さま、うれしい。お礼をいいますわ、やっぱりわたくしたち、運命の出会いでしたのね。それで、わたくしの荷物はどこにあるのかしら？」

「ああ、荷物ね。それならきっと、明日の朝には届いていると思うよ。どうやら運搬人が少し遅れているようでね」

　荷物が盗まれたことをどう説明しようかと考えていた遼太郎は、そのクリスティーナの言葉にびっくりしてまばたいた。クリスティーナは目を上に向け、踊り場の突きあたりの明かり窓の向こうを見つめていた。

「そうでしたの、それなら、今夜は我慢しますわね。わたくしだって、はじめてのお家でわがままを言う気はありません。いらっしゃいな、和音さん、わたくし服を脱ぎたいの。手伝ってくださらなくては」

「ちょっと、駄目だよ！　船ではどうか知らないけど、ここじゃ和音は君の小間使いじゃない！　和音、行かなくていいからね。美弥子さん、ちょっと！　……」

「おねーちゃん、まってー。シシィもいくー」

　あとからパタパタとリトルも続く。

「やれやれ。うるさいことだ」

　四人と一羽が騒ぎたてながら階上へ消えていくと、バイロン卿きようが上からふわりと戻ってきた。もとどおりレギーネの肩にとまる。

「いい獲え物ものが見つかったようだよ、レギーネ」

「はい」レギーネはうなずいた。

「おめでとうございます、お嬢さま」

「ああ。だがどうやら、面倒なところに借りを作ってしまったらしい。幸先が悪いな。厄やつ介かいなことにならなければいいが」

　と再び階段の踊り場を見る。片眼鏡の奥の、エメラルドの眸ひとみがあやしく光る。窓からは細い月の光が弱々しく流れ込んで、淡い影を作っている。



　その窓の外に、一匹の金の目をした大きなヒキガエルが貼はりついていた。

　窓越しの凝ぎよう視しに気づいたか、ヒキガエルはわずかに身動きした。まばたきし、げく、と喉のどを鳴らすと背伸びをして、大きいひとはねで姿を消した。

　先端にひび割れたガラス玉をつけた、ごみ飾りだらけの、骨の王おう錫しやくをくわえて。









第二幕　おまえにゃ五ファージングの貸しがある

　　　　聖マーティンズの鐘がいう
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　彼は、疲れはて、ぶつぶつ言い、足音高く家路を急いでいた。

　パブで飲んだビールの酔いでさえ、その心の暗雲を吹き払うことはできなかった。自分が何かに追われた獣けもののように感じ、意味もなく、何度も肩からうしろを振り返ってみずにはいられなかった。

　そのたびに、目にうつるのはほとんど人影のないロンドンの深夜の街路ばかりで、このような裏通りには必ずいる街角で客待ちする娼しよう婦ふの姿も今夜は見られなかった。うっすらと霧が、テムズの河か畔はんから流れ込んできていた。

　豆スープ、と通称されるほど濃くて、視界をまったく失わせるほどの濃霧は最近は少なくなってきたものの、霧はものの輪郭をぼんやりとにじませ、足もとの感触さえ不確かに変えてしまうようで、知ったはずの帰り道を悪夢の中の迷路に見せた。

　一日中タイプライターに向かっていたので、背中と指がずきずき痛む。フリート街――そこで働くということはまずジャーナリズムに関係する人間であることを意味する――の住人となって十年、もはや背中と指と、それから心臓は鋼鉄製になっているはずなのに。

　それもみんなあの女のせいだ、と腹立たしく彼は考えた。

　昼間、彼のもとへ乗りこんできて、どんな魔法を使ったのか、自分のとっときのネタをすべて吐き出させていった、悪魔のようなあの女。金髪で、ひどく美しいが、猫のような緑の瞳ひとみと細いステッキを持ち、気取った片眼鏡モノクルをつけ、男のようなズボンとシャツで、黒いインヴァネスをたなびかせているあの女。

　なんでも魔術師と自称していて、変わり者で有名な某伯はく爵しやく夫人のお気に入りらしいが、彼には以前、ゴシップ欄らんを担当していたときに、伯爵夫人とその女との関係をおもしろおかしく書き立ててやったときのにがい経験があった。

　その記事が印刷されて世に出た翌日、あの悪魔のような女は社に訪ねてきて、名指しで彼を呼び出してきたのだ。無署名の記事で、だれが書いたものかわかるはずはなかったのに。

「やあ、君か」

　うまいこと煙に巻いてやろうと自信満々だった彼に、にこやかに彼女は言った。

「すばらしい記事をありがとう。それで何か、君にもお礼がしたくてね。ヘレンは気にしてないようなんだが、これは私の好意だから。遠慮なく受け取ってくれたまえ」

　と、ぴかぴかのソヴリン金貨を置いて、女は帰っていった。

　確かに気持ちが悪くないことはなかった。だが、それを見た記者仲間からはやしたてられたので、ええい構うものかとその夜、その金貨で、仲間全員と馬鹿騒ぎをした。

『お礼』はそこから始まった。その後きっちり一か月間、彼は原因不明のおでき――それも、編集長推すい奨しようの品のよい言い方をすれば『胴体の最下部』、つまり尻、にできた巨大なイボに悩まされ、非常に具合の悪い思いをした。

　きっかり一か月たつとまた彼女は彼のもとに現れ、「反省したかね？」と薄笑いしつつ告げた。

　尻を押さえた彼が脂汗を流しながらうなずくと、にやりと笑って去っていった。尻のイボはその日をかぎりに嘘のように消え、二度と復活しなかった。

　彼は配置換えを申し出て、その後二度とゴシップ欄には筆を染めなかった。あの女の名さえ、口に出さないように気をつけていた。

　それがまた、今日の午後あらわれて、「最近ロンドンで起きた殺人事件のファイルをすべて見せてほしい」と言う。

　選択の余地はなく、同僚にすら見せたことのない秘密の情報まであらいざらいひっくりかえされ、その中から、「これとこれ――それから、これを貰もらっていくよ」の一言で、いくつものネタをかっさらわれた。どれをとっても、いつか世間をあっと言わせてやろうと、だいじに内ない偵ていを進めていた事件ばかりだ。

　テムズに投げ込まれていた、まだぴくぴくする心臓。

　教会の壁に打ちつけられていた、血まみれの肺。

　配達されたミルク瓶びんに入っていた、切りとられた人間の舌。

　どれもこの二、三年ばかりに起こった出来事だ。しばらく前の、例のホワイトチャペルの殺人鬼、『切り裂きジャックジヤツク・ザ・リパー』復活かと騒いだものもいるが、手口に関連性はないし、同じ犯人がやったとも思えないと、じきにその噂うわさも立ち消えた。

　だが、彼の勘は、これらの事件には何らかのつながりがあると告げていた。

　あともう少しでその実態に迫れる。

　そう思っていたところだったのに。

　その時霧が渦を巻き、一瞬目の前をおおった。

　悪態をつき、手で払った瞬間、背後から、おそろしい力で何者かに襟えり首くびをつかまれた。

　彼は声をあげて転倒した。

　懐ふところから取り出そうとした護身用のナイフがからからと石畳をすべっていった。

「いかんなあ。いかんいかん」

　誰かがそのナイフを拾いあげて嘆たんじた。かすれ、しわがれたその声は、蛇が無理をして人間の言葉をしゃべっているかのようだった。時々しゅーっと息の漏れる音が聞こえた。

「研ぎがなっておらんし、まず、刃そのものがやっつけ仕事よ。（シューッ）殺し道具の名折れよな。（シューッ）ほれ、こういうものは、このように」

　骨張った手が刃を素手で握りしめ、ぐーっと曲げるのを彼は凍りついた目で見つめるしかなかった。ナイフはブリキ細工のようにねじれ、役立たずとなって転がった。

「うむ、これでよし」

　と声の主は手をはたき、何ごともなかったようにかたわらに向かって、

「さてさて、これ、ここの地面にへばりついておる懸けん案あん約一名については、どのような対策をとるべきかとお考えかな、ポッター氏うじ（シューッ）」

　消えかけたガス灯の光が、黒い丸眼鏡に反射して光った。

　信じられないほど背が高い。夕方、傾いた太陽が地面にうつす影のように、異常なまでに背が高く、手足のひょろ長い人間がそこにいた。

　顔に至っては影の中の影。見えるのはただ光る黒い丸眼鏡と、にたにた笑う巨大な三日月型を逆さにした形の口。むきだしになった歯はやすりで細くとがらされ、針をずらりと植えたかのように黒い闇を間にためて、しゅーしゅー息を漏らしていた。

「さようさ、パッター氏（かちっ）」

　飴あめのようにねっとりした声が間近で聞こえて、彼は全身をかたくした。逃げよう、逃げなくては、と頭の中ではぐるぐる回っているのだが、手足はまるで見えない何かに押さえつけられてでもいるように、みじんも動かすことができなかった。

　別の顔がまた薄うす闇やみに浮かんだ。

　とはいえこちらもぎらぎらする黒い丸眼鏡と、耳まで裂けたかに見える逆三日月の口という点では変わらない。ただこちらのそれはだいぶん先のよりも位置が低く、口の中には斧おのの刃のように分厚く平べったい歯がぎっしり揃そろっていて、しゃべるたびにそれがかちっかちっと鳴った。

「やはり、共同経営者として意見を述べさせていただくに、（かちっ）ここは、常のごとくにわれらの手腕の鍛たん錬れんもかねて、丹念に処理したがいいというのが吾ご人じんの考えであるかと、パッター氏うじ（かちっ）」

「賢明なご助言、感謝いたすぞ、ポッター氏（シューッ、シューッ）」

　最初の声の主は満足げに胸に手をあてて一礼した。

「われら職人、日ごろ鍛錬おこたらず、おのが技術に磨きをかけるは仕事をなす上不可欠の誇り。（シューッ）芸のたゆみは魂のたゆみよ。さてはて、パッター氏」

　黒い影が彼の真上におおいかぶさった。

　血の臭においがどっと鼻に流れ込んできた。ぼろぼろのコートが広げられ、その中に、魚の鱗うろこのようにびっしりと並んだ何物かが光った。

　数えきれないほどの大小のナイフ、手術刀ランセツト、穴開け錐きり、大ハサミ、のこぎり、肉切り包丁。どれも丁てい寧ねいに手入れされ、油が塗られ、青白く冷たく燃えている。

　彼は泣きだした。

「懸けん案あんが泣いておりますな。パッター氏（かちっ）」

「うむ。これぞ仕事の楽しみというもの。どのように辛い仕事にも、必ずえもいえぬ醍だい醐ご味みという部分がござるものよ、ポッター氏（シューッ）

　――さて、とりかかるといたそうか？」





　一時間ほどあと、すっかり仕事を終えた二人の職人は、後かたづけをすませて（仕事場を汚れたままに放っておくのはプライドが許さなかった。彼らは職人であり、誇りある玄人プロフエツシヨナルなのだ）、よい仕事をしたあとの満足感にひたっていた。

「葉巻はお持ちかな、パッター氏。（かちっ）ここで一服したい気分だ」

「うむ、ポッター氏、今出そう（シューッ）――いや、少し待て。呼ばれておるぞ」

　コートの胸元をさぐる。

　取り出されたのは金の鎖くさりにつながれた、黒っぽくちぢかんだ干ひ物もののようなものだった。

　ミイラになった人間の耳。

　そのひからびた耳みみ朶たぶに耳をあてて、「はい？」とパッター氏は応じた。

「ああ、あなた様でいらっしゃいましたか――はい、それはもう」

　と別人のようにはきはきとした口調で、

「もちろん、順調にいっておりますぞ――ごくごく、ささいな問題に過ぎませぬ。問題の少女はすぐに発見いたしますとも。今もちょっとした問題を解決したばかりで。はい。はい。もうひとつのほうもすぐに解決いたします。ええ。いや、しかしそれは」

　少し声を高くして、

「われらをあのような素人と同じに見られるのは心外ですな。こちらは信用あるピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会でございますぞ。

　刺殺、絞殺、毒殺、撲ぼく殺さつ、いかなる殺人もお望みのままにご用意いたしますのが、わが商会の誇り。たかが欲望を充みたさんがために娼しよう婦ふを切りきざむなどというのは、児じ戯ぎに等しい甲か斐いなき技でございます。

　汚れ物のあと始末も、あれではまるでなっていない。警察に手紙などもってのほか。われらの徒弟ジヤツクであったならば心得違いに気づかせんがため、たちまち臓ぞう腑ふを取りだして、おのが口に詰つめこんでくれるところでございましたが」

　言葉を切って、相手の話に耳をかたむける。

「さよう、そう願いたいものですな。むろん今回のご依頼が、多少わが商会としても規格はずれということはご承知いただいているとは存じまするが、われら、心奥よりの誠意をこめてことに当たっておりまする。いずれまた、よきお知らせをお届けできますかと。はい。はい。それでは、失礼をば」

　鎖くさりつきの耳を胸にもどしてため息をつく。その表情はひどく苦々しげだった。

「世間ときたら！」

　いまいましげに吐き捨てる。

「このごろの人間は、本物の職人の仕事など見向きもせぬ。（シューッ）大衆が好むのは、ものもわからぬ若造の、急場しのぎの鍍金メツキばかりよ。（シューッ）派手にきらきらしておればなんでもよいのだ。実に、実に嘆かわしいな、ポッター氏うじ」

「いかにもな、パッター氏（かちっ、かちっ）」

　悲しげにポッター氏は応じた。

「しかし、（かちっ）あの若者の肝臓の味がよかったことは認めてやらねば不公平というもの。（かちっ）いやいや、腎じん臓ぞうだったかな？（かちっ）どうもこのごろ、記憶が確かでなくてなあ、パッター氏（かちっ）」



　　　２



　その朝のモンフォーコン家の朝の食卓は、英国的伝統の朝食からいえばかなり逸いつ脱だつ的なものだった。

「さあ、みなさん、たくさん食べてくださいな」

　食堂の大テーブルには、たきたてのご飯を握って海の苔りをまいたお結びの大皿が、朝の光にほんわりしあわせな湯気をたてている。

　つけあわせは日本からはるばる運ばれてきた、梅干しに昆布とフキの佃つくだ煮に。あさつき入りの厚焼き卵もある。さすがに汁椀わんは手に入らなかったとあって、代用の手つきスープカップには西洋ネギリークとじゃがいものおみそ汁。かつおだしには手が回らなかったから、チキンスープに味噌を溶くという少々変則的な手段がとられていたが、漂うなつかしい日本の朝食の香りは、遼りよう太た郎ろうを感激させるには十分だった。

「これ、全部和かず音ねが作ったのかい？　よくラドルさんが許してくれたね」

「ああ、あの小母さま、ラドルさんとおっしゃるんですの？　とても親切にしてくださって、お鍋なべと、それからフライパンとかいうものを貸していただきました。西洋の品物って、慣れるととても使いやすいものですね」

　和音はにこにこしている。

　いったいどうやって台所の支配者であるラドル夫人を丸めこんだのかわからないが、和音は朝早くから厨ちゆう房ぼうに入って、美み弥や子この大量の荷物に加わっていた米や味噌、梅干し、佃煮など日本の食材を使い、みごとな朝食を作りあげたのだった。

「どうしたのー？　なんかいいにおいー。わあ、なに、これー」

　目をこすりながら食堂に入ってきたシシィが歓声をあげた。

「これみんな、かずねちゃんがつくったの？　すごーい！　シシィにもおしえてー」

「へええ、日本の食べ物って、変わったものだねえ」

　部屋に入ってきて、腕組みして和音の働くところを見ていたラドル夫人が感心する。

「米なんてものは、さらさらっとしてフォークの間からこぼれ落ちるほど固めに仕上げるもんだと思ってたけど。そんなふうに握って食べるなんて、変な食べ方だよ。でもその、ツクダニとかいうのは気に入ったね。ぴりっとしてて、カレー料理の付け合わせによさそうだ。おまえさん、料理人の才能があるね。よく働く娘は大好きさ」

「シシィ、そのオムレツたべるー。スープもー」

　ついてきたリトルは梅干しのそばに舞い降りてちょっぴりつつき、いきなり飛びのいて、ピイピイわめきながら天井じゅう飛びまわった。

　女主人は自室でメイドに運ばせた紅茶とマフィンをたしなむ程度、ということで、午前中はまず下には降りてこない。おかげで日本から来た使用人と居候三人プラス一羽は、心ゆくまでめずらしい故郷の味を楽しむことができた。

「和かず音ねはよく、僕のお弁当とかも作ってくれてたものね」

　遼りよう太た郎ろうは和音に笑顔をむけた。

「ありがとう、和音。日本式の朝食なんてほんとに久しぶりだから、嬉うれしいよ」

「そんな」和音は赤くなった。

「わたし、遼りよう兄さまに喜んでいただければ、それでいいんです」

「それにしても、変な話だねえ」

　料理人としての好奇心から、オムスビなるものをつまんでむしゃむしゃやりながら、ラドル夫人。ぺろりと指を舐なめて、

「あたしゃ、心臓が止まるかと思ったよ。夕食をしまって帰ろうと思ったら、裏口に山ほどトランクだの行こう李りだのが積みあげてあるんだもの。名前が書いてなかったら、いたずらだと思って警察に通報するところだよ。ほんとにこのごろ、ぶっそうだし」

「でも、ちゃんと届いてよかったじゃないですか。ねえ、美み弥や子こさん」

「……ええ」

　美弥子はどこか固い声で答えた。なじんだ日本の朝食にも、彼女はあまり気のないようすで、じっと両手を膝ひざにそろえ、床を見つめるばかりだった。

「でも、美弥子さまがお荷物にお米やお味噌を入れてくださっていたおかげで、わたしこの朝ご飯を作れたんですわ」和音が明るい声で言う。

「ほんとうに、美弥子さんには感謝しております。あんなにご迷惑をかけたのに、こちらまで連れてきてくださって」

「でも、だからって和音、小間使いの真ま似ねなんかもうここではしなくていいんだよ？」

　遼太郎は自分もひとつお結びをつまみ、ほかほかのご飯に感動しつつ言った。

「僕はここで働いてるけど、和音は美弥子さんと同じでここのお客さんなんだから。朝ご飯は嬉しいけど、毎日作らなくちゃとか思わなくていいからね。美弥子さんだって、少しは自分で自分の面倒くらい見られるはずだし……美弥子さん？」

　いきなり、がたりと立ちあがった美弥子に遼太郎はびっくりした。

「美弥子さん、どうしたんですか？」

「気分が悪いんですの」

　切り口上で美弥子は答えた。

「お姉さまが降りてこられないんじゃ、朝食なんか来ても意味ありませんでしたわ。失礼します。頭痛がしますの。朝からこんなに食べるなんて、馬鹿みたい」

「あ、ちょっと、美弥子さん」

　止めるのも聞かずに憤ふん然ぜんとドアに向かい、取手に手をかける。

　そのとたん、ドアのむこうがわで、異様なうなり声、あるいは、呻うめき声に近いものが勃ぼつ然ぜんとわき起こった。美み弥や子こはぎょっとしたように手を引っこめた。

「な、なんですの!?」

「……あー。ええっと、美弥子さん、ちょっとどいて」

　遼りよう太た郎ろうはため息をついて立ちあがった。

　美弥子をもとの席に座らせ、ラドル夫人をわきへ寄せ、ドアの近くにある椅い子すや小テーブルを移動する。炉ろ棚だなの上の、落ちたら割れそうな飾り皿や花か瓶びんをしまう。

　ほどなく、ドアの前にはカーペットのみの小空間ができた。うなり声はますます力を増し、モグラの大集団が地下で念仏を合唱しているかのようなものになった。

　うなり声が最高潮に達し、いきなり切れたかと思うと、ひとりでにドアがぱっと開いて、何か真っ黒なずるずるしたものが勢いよく宙をすっとんで来た。

「ふはははははははははは！　大魔術師バシレウス・サロモンとうじょ――」

　べしゃ。

　ローブの裾すそを踏んで転んだ。

　和かず音ねも、さすがの美弥子までもが怒りも忘れて唖あ然ぜんとしている。

「……なんですの？　この人」

「……あー……その、あんまり見ないであげたほうがいいと思う、な……」

　遼太郎としても説明に困る。

　あとから、隠れてドアを開ける役目だったらしいお目付役のシヴィル青年がそっと入ってきて、ドアを閉じ、一同にむかって申しわけなげな笑みを向けた。

「毎度毎度すまないね、遼太郎くん。ああ、場所、あけといてくれたんだ。ありがとう」

「いえ。うちも、そう何度も椅子とかテーブル壊されても困りますし」

　あとで責任取らされるの、僕だし、と口の中で呟つぶやく。

「あー、バのおにいちゃんだ、こんにちはー」

　シシィがテーブルのむこうから嬉しそうに手を振る。

「ねーねー、こんどは、どんなてじなみせてくれるのー？」

「『バのおにいちゃん』ではない！　バシレウス・サロモンだッ！」

　がばっと頭をあげて怒鳴る。

　長めの金髪になかなか整った顔立ちの、遼太郎と同年代の少年である。本来、血筋も正しいグリムズビー伯はく爵しやく家の末息子のはずなのだが、どういう具合かクリスティーナに複雑な好意を抱いていて、それを示すには自分が彼女より優れた魔術師であることを証明するのが唯一の方法と、なぜか信じている。

　バ（略）は、彼いうところの魔術師としての秘密の名（人前でしょっちゅうわめき散らすところのどこが秘密だ、というのは置くとしても）。本名はアレグザンダー・トーマス・コンドリックと、実にこれまた由ゆい緒しよ正しく聞こえのいい名前がある。

「ば……？」

　残念ながらシシィには難しかったようで、首をかしげてうーん、と考えてから、

「やっぱりバのおにいちゃんだー」

「バ・シ・レ・ウ・ス・だッッ!!」青筋を立てて怒鳴る。

「はいはい坊ちゃん、あんまり興奮するとまた頭に血が昇って卒倒しますよー？　先日もここでひっくりかえって、ご迷惑をかけたばかりでしょうに」

　と後ろからシヴィル青年が軽く頭を支えて、

「それより、何か用事があったんでしょうが？　こちらもご朝食の最中みたいですし、早くすませて我々も何か食べましょうよ」

「そ、そうだ、それだ」

　あやうくのけぞった頭をもとにもどして、そこで初めてクリスティーナがいないことに気づいて食堂を見回した。

「おい、使い魔、あの魔女はどうした？　いないのか」

「いいかげん、クリスティーナは昼近くにならないと起きてこないっていうのを覚えてくれないかな、アレックス。用があるならその時間に来れば、ちゃんといると思うよ」

「何を言う。使い魔なら使い魔らしく、力ある魔術師が接近すれば主人に警告に行くものだろう。なんだ、使い魔が増えているな」

　テーブルについている和かず音ねと美み弥や子こをじろじろと見て、

「そこに乗ってるのはなんだ？　魔界の食べ物か？」

「別に毒じゃないから、食べたかったらどうぞ。あったかいうちに食べたほうがいいし」

「あの、よろしければ、ご一緒に」気を取りなおした和音が勧すすめる。

「遼りよう兄さまのお友だちでいらっしゃいますか？」

「やあ、日本のお料理ですね。これは懐かしい」

　シヴィル青年が人当たりよくにっこりした。後ろでくくった長い金髪、人なつっこそうな整った顔立ちの二十なかばの青年で、丸い眼め鏡がねがよく似合っている。

「僕も昔はあちこちふらふらしていて、日本にも何度か立ち寄ったことがありますよ。あちらの食事は変わっていますが、慣れると美味なものですね。お二人は、遼りよう太た郎ろうくんのお友だちですか？」

「わたくしは、赤あか羽ばね美弥子と申します。遼太郎さんの婚約者ですわ。そちらの和音さんは、遼太郎さんの、義理の妹さん」

　いくらか冷たい声で美弥子が答える。

「それはそれは。君もすみに置けないね、遼太郎くん。こちらはアレグザンダー・トーマス・コンドリック爵しやく子し、僕は彼の家庭教師で、シヴィル・セント・クレアです。お嬢さんがた、どうぞお見知りおきを」

　軽く一礼したが、肝心の主人は興味しんしんでテーブルのほうへ近寄っていっている。

「なんだ、この丸い白い物体は？　まるで頭ず蓋がい骨こつを積んだみたいだな」

「ちょいと坊や、あたしの食卓で悪い言葉を使う子はお尻を叩たたくよ」ラドル夫人が怖い声を出す。「頭蓋骨だなんて、気味の悪い」

「あ、そうだ、それで思い出した」

　その『頭蓋骨』をさっそくひとつひっつかんでもぐもぐやりながら、アレックス。

「おまえのところの魔女はまた何か悪さをしているだろう。吐け」

「そんなこと言われても、どれのことだかわからないよ」

　遼りよう太た郎ろうは投げやりに言った。

「高架橋がまた混んでる件？　それとも、君の小遣いが再来月まで減らされてる件？　君が馬ば糞ふんを踏んだこと？　きっと空が青いのも、機関車の煙が黒いのも、みんなクリスティーナのせいなんだろうな」

「そんなことではない、馬鹿者」

　お結びをやっと平らげてどんどん胸を叩いてから、せいぜい低い声を作って、

「昨日、殺された新聞記者の件だ」

「殺された……？」

　さすがに尋じん常じょうではない言葉にぎょっとする。

「誰が、殺されたって？」

「フリート街の三流新聞の記者で、ジェフリイ・ヒンキンズという男だ。けさ発見された。正確には、その心臓だけだが」

　遼太郎をはじめ、三人が息を呑んだ。

　アレックスは満足げにうなずき、効果を計算した間をおいて、

「奴が出社してこないので、上役が小僧に様子を見に行かせると、奴の下宿のベッドの上に、えぐり出された心臓だけが、ぽつんと置き去りにされていたそうだ。

　――二つに割ってインクに漬けられて、芯しんまで真っ黒になったのが」

「ありゃまあ、そういえば、あたしゃ今日は新聞を買うのを忘れていたよ」

　ラドル夫人がぽんと手を叩いて、あわてて外へ出て行った。

「そういうことならバートンさんちで、ネリーに貸してもらってこなきゃ」

「で、でも」

　遼太郎はようやく動揺から立ちなおって、

「それとこれと、クリスティーナにどういう関係があるんだよ」

「ヒンキンズは二、三年前に、うちの母とここの魔女とのことで、何かくだらないゴシップを記事にしたんだ」顔をしかめる。

「もちろんそんなもの母は一いつ顧こだにしなかったわけだが、昨日、そのヒンキンズを呼び出して何か脅おどしつけていたのが、ここの魔女だという話なんだ。あとでさかんに呪のろいの言葉を吐いていたらしい。魔女がじゃなく、ヒンキンズがだが。

　ま、そういうわけで、何か企たくらんでいるんだろう。吐け、使い魔」

「……何が吐け、なのかよくわからないけど」

　げんなりして遼りよう太た郎ろうは呟つぶやいた。

「なんだか、いやな予感がする」

「ここにいるな、クリスティーナ・モンフォーコン！」

　まさにその瞬間、その『いやな予感』がドアをどんどん叩たたいて大音声をあげた。

「もはや言いのがれはできんぞ！　観念してお縄につけい！」

「ほら来た」

　うんざりしつつも玄関ホールに向かい、床に描かれた、へたったチョークの線の魔ま方ほう陣じんらしきもの――おそらく転移の魔術を使いたかったらしい――を目にして、また掃除のやりなおしかとため息をつく。ドアを開ける。

「おはようございます、リース警部。また事件ですか？」

「おう、元気か、日本のぼうず。おはようさん」

　スコットランド・ヤードの敏びん腕わん警部、ウィリアム・リース氏は、下駄のような四角い顔ににっかりと白い歯を見せて微び笑しようした。しかしたちまち表情を厳しくして、

「お前さんの寝場所を奪ってしまうようですまんな。だが、我わが輩はいが責任を持って新しい勤め先を見つけてやるから、心配はせんでいいぞ。なに、君のように真面目で頭のいい少年なら、いくらでももっといい働き口は見つけてやれる」

「いえ、別に見つけてもらわなくていいです。っていうか、クリスティーナは犯人じゃありませんよ。フリート街の、新聞記者の殺された話でしょう？」

「なんだ、知っておるのか。耳が早いな」

　リース警部は驚いた顔をした。四角い顔と四角い肩が、ドアから今にもはみ出しそうだ。

「確かにその話だ。被害者の同僚は、口をそろえて殺される前の日、派手な金髪の、男のなりをした女が奴をたずねてきたと言っとる。このロンドンにそんな酔狂な女がほかにいるんなら、我輩はこの靴でもネクタイでも食ってみせてやるわい」

「それは健康によくないから、まあやめたがいいね、リース警部」

　新たな声が、階段の踊り場から降ってきた。

　白いシャツに、細身のズボンでぴしりと決めたクリスティーナが、レギーネを従えて踊り場の手すりに肘ひじをついていた。

「おお魔女め、見つけたぞ！　貴様のちんけなたくらみなど、この偉大なるバシレウス・サロモンにはお見通しだ！」跳とびだしてきたアレックスがわめく。

「この殺人犯め！」リース警部が口から泡を飛ばす。「もう逃げられないと知って、自分からワッパをかけられにきたか？」

「まさか。あんまりうるさいから、寝ていられなくなっただけだよ。ああ眠い」

　あふ、と小さくあくびをして、

「まったく君たちときたら次から次へと、うちをお笑い演芸場と勘違いしてるんじゃないのかね。あとは入り口にスパンコールをつけた切符もぎりと、桟さ敷じき席いっぱいのわめき散らす一般大衆がいれば完かん璧ぺきだ。君たちは窓のふちにでも座って、サンドイッチとレモネードでも売ればいい。そのフリート街の殺しというのはどういうことだね？」

　リース警部とアレックスが先を争って交互に説明する。いささかどころでなく混乱したその説明を、クリスティーナは目を細めて聞いていたが、そこで少し声を大きくして、ホールに出てきていた美み弥や子こと和かず音ねに呼びかけた。

「うちの頼りない従僕は別として、そこのかわいいお嬢さんたち！　私がきのうの夜、ずっとここにいたことは、君たちが証明してくれるよね？」

「え、あ、……はい」

　事態について行けずにとまどいつつも、和音が答える。

「昨晩は、ミス・モンフォーコンはずっとおうちにいらしたと思います、警部さん。わたしと、それから美弥子さんは、かなり遅くまでいっしょにお話しさせていただいてましたから。遼りよう兄さまのこととか、いろいろと」

「そうですわ、警部さん」と美弥子も昂こう然ぜんと胸をそらす。

「クリスお姉さまに殺人犯の言いがかりなんて、なんてひどい濡ぬれ衣ぎぬでしょう。そういう偏見こそ、男女同権の世の中に反する、男の身勝手というものです」

「そういうわけだよ、警部さん」

　偉そうにクリスティーナは言った。

「その男、死亡時刻はどれくらいだね？　まあ見つかったのが心臓だけじゃ、本人かどうかの確認もとれちゃいないだろうが」

「下宿の真下の部屋の住人が、午後十一時ごろに、上を歩く足音を聞いとる」

　唸うなるように警部は答えた。

「ヒンキンズの足音には特徴があって、それとは違ったそうだ。殺人現場事態はすぐ近くの路地裏らしい。少量だが、石畳に血けつ痕こんと何かを引きずったあとが残っとった。そこから部屋までは五分ほどの距離だが、死体そのものはなかった。

　心臓だけ部屋へ持っていったのはなぜかわからんが、午後八時ごろに仲間と飲んどるヒンキンズをパブの主人が見てることを考えると、だいたい九時から十時の間に殺されたと、警察では見ておる」

「だったら、その時間はずっとクリスティーナは家にいましたよ。僕たちが証明します」

　遼りよう太た郎ろうが言い、和かず音ねと美み弥や子こもそろってうなずいた。

「だって、そうですわ、十時ごろになって、ラドルさんが帰ろうとして、裏口に美弥子さんの荷物を見つけてみんなで運びこんだんですもの。わたし、よく覚えています」

「荷物？」

　リース警部が聞きかえし、そこで和音と美弥子の素性の説明になった。さすがに昨日英国に来たばかりの二人が偽証するとは思えなかったらしく、警部は唸うなりっぱなしだった。

「ああ、よかった。まだ売れ残ってるのがいくつかありましたよ」

　絵入り新聞を手に入れたラドル夫人が意気揚よう々ようと戻ってきた。

「あ、そうそう、お嬢さま。お渡しするのを忘れてたんですけど、そちらのお嬢さまの荷物の上に、昨晩、こんなのが並べてありました」

「ほう？」

　ラドル夫人がエプロンのポケットから出して渡したものがちゃらりと鳴る。

「これは……ファージング銅貨だな。一、二、三、四……五枚」

「あたしは雇い主のものをとったりしない、正直な使用人ですからね。確かにお渡ししましたよ」

　誇らしげにラドル夫人は言い、それから不思議そうに、

「でも、変ですねえ。荷物運搬人なら、チップをもらうのが普通でしょうに、自分からお金を置いていくなんて」

「――『おまえにゃ五ファージングの貸しがあるYou owe me five farthings』、か」

　小さく呟つぶやいて、クリスティーナは五枚の銅貨をきつく握りしめた。

「ありがとう、ラドルさん。よく知らせてくれた。もう下がっていいよ」



　　　３



　それから三日間、モンフォーコン邸は奇妙な沈ちん滞たいのうちに日々をすごした。

　女主人は朝食のみならず、昼食や夕食にもほとんど顔をだすことがなくなって、美弥子をおおいに不満がらせた。

　クリスティーナだけではなく、同居人の和音やシシィ、遼太郎にもそれとない禁足令が出された。たまにある用事はラドル夫人が出勤途中に、ちょっとした追加賃金をもらうことで処理できるように手配され、遼太郎が用足しに街を走ることもなくなった。

　それはそれで苦労が減ってよかったのだが、遼太郎自身としては、クリスティーナの正体を知っているだけに、肌寒いものを感じざるを得ない。

　昼過ぎになるとふらりと出かけ、そのまま深夜まで帰ってこない。見かけはいつも通りゆったりとして皮肉っぽかったが、その実、彼女が猫のように緊張しているのを遼太郎は肌で感じとっていた。深い水の底で、大魚がちらりと銀ぎん鱗りんをひらめかすのを見るようだった。何かが動いている、そう思わずにはいられなかった。

　リース警部は結局、なんの収穫も得られずにぶつぶつ言いながら帰っていった。あとで物もの陰かげに呼び出されて事情を訊かれたが、遼りよう太た郎ろうとしても、和かず音ねや美み弥や子この証言を裏打ちすることしか言えなかったし、それを自説にひきよせてねじ曲げるようなまねは、本質的に正直者のリース警部にはできないことだった。

「そうか。それでは、仕方ないなあ」

　警部は肩を落としてそう言った。

「実はなあ、少年、これはお前さんを信用して話すんだが、ヒンキンズは最近、ある職業的殺人者の情報をつかんでおったらしいんだ」

「職業的殺人者？」遼太郎はとまどった。

「それは……その、つまり、殺し屋ってやつのことですか？」

「まさにそれだ。しかも、そいつらにやられた奴は、死体の一部を残したまま煙のように消えちまう。あれに比べたら、例の切り裂きジャックジヤツク・ザ・リパーなんて子供の遊びだ、まったく見事なもんだよ」

　切り裂きジャックというのは、五、六年前に、ロンドンでも貧しい地域であるイーストエンドのホワイトチャペル界隈で、娼しよう婦ふばかりが連続して五人、ひどく残ざん虐ぎやくなやり口で殺害された有名な連続殺人の犯人の俗称である。

　遼太郎も噂うわさは（おもにラドル夫人から）見聞きしている。なんでも五人の娼婦を、まるで生体解剖するように内臓を引きずり出したり、バラバラにしたりしていたとか。

　ラドル夫人が喜々として教えてくれたところによると、とくにひどかったのは最後のメアリ・ケリーという被害者で、自室のベッドの上で完全に解体され、自分の血の海に漂っているところを発見されたらしい。

　犯人は医学的な知識を持つ完全な玄人くろうとで、少なくとも非常に頭がいいことは確かだと考えられている。もちろん、スコットランド・ヤードは必死の捜査をつづけているが、いまだに犯人の尻尾しつぽさえつかめていない。ジャック・ザ・リパーという犯人のあだ名も、犯人が大胆にも警察へ送りつけてきた殺人告知状の署名で自ら名乗ったものなのだ。

　警部もかなり疲れているようだった。つるりと額を撫なで上げて、ため息をつく。

「――今回のそいつは切りとった舌だの、耳だの、指だのを、その殺された奴の家や部屋に置いて、姿を消す。手がかりひとつない。どんなに聞き込みをしようとしても、誰も、何も知らんというんだ、そいつらについては。

　いや、おそらく知ってはいるんだろうが、恐ろしすぎて口には出せんということらしい」

「今回の人もそいつに殺されたと、警部さんは思ってるんですか？」

「あー、ま、そうだ」

「じゃあなんでクリスティーナをいきなり逮捕するなんて言うんですか」

「ありゃなんだ、君、ほれその、いつもの習慣という奴だよ。癖だ、癖」

　癖でいきなり逮捕するのは何か違うんじゃないか、と遼りよう太た郎ろうは思った。

　バ（略）もとい、アレックス坊ちゃんのほうは、あれから不気味なほどにおとなしくしている。朝起きると、階段の前に読めない字で書いた呪じゆ符ふが置いてあったり、新聞をとろうと足を踏み出すと、靴底に泥で作ったへたくそな人形がへばりついていたりするのを、おとなしくしていると呼べればだが。

　まあとにかく、本人の突撃は今のところない。遼太郎にも、邸やしきの椅い子すやテーブルその他にとっても、まずは幸せといったところだ。

　心配したのは足止めをくらった和かず音ねと美み弥や子こ、それにシシィだが、和音とシシィに関しては、もともとあまり人混みが好きでないこともあって、邸のささやかな裏庭で、芽を出したチューリップや早咲きのすみれの世話をすることで満足している。二人ともすっかり仲良くなって、まわりにちゅんちゅんいうリトルを跳ね回らせながら、肩をならべて座りこんでいるところはほんとうの姉妹のようでまことにかわいらしい。

「兄さま、今日また、新しいつぼみが開きましたのよ」

　遼太郎が姿を見せると、駆かけよってきて嬉うれしそうに報告する。

「ラドルさんにクロッカスの球根をいただきましたから、シシィちゃんと一緒に植えますわ。きれいな桃色の花が咲くそうです。黄色と、白もありますの」

「いーっぱいうえてねー、ここ、おはなばたけにするのー」

　芝生に足を投げ出したシシィが、顔いっぱいに笑ってうんと手を広げる。

「それでおはなばたけができたら、ここでおべんとうたべるのー。かずねちゃんが、おべんとうつくってくれるって。『おはなみ』、って、いうんだよね？　かずねちゃん、また、あのオムレツつくってくれるかなー？」

「そうかい、それは楽しみだね」

　遼太郎は和音に笑顔を向けた。

「でも、無理をしないようにね、和音。美弥子さんがまた、何かいっているんじゃないかい。辛ければ僕に言えばいいんだよ。何も黙っていることはないんだから」

「大丈夫です、兄さま」

　うっすらと頬ほおを染めて、和音は目をそらした。

「和音はこうして、兄さまのおそばにいられれば、それでしあわせですから」

　球根を植える場所をどこにするか、楽しげに話しあっている声をあとに、裏口を閉めて玄関ホールに戻る。階段を下りてくる荒い足音を聞いたとたん、胸の中にあった明るい気分は、たちまち消え失うせてしまった。

「あら、遼太郎さん」

　とげとげしい声が降ってきた。

「ちょうどいいところへいらしたわ。わたくし、ちょっと出かけてまいります。美容石けんを、あいにく切らしてしまいましたの。それに手巾はんけちも、そろそろ新しいものをそろえませんと。和かず音ねさんに、出かける用意をするようお伝え願えません？」

「……あのね、美み弥や子こさん」

　そろそろ言ってやってもいいころだった。遼りよう太た郎ろうは両手を腰にあてて、背をそらして美弥子をぐいと睨にらみつけた。

「そろそろ、和音は君の小間使いじゃないってこと、わかってあげてくれないかな。彼女が密航したのは悪いと思うけど、彼女はその分、たっぷり君のために働いたと思うし。

　お金の問題なら、兄の僕から少しずつでも君に返すよ。だから、好きに彼女をこき使うのはもうやめにしてやってくれないか。和音はいま、シシィの相手をしてくれてるところだ。せっかく楽しくしているのに、邪魔してやりたくないんだよ」

「あらそう」つんと美弥子は顎あごをあげた。

「じゃああなたでよろしいですわ、遼太郎さん。出かける支度をして、馬車を呼んでくださらない？　ピカディリーというところに、いい小物のお店があるそうですの」

「せっかくだけど、それも駄目。クリスティーナが外出するなと言ってるだろう？　彼女の言うことは守ったほうがいい。それに、僕には仕事があるし」

「仕事」

　ひとこといって、馬鹿にしたように美弥子は唇くちびるをねじ曲げた。

「あなたにも、できるような仕事ですわね、遼太郎さん」

　遼太郎は思わず唇を噛かみ、それを相手に悟られたことに気づいて悔やんだ。

　この邸やしきに来てからというもの、美弥子はお姉さまお姉さまとクリスティーナを追いかけ回すかたわら、自分の身の回りの世話をすべて和音に押しつけている。

　クリスティーナがレギーネに世話をされているのだから、自分もされて悪いわけはない、というのが美弥子の言い分だったが、和音はべつにメイドではない。彼女は自分の妹だと、遼太郎がいくら言っても耳にも入れない。荷物の山が届けられたときも、荷物開きは和音と遼太郎の二人にまかせて、さっさと寝てしまったのだ。

　開けても開けてもきりなくある荷物の底から、きっちり封をされた米の袋と、味噌や梅干しの入った入れ物を見つけたのは思いがけなかったが。美弥子は国にいたときから外国びいきで、洋行するというのなら喜んで洋食で暮らすものと思っていたのだ。

『きっとあそこのばあやさんか誰かが入れたんだろう』と遼太郎は言った。

『どうせ食べやしないのにね。ここへは置けないし、僕が厨ちゆう房ぼうへ持っていくよ』

　その結果があの心あたたまる日本風の朝食になったわけだが、それ以来、美弥子は遼太郎とはほとんど口をきいていなかった。

　口を開けば、「跡あと部べ家の長男が他人の家の従僕をしているなんてみっともない」、「少しは家のことも考えて、クリスお姉さまに魔術の初歩でも教えていただいたらどうなのか」、「クリスお姉さまのほうがずっと頼りになるしお美しい」、「こんな方が自分の婚約者だなんて恥ずかしくてたまらない」。

　日本でもたびたび言われつけていたことではあったので、今さら腹を立てるのもと遼太郎は我慢に我慢をかさねていたが、それももう限界に達しつつあった。

「……あのね、僕が婚約者で不満なのは悪いと思うけど、それは僕たちが決めたんじゃなくてお互いの家が決めたんだから、日本じゃともかく、ここでは口にしないことにしてくれないか？」

　とうとう遼りよう太た郎ろうは口を開いた。

「不満なら、手紙でも書いて君の家か、僕のお祖母さまに言ってくれ。僕だって、けっして好きで今みたいな境遇でいるわけじゃない。跡部の長男につりあうような力があればどんなにいいかと思わない日はないよ、でも、ここでは、とにかくそういうことは関係ないんだ。これでも僕は毎日いっしょうけんめい働いてるし、それなりに楽しい日だってある。それを、馬鹿にされるのは気にくわない」

「あら、ずいぶんお口がたつようになったことね」

　美み弥や子この声は氷のようだった。

「日本でのあなたとはずいぶんお変わりになったこと。家では、たまにお会いするあなたは、なんでもわたくしのいいなりになって下すったわ」

「それは、ほかにやり方がわからなかったからだよ。あの時の僕は、どうすれば君によろこんでもらえるのか、婚約者らしいことができるのか、見当もつかなかった」

　日本で、年に一度か二度会うときの美弥子は、遼太郎を今の和かず音ねに対するのと同じく、ほぼ下僕のように扱っていた。自分は座から一歩も動かないまま、茶を、花を、人形を、菓子を買ってこいとつぎつぎ要求し続け、それが果たされるまではけっして許さなかった。それがどんなに遠くて、手に入りにくい店のものであっても。

　遼太郎は黙って従うしかなかった。その当時の遼太郎は力も、両親のうしろだてもなく、養父の叔父叔母にも見捨てられたと同然で、自分というものにまるで価値を認めることができなかったからだ。

　しかし、ここでは違う。正確に言えば、今の遼太郎は違う。

　それなりに家の仕事もこなせるようになったし、シシィを（クリスティーナの力添えはあったとはいえ）助けたし、自分を頼ってやって来た妹も守ってやらねばならない。美弥子の子供っぽいわがままに、つきあっている暇ひまは正直いってないのだ。

「君だって、いいかげん少しは自覚してくれ。君は日本じゃなくて、イギリスの、しかも他人の家に下宿させてもらってるんだぞ。わがままはいいかげんにして、少しはおとなしくしてくれないか。僕の妹を小間使いあつかいするのは言うに及ばず」

「――もういいですわ。では、わたくし、一人でいってまいりますから」

　美み弥や子こは足音も荒く、憤ふん然ぜんと階段を下りはじめた。

「ちょっと！」遼りよう太た郎ろうは階段に駆けよった。

「僕の言ったことが聞こえなかったのかい？　クリスティーナが、一人で出かけないようにと言っているんだぞ」

「ですけど、和かず音ねさんも遼太郎さんも来られない、とあれば、仕方がないでしょう？　それとも、遼太郎さんついてきてくださるの？　和音さんに言ってくださるとか？」

「どっちも駄目」

　断固として遼太郎は言った。

「君さえわがままを言わなければ、丸く収まる話じゃないか。少しは考えておくれよ」

　美弥子の顔がさっと青くなった。

　殴られるか、と遼太郎は一瞬身がまえた。口答えしたせいで頬ほおを張りとばされたのは、一度や二度ではきかない。

　しかし、美弥子は手をあげなかった。

　うつむいて唇くちびるを噛かみしめ、小さく肩をふるわせている。長いまつげの下に光るものがちらりと見えて、遼太郎はぎょっとした。















「み、美み弥や子こさん？」

「……そんなにあの娘こが大事なら、あの娘と結婚なさればよろしいんですわ！」

　いきなりの大声に、遼りよう太た郎ろうは思わずのけぞった。美弥子は階段の途中で両こぶしを握りしめ、声も、身体からだじゅうもぶるぶる震わせていた。

「な、なんですの、ことあるごとに、遼りよう兄さま遼兄さまって、まるで、あなたなんか、遼太郎さんのこと何も知らないでしょうって顔して。――わ、わたくしだって、ご飯くらい炊たけます！　ちゃんと、お稽けい古こして――今度は、失敗しないようにって――」

　語尾は口の中で消えうせ、顔をそむけると、美弥子は淑女らしからぬ足取りでドアに駆かけよって、表に飛びだした。

「ちょっと、美弥子さん!?　美弥子さん！」

「ついてこないで！」

　通りのむこうから涙声の叫び声が返ってきた。

「ばか！　鈍感！　もう知りません！　これだから男なんて大嫌い！」

「美弥子さん、ちょっと待って――え？」

　目の前を一台の馬車ががらがらと通りすぎた。

「……美弥子、さん？」

　遼太郎はぽかんとして立ち止まった。

　美弥子の姿がない。

　一瞬まえまで通りの反対側を、目をこすりながら歩く姿があったのに、馬車が通りすぎる一瞬に、消えてしまった。

　目の届くかぎりまっすぐな石畳の通り、どこかに曲がれるような小路もなく、その間に止まった辻馬車もない。なのに消えた。

　まるで魔法のように。

「美弥子さん！」

　別の馬車が御者と乗客の妙な顔を見せながら、がらがらと前を通りすぎていった。





「やられたな」

　それがクリスティーナの返事だった。外出から彼女が戻るのを待ちかねた遼太郎が飛びつくようにまくしたてた事情を、組んだ手に顎あごを載せて聞いたあと、ぽつりと。

「やられたって、どういうことです？　美弥子さんはいったいどこへ行ったんです？」

「おそらくは、影のロンドンだ。借金取りが催促にやってきたというところだよ。やれやれ、行くしかないか」

　お気に入りのカウチから腰を上げ、レギーネが捧げるインヴァネスを羽は織おる。

　愛用の赤い石のついた仕込みステッキを手にして、ふとレギーネを振り返り、

「そうだ、レギーネ、今回はおまえはお留守番をしておいで」

　レギーネは鴇とき色いろの瞳でじっと女主人を見返した。

「わたしは、お嬢さまのいらっしゃるところでしたらどこへでもお供します」

「ああ、そのことはわかってるとも。だが今回は、おまえはついてこないほうがいい場所なんだ。バイロン卿きようといっしょに、おとなしくお家においで。守ってあげなければならない娘さんたちも二人いるわけだし。頼むよ、ロード・バイロン」

　レギーネの肩の蝙蝠こうもり猿は、まかせておけと言いたげに羽を広げてキーッと鳴いた。

「僕は行きますよ。美み弥や子こさんは僕の婚約者だ、放っておくわけにはいかない」

「ま、男としては当然だね。――やあ、和かず音ねさん、シシィ、われわれはちょっと出かけてくるよ。なに、ちょっとした夜の散歩だ、明日の朝には帰るとも」

「兄さまも行かれるんですの？」

　寝じたくをして降りてきていた和音は、不安そうに寝間着の襟えりをかき寄せていた。

「ねえ、兄さま、なんだか美弥子さんがまだお帰りになっていないようですけど、なにかありましたの？」

「ああ、彼女はね、前に洋行したときの友人の家を訪問しているそうだよ。われわれが帰りに拾って帰る予定でね」

　クリスティーナが明るい口調で説明する。

「そうそう、シシィ、よければちょっとリトルを貸してくれないかな？　これから行く先の主人がめずらしい小鳥に目がなくてね、ぜひ見てみたいと言うものだから」

「リトルを？」

　和音と手をつないだシシィが目を大きくした。

「それはいいけど、リトルがいないと、シシィ、さびしいな」

「それならシシィちゃん、わたしといっしょに寝ましょうか」

　和音がシシィの肩を抱いて提案する。

「日本のお話をいろいろしてあげる。上うえ野のの公園の鳩とか、富士山とか、花火大会とか」

「ほんと？　それじゃ、そうする！」

　シシィは目をかがやかせた。

「じゃあ、リトルのこと、かしてあげるね。でも、こんやだけだよ。あしたのあさには、ちゃんと、つれてかえってきてね」

「わかっているとも」

　厳げん粛しゆくな顔で誓って、クリスティーナは指を伸ばした。リトルがぱたぱたと飛び移り、素知らぬ顔で羽づくろいを始める。

「それじゃ、お寝やすみ。いい夢をご覧、子供たち。留守を頼むよ、レギーネ、バイロン卿」





「それで？　どうするんですか？」

　ドアを閉めて、一歩夜のロンドンの通りに出る。

「ずいぶん自信ありげですけど。美み弥や子こさんを連れていった相手は、見当がついてるってことですか？」

「借金取りだと言っただろう？　そういうことさ。取り立てには厳しい連中でね」

　もう夜の十時を過ぎていた。人通りもさすがにまばらになり、繁華街であるチープサイドへの通りや高架橋のあたりはまだ人影も多いものの、うっすらと夜霧が漂いはじめた石畳には、目深に帽子を引き下げて家路を急ぐ紳士や、派手な格好をしてレザー・レーンあたりから出勤してくる、いかがわしい女が行き来するばかりだ。

　ガス灯がぼんやりと淡い光をにじませている。

「さあ、これだ」

　クリスティーナが取りだしたのは、五枚の汚いファージング銅貨だった。黒くなってひどくすり減り、模様も消えかけて、なんら特別なものとは思えない。

「それ、ラドルさんが持ってきたやつですよね。美弥子さんの荷物の上に並べてあった」

「そうだよ。つまりこいつが道案内というわけだ。そらっ」

　かけ声をかけて、クリスティーナはその一枚を路上に投げた。

「なんです、占いでもするつも――えっ」

　遼りよう太た郎ろうは言葉をとぎらせた。

　投げられたファージング銅貨は、ちりんと音をたてて石畳にはねかえると、まるで何かに操られるかのようにまっすぐ立ち上がった。地面のでこぼこをものともせず、車輪のように、どこかへ向かって勢いよく転がりはじめる。

「来い、従僕君」

　クリスティーナの声にはわずかな緊張があった。

「こいつについていけば、〈女主人クイーン・マザー〉のもとへ連れていってくれる。光と昼のロンドンではない、影の、夜の、闇やみのロンドンの支配者のところへ」










第三幕　いつになったら返すかね？

　　　　オールド・ベイリーの鐘はいう
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　銅貨は転がりつづけた。ひび割れにぶつかって飛びはね、ちりんと音をたて、ガス灯を映す水たまりに銀色の水しぶきを切り裂いて、ただひたすらに。

　上手な自転車乗りのように、曲がり角では優雅なカーブを描いて曲がり、ほとんど速度を落とすこともなく、夜の街路をちりちりと小さく歌いながら走っていった。

「なんなんです、あの銅貨？　魔法でもかかってるんですか？」

「まさにね」

　ステッキを手に大またに歩きながら、クリスティーナはそっけなく言った。

「注意しておいてもらいたいが、あれは魔法のしわざであって、魔術のしわざじゃないんだ。つまり、私の管かん轄かつじゃないということさ。こちらとしてはどうすることもできない。召しよう喚かん状じように名前が書かれてる以上、喚よばれるままに出頭するだけだ」

「魔法と魔術って、同じじゃないんですか？」

「そいつは魔女と魔術師が同じじゃないのかというのと同じくらいな愚問だな。まあ見ておいで」

　それきり口を閉ざした。遼りよう太た郎ろうとしてはあとをついていくほかなかった。

　ちりちりと銅貨は走りつづけ、右に曲がり、左に曲がり、細い路地を突きぬけて転がりつづける。見知らぬ辻を大きく回り込んで、遼太郎にはどこなのか見当もつかない十字路にさしかかって、とつぜん、まん中でぱたりと倒れた。

　クリスティーナは立ち止まって左右を見回すと、銅貨が倒れた方向にむかって、二枚目の硬貨を投げた。

　力つきた先のに代わって、二枚目もまた立ち上がり、元気に歌いながら暗い街路を快走しはじめた。

　二組の靴がかつかつと石畳を叩たたく音以外、硬貨の歌を妨げるものはない。ガス灯が虹色の暈かさをひろげ、つま先にいくつもの影を投げては踊らせる。

「振り向くな」

　ふと肩のところを何かがかすめたような気がして、遼太郎は首を回しかけた。とたんに、激しい口調で一喝された。

「振り向くと息を吸われるぞ。忘れるな、ここは影のロンドンだ。魂たましいを奪われた人形になりたくなければ、頭を動かさず、前だけを見てついてこい」

　遼りよう太た郎ろうはぞっとしてその言葉にしたがった。

　形のない影は次から次へと、遼太郎のかたわらをかすめて消え去った。時にはじっとこちらの顔をのぞき込んでいく気配の者もいたが、視線はあわさずにやり過ごした。

　一度だけ、氷のような吐と息いきを襟えり首くびに感じた気がしたが、しいて無視した。少しでも気にとめれば、たちまち、クリスティーナが警告したよりさらにひどい事態におちいることが、本能的にわかったのだった。

「――そういえば、君、美み弥や子こさんと喧けん嘩かをしていたようだったが」

　周囲から連れの意識をそらそうとしたのか、そんな言葉がクリスティーナの口からいきなり出た。

　効果は抜群。遼太郎はぎくっとした。

「な、なんですか、急に」

「いや別に」

　知らん顔でクリスティーナは続けた。

「君たちは婚約者だろう。それなのに、ずいぶん冷たい間柄のようだなあと不思議に思っていたものでね。彼女が私をお姉さまと慕ってくれるのはありがたいんだが、どうも、私にはその気持ちに応こたえる用意はないし」眉まゆをひそめる。

「それに、どうも本気で言っているとは思えない。故く郷にでは仲良くしていたのかね？　親同士が決めた婚約者だというのは彼女から聞かされているが」

「……聞いたとおりの意味ですよ。それ以上でも、それ以下でもないです」

　小さいころから国を出るころにかけて、美弥子に言われたことやされたことが脳裏に蘇よみがえってきて、遼太郎はがっくりした。

　ことあるごとにいかに遼太郎が跡あと部べのものとして無能か、婚約者としていかに自分が恥ずかしく思っているかを、絶対に忘れさせようとしなかった。婚約者らしい会話をしたことなど、思い出せるかぎりただの一度もない。

　二人きりで話す機会すら、そうなかったのではなかろうか。たいてい美弥子と会うときは、親族の集まる席か、そうでなくとも赤あか羽ばねと青しよう野のの叔父叔母が顔をそろえて同席する場合がほとんどだった。考えてみれば美弥子と二人できちんと話したのは、このイギリスへ来てからがほぼ初めてではないか。

「でも、彼女は跡部の分家の中でも、いちばん格の高い家の一人娘ですから。もともと跡部の力をもつ者は男性には多くて、女性には少ないんですが、彼女にはそれほど強くはなくても、予見や、遠見の力があるんです。

　赤羽の叔父はそんな彼女と僕を結婚させて、一族でもっとも強い力を持つ娘を作らせるつもりだったんだと思います。男性より数が少ない分、力を持った跡あと部べの女は、男が比べものにならないほど強い力を持つそうですから。僕のお祖母さまみたいに」

「なるほどね。ところが種馬候補に選んだ君は、跡部の者としてはほぼ無能力。彼女のご両親としては、当てはずれもいいところだったわけだ」

　実に言いにくいことを、ずばっとクリスティーナは言った。

「しかし、それではおかしくないかね？　婚約者の君が当てはずれだというのなら、赤あか羽ばねの家だって、もっといい相手を求めて婚約解消に踏み切るのが常道だと思うがね。あの義理の妹さんだって、あやうくそうなるところだったんだろう？」

「そ、それは、そうですけど。……でも、僕はまだいちおう跡部の跡継ぎに指名されてますから。お祖母さまが気を変えるか――」

「あるいは、亡くなられないかぎり？」

　ずばっ、ずばっ。

「オタカさんだって、いつまでも生きているわけじゃないとみんな思っているだろうよ。

　無能力な跡継ぎが海外に追いはらわれたのをさいわいに、新しい縁組みをと、青しよう野の家が考えたなら赤羽家だって考えないとはいえないだろう。美み弥や子こさんが来ると言っていた、親からそちらへ娘が行くという手紙や電報は来ているのかね？」

「……いえ」

　考えてみて、遼太郎は首を振った。

「来てないです。音おと沙さ汰たもない」

「やっぱりね」

　クリスティーナは一人、うなずいた。

「これはやはり、家出娘が二人、という風に考えたほうがよさそうだな。和かず音ねさんが言ったことが、おそらくそのまま美弥子さんにもあてはまるんだろう。もっとも彼女は口が立ちそうだから、旅費は親からしぼり取ることに成功したらしいが。

　おそらく親が新しい縁談を探し始めたのを察知して、先手を打った、というところだろう。彼女は君を追ってきたんだよ、遼太郎君。妹の、和音さんと同じようにね」



「……で、で、でも」

　しばらく頭が真っ白になっていた。遼太郎はつっかえつっかえ、やっと言った。

「でも、そんなはずないです。彼女は僕を嫌ってるし、その、顔さえ合わせば罵ば倒とうするし、こんな相手と結婚するなんて恥ずかしい、わたくしの体面というものも考えてくださらないと、とか、いつも言いたい放題で」

「だから、そこが乙女心の機き微びだってことになぜ気づかないかねえ」

　あきれたようにクリスティーナは言った。

「彼女は君に、もっとしっかりしてほしかったんだと思うよ。たぶん、両親がたびたび君を馬鹿にするので、腹に据すえかねていたんだろう。

　あの親を見返すくらいの男になってほしい、恋する娘の女心だよ、泣かせるじゃないか。わざわざカバンに、日本の食べ物までつめこんできて」

「……でもあれは、きっと家の人が」

「舶来好きで洋食好きとわかっている娘の荷物に、わざわざ米までつっこむ家人がいるとは思えないね。荷物ひとつでもただじゃないのに。まったく」

　同情するようにクリスティーナは大きく息をついて見せた。

「せっかく材料を詰つめこんで、練習までしてきて、それを横からほかの女の子に料理されちゃったんじゃ、それは落ちこむと思うよ。本人に悪気はなかったとはいえね。しかもそれが、自分よりずっと上手で、おいしかったと来ちゃ」

「和かず音ねが……」

　荷物の中から見つけた米や味噌その他を、『きっと、美み弥や子こさんは食べないだろうから』と厨ちゆう房ぼうへ持ちだしたのは自分だ。和音はそれを見て、『じゃあ、せっかくですからわたしがなにか作りますね』と言ったのだ。

「――美弥子さん、あの朝食の時、なんだか気分が悪そうでした」

「さもあらん。彼女としては、落らく胆たんと悔しさで顔も上げられなかっただろう。しかも間抜けな婚約者殿は、妹の朝食を食べてのんきに『うまい！』なんて言ってるし」

　遼りよう太た郎ろうこそ、顔も上げられなかった。あのあと、美弥子が和音にますますきつく当たりはじめたのも、わかるような気がした。

『そんなにあの娘こが大事なら、あの娘と結婚なさればよろしいんですわ！』

『わ、わたくしだって、ご飯くらい炊たけます！　ちゃんと、お稽けい古こして――今度は、失敗しないようにって――』

　飛びだしていく前、涙まじりに叫んだあの言葉が美弥子の本心だったのだろう。和音は関係ないだろう、とあの時はただただ腹が立っただけだったが、思いかえすと、急に胸が痛くなってきた。

　さんざんいじめられたし、苛いら々いらもさせられてきたと思っていたが、思いかえしてみると、これまでの美弥子の自分への罵ば倒とうは、いつも、叱しつ咤たともとれるような時と内容とで投げつけられていたように思える。

『まだ修行が進まないのですって、遼太郎さん』

『そんなことを言って、すぐにあきらめるような男なのですね、遼太郎さんは。わたくし、がっかりいたしました。あなたのような人は、跡あと部べの恥ですわ』

『せいぜいしっかりなすっていただきたいものですわね、遼太郎さん。あなたには、わたくしにつりあうような男になっていただかないと、わたくし恥ずかしいのです』

「少しは堪こたえたかね？」

　にやりとしてクリスティーナは立ち止まった。

「やれやれ、似合わないことをしてしまったかな。しかし、他人の恋のさや当ての種で『お姉さま』呼ばわりされるのはどうも好かなくてね。さて、あと一歩だ」

　そう言われて、遼りよう太た郎ろうはぎくっとして足を止め、目覚めたようにあたりを見回した。

　そして、まったく見覚えのない、ごたごたした街路が周囲に広がっていることに目を見開いた。鼻をひくつかせると、ロンドンに住んでいると多かれ少なかれ馴な染じみにならずにはいられない、あの母なるテムズの悪臭がほんのりと鼻び孔こうを刺激する。

「なつかしいかい？　君が初日から面倒にまきこまれたトーリー街は、すぐこの反対側の路地だよ」

「だって、まだ三十分ほどしか歩いてませんよ？」

　今では遼太郎も、いささかなりともロンドンの地理をのみこむに至っていた。

「ハイ・ホルボーンのあそこから、ロンドン橋ブリツジのこんな近くまで――馬車でだって一時間はかかる、それに、そうだ、途中で誰にも会わなかった……！」

「人っ子ひとりね」

　あの、人ならぬ影たちのほかには、誰にも。

　うなずいて、クリスティーナはますます悪夢の迷宮めいた入り組み方を増していく路地に足を踏みいれた。

　崩くずれかけた煉れん瓦が壁を昇り、階段を下り、靴音だけが高く響きわたる静寂の中を、コインを追って進む。貧民街の人々が少しでも生活の足しにしようと、夜中も干し続けている灰色のリネンがひらひらと風に幽ゆう霊れいめいて踊っている。

　頭上には、ロンドン郊外を走る鉄道の高架。きしむ構造物の上を、燃える目を持つ鉄の怪物が吠え猛たけりつつ通過していく。霧は次第に濃くなり、対岸に見えるロンドン耐火記念塔の細長い影を、悲しみにくれて立ちつくすやせ細った巨人のように見せていた。

「忘れないでほしいね、遼太郎君。いま君は、影のロンドンに足を踏みいれているんだ」

　クリスティーナの声が奇妙に遠くから聞こえた。

「ここはロンドンであってロンドンじゃない。住人たちの招きがなければ、けっして入ってはいけない世界なんだ。ここでは、昼の住人はたんなる亡霊にすぎない。昼の住人たちにとって、この影の臣民たちが亡霊であるのと同じように」

　道案内役のコインはテムズ河岸への階段を跳びはねながら一段ずつ上がり、そこで停止し、力つきたように、ちりちりと下り階段にぶつかりながら落下した。

　クリスティーナは落ちたコインに歩み寄り、懐ふところにしまった。これで四枚。

「あと一枚残ってますね」

「それは船賃さ。黄よ泉みの国の船頭カローンに支払うためのね」

　二人が立っているのは、ロンドン橋を仰あおぎ見る位置の、テムズに突き出た古い船着き場だった。すり減った縁石に、腐りかけた魚や野菜屑くずが散乱している。

　岸辺に打ち寄せる波の臭においときたらものすごく、遼りよう太た郎ろうは思わず不作法な音をたてて鼻と口をおおった。

「しっかりしたまえ。これを嗅かいで」

　クリスティーナが小さな瓶びんの栓せんを抜いて渡した。遼太郎はひと嗅ぎし、テムズの川風をも凌りよう駕がするすさまじい臭いに、ひっくりかえらんばかりに咳きこんだ。

「な、なんです、これ!?」

「濃縮したスミレの香りのエキスだよ。これを適当な濃度に薄めれば、あのえも言えぬ上品な香の香水になる。美女、必ずしも幼きは美女ならずというのの見本だね。それより、鼻のほうはどうだい？」

　そう言われて、一瞬まえまで鼻が曲がりそうだったあの悪臭を、まったく感じないことに気づいた。クリスティーナは満足げにうなずいた。

「鼻の細胞が麻ま痺ひして、しばらくストライキを起こしてるってことさ。明日には治る、心配しなくていい。この先臭いはひどくなることはあっても、ましにはならないから」

「……臭いを感じなくするとか、寄せつけなくする魔術とかないんですか」

「あるけど、それは自分用にとってある。当然だろう？」

　訊きくんじゃなかった。

　クリスティーナは、ファージング銅貨の最後の一枚を高々と空にかかげた。

　指が離れた。

　古いコインはちーんと高い音をたてて石の上ではずみ、転がって、テムズの流れに溶けるように見えなくなった。

　暗くら闇やみに、ぽっと黄色いランタンの光が浮かんだ。

　櫂かいのきしみが川面を漂ってきた。

　クリスティーナの肩のリトルが鋭く鳴いた。対岸に見えた鉄の大きな扉が、ゆっくりと内側へ持ちあげられていくところだった。

「来た」

　押し殺した声でクリスティーナが言った。

　ランタンは揺れ、鉄てつ扉ぴの暗黒の中から、いまにも沈みそうな、汚れきった小舟が音もなく滑り出してきた。

　艫ろにはひとりのひょろ長い男が立って、舵かじを動かしている。苦労しているともみえないのに、船は流れを横切り、遼太郎とクリスティーナのいる船着き場に横付けになった。

「やあ、ありがとう。乗りたまえ、遼太郎君」

　クリスティーナは言った。

「大丈夫、沈みはしない。というより、ここまで来ては、帰ることなど不可能だよ。君でも、私でさえもね。まったく、とんだ冥府の河ステユクスだ」

　覚悟を決めるしかないようだった。遼りよう太た郎ろうはおそるおそる足を上げ、それから怖れる自分に憤ふん慨がいしていきおいよく船に飛び乗った。

　船底は得え体たいのしれない液体でべたべたし、胸の悪くなるような汚れがこびりついている。船頭はぼろぼろのフードで顔をかくし、頭をあげもしない。クリスティーナは優雅に乗りこんでくると、胸から白いハンカチを出して敷き、すとんと腰を降ろした。

「さて、やってくれ、カローン君。女王陛下はお待ちかねなんだろう？」



　　　２



　船はかすかに軋きしみながら船着き場を離れ、再びテムズを横切って、深々たる暗黒の中にすべり込んだ。

　背後で鉄の門が断頭台のようないきおいで閉まった。思わず振り返った遼太郎に、クリスティーナが含み笑いをもらした。遼太郎はむっとして雇い主を睨にらみつけ、べとべとの船底を見おろして、覚悟を決めてその上にしゃがみ込んだ。

　しだいに目が慣れるにつれて、あたりのようすも見えてきた。ランタンの頼りない光に、水垢あかで赤茶や緑に染まった古い石組みや煉れん瓦がの天井がぼんやりと浮かびあがる。

　黒い水がてらてらと脂あぶらぎった光を反射する。水路のはばは、大人ふたりが両手を広げたくらいか。それでもまだ、広いほうなのだとクリスティーナは保証した。

「ここは最近になって整備されたほうの水路でね。奥にいけばできてから五十年も百年もほったらかしの水路もあって、中には、ローマ時代からそれっきりというのもある。慣れた人間でも、一度踏み迷ったら出てこられない迷宮だ。こんなものが足もとにあるなんて、いまのいままで考えたこともなかったろう？」

　その通りだった。周囲の汚さも忘れて、遼太郎は夢中になってあたりを見回していた。

　進むほどに、しだいに周囲に人の姿が増えてきた。地上でだれにも会わなかったことが奇妙に思えるほどに、汚れはてた人間の形をしたものがどこからか二人、三人と現れてきて、通りすぎていくぱりっとしたシャツとズボンにインヴァネス、金の片眼鏡モノクルをした男装の美女という、なみはずれた怪物をぽかんと見送った。

　遼太郎はといえば、服装のめざましさにかけてはクリスティーナの影に隠れっぱなしだったのであまり注目は受けなかったが、その分あたりをよく観察することができた。

　さまざまなものがいた――汚れきったシーツを頭からかぶり、地面にまでひきずっているもの、破れたシャツに、ひどくちぐはぐなシルクの襟えり飾りを見せびらかしているもの、てかてかしたサテンの帽子に鈴をつけて化粧した街頭道化師、双子の子供を小わきにかかえた、自分自身まだ子供のようなぼろをまとった小娘。

　彼らの目つきは、縄張りに入ってきたよそ者を見つめる、野生動物の目だった。それも肉食の。

　こいつら、いったい何者だ？　何しにやって来たんだろう？　悪いことをする気かな？

　こいつら、強いかな？

　もし自分とクリスティーナがこの船に乗っていなかったら、彼らはたちまち飛びかかってきて身ぐるみ剥はいでいくだろう、と肌身でわかって、遼りよう太た郎ろうは生なま唾つばを飲んだ。

　この船に乗っているということはとりあえず、この地の支配者から猶ゆう予よを与えられていることであって、確実な安全を保証されているわけではないのだ。

　地上で見せる彼らの、哀れっぽいものごしや怯おびえた目つきは必ずしも本物ではないのだ。

　それは一種の仕事用の仮面にすぎない、むろん、少しは真実も入っているだろうが、少なくともここにいる連中はそうではない。背筋が総毛立つのを覚えた。

　がつん、と船の艫ろが石に当たり、遼太郎はわれに返った。

「やあ、ジャッキー・ブラック」

　落ちついた声でクリスティーナは言った。

「お出迎えどうも。会えて嬉うれしいよ。で、〈女主人クイーン・マザー〉はどちらに？」

「こちらこそ、レディ」

　帽子を持ちあげて微笑ほほえんだのは、この場にはそぐわないほどの、黒ずくめの服装に身をつつんだ伊だ達て男だった。

　格好のいい髭ひげをたくわえ、膝ひざまでの短ズボンにぴかぴかの長靴を履き、黒い毛織りのジャケットにそろいのヴェストを着て、肩からななめに飾り帯をかけている。帯には金でＪ・Ｂの頭文字と、走るネズミのからみあう紋章がていねいに刺し繍しゆうされていた。

　腰には凝こった細工の、ぴかぴかに磨いた小さなカゴをぶら下げていた。かがり火の反射がまぶしかったのか、クリスティーナはちょっと目を細めた。

「陛下からは丁重にご案内するように言いつかっておりますよ。どうぞ、こちらへ」

「誰なんです？」

　先に立って歩き出した男の背中を見ながら、遼太郎はこっそり言った。

「ジャッキー・ブラック。『女王陛下のネズミ捕獲人』さ。この宮廷でも指折りの名士のひとりだ」とクリスティーナはささやき返した。

「『ネズミ捕獲人』……？　名士……？」

「混乱しているようだね」クリスティーナはにやりとした。

「しかし、言ったろう、ここは影のロンドンだ。上での常識は通用しない。ディズレーリがこんなことを書いている。『女王は二つの国民を治めている……これら二つの国民の間には交渉もなければ共感もない、全く別の地域に住んでいる人、いや別々の惑星の住人といったほうがよい。育てられ方や体つきが違う、食べ物も違う、生活を支配する風習も違う、そして、同じ法律で治められているのでもないのです』」

　言葉を切った。

「大当たりというわけでもないが、さして間違ってもいない。文士としては三流だが、政治家としては一流だよ、ディズレーリは。〈女主人クイーン・マザー〉のことを知っていたとは思わないが、少なくとも、彼女の王国の存在をうすうす感じとってはいたようだ」

　急に、視界がひらけた。

　同時に、熱気と、麻ま痺ひしているのにもかかわらず、鼻を刺激するすっぱい人いきれがわっと立ちのぼってきた。

　しめった薄うす闇やみはここでは部屋の中央でごうごうと燃えるかまどの発する熱にとってかわられ、熱と酒気とにほてって赤鬼のようになった男たちや女たちが、むきだしの床の上であちこちにたむろしていた。

　底抜けに天井の高い空間だった。どうやら古い地盤が陥かん没ぼつして、そこにできた空間に補強をほどこして住みついているらしい。

　太い石柱が何本か、はるか上の方まで伸びて上方の闇のなかに消えているのは、あれが地上のはなやかな街路を支えるたよりない杖だということだろうか。

　遠くから、かすかに鐘の音が石と石とに反響してきた。クリスティーナは耳をすまし、眉まゆ根ねにしわを寄せた。

「あれはビッグベンの鐘だな。……すると、ここは国会議事堂の下か。また妙なところに宮廷を移したものだ、そうじゃありませんか、陛下」

「お黙り、〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉」

　部屋の奥のほうからしわがれた声がした。

　きわめてかぼそい、そよ風にも吹き飛ばされそうな声だったにもかかわらず、ざわついていた広間は一瞬にして静まりかえった。

　人が分かれた。かまどの煙が流れて薄れ、広間の奥に、一段高くなった場所がしつらえられているのが見えた。

　そこに、信じられないほど年老いた、巨大な身体からだを持つ老婆がいた。

　百年は前のものと思われる、彫刻だらけの巨大な玉ぎよく座ざに身をうずめ、ありったけのぼろと古着と安っぽいがらくたで身を飾っている。飾っているというより、長年のあいだに吹き寄せられてきたごみや古着の堆たい積せきが、命をもったとでもいうようだった。

　そのごみの山に、しわしわにちぢかんだ掌てのひらほどの老婆の白髪頭がちょこんと乗っていた。

　果物屋の店先で紙につつまれ、店ざらしになったままひからびてしまった干しリンゴのようだった。黄ばんだレースの高い立て襟えりが首のまわりを飾り、何重もの模造真珠と、ガラスと真しん鍮ちゆうのかけらがすりきれた金きん襴らんに輝いている。エリザベス女王の肖像画をうんと薄汚れさせ、宝石と金をごみとぼろ布に置き換えれば少しは似てくるだろうか。

　骨だらけの手が、牛骨にガラスのかけらをくっつけた王おう錫しやくを肩に預けている。椅い子すのひじ掛けのクッションには大きなヒキガエルが一匹うずくまっていて、非難するようにクリスティーナにむかって鳴き声をあげた。

「静かにおし、ジム・クロウ」

　老女はごつごつした指先でヒキガエルの背を叩たたいて黙らせた。

「まったく、お前さえちゃんと仕事を果たしていれば、こんな回りくどい手段はとらなくてよかったんだよ。まあいい、こっちへおいで、セイクリッド・ブラッド」

「申し訳ないが、その呼び方はやめていただきたい、陛下」

　クリスティーナの声がいくぶん固いと思ったのは遼りよう太た郎ろうの気のせいだったろうか。

「いま、私はクリスティーナ・モンフォーコンと名乗っている。あるいは〈パラケルススの娘〉と。その名は私のものではなく、その名が指すものも、また、私ではない」

「そうかい。まあ、好きにするさ。ではおいで、クリスティーナ・モンフォーコン」

　皺しわだらけの手が蜘く蛛もめいた動きで差しまねく。

　クリスティーナは歩き出し、一瞬迷った遼太郎も、あわててあとを追った。

　老女の前にはしみだらけの赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、段の左右には、先ほどのジャッキー・ブラックをはじめ、若い女につきそわれた盲目らしい老女、手回しオルガンハーデイガーデイを膝ひざにおいたむっつりした男、ひっきりなしに何かを口に運んでいる、ひどく太った子供などがてんでに群れていた。遼太郎は居心地の悪さをおさえられなかった。

「さて、例の件だけど」

　と〈女主人クイーン・マザー〉は言った。

「あたしの大事な娘のメガエラは、かわいそうに、裏切り者のピッターどもに捕らえられたという報告が、先ほど入った。そうだね、ジャッキー・ブラック？」

「さようでございます、女王陛下。まことに遺い憾かんなことながら」

　ああ！　という嘆きの声が、周囲から波のようにわき起こった。

　ジャッキー・ブラックは沈痛な顔をし、盲目の老女は涙ながらに若い女によりかかった。子供は一瞬だけ食べるのをやめ、目をしばたたいて心痛を表現した。

「あいつらは以前、罪もないあたしの臣しん民みんを、理由もなしにただ殺した」

　重々しく女王は続けた。

「やつらは釈明はしたが、あたしにはとうてい納得できるものじゃなかった。だから、罰として宮廷から追放した、それをやつらは恨うらみに思った――

　そこで、やつらはあたしの敵に荷担することに決めた。『ピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会』。昔は栄光に満ちた名だったもんだが、今やその栄光は地に墜おち、呪のろわれた名となった」

「ああ！　ピーター・ピッター！　パッター！　ポッター！」

　汚れきった宮廷人たちがどよめいた。

「恨うらみの名！　恐ろしき名！　血塗られた呪のろいの名！」

「そういうわけだから」

　どよめく臣しん民みんたちにはしばらく騒がせておき、ころあいに手を振って喧けん噪そうを鎮しずめてから、〈女主人クイーン・マザー〉は先を続けた。

「あたしとしてはぜひ、あんたにあの娘こを助けてほしいのさ、クリスティーナ・モンフォーコン、〈パラケルススの娘〉。ジャッキー・ブラックがさらってきたあの東洋人の娘は、そのための借りだと思っておおき。あたしの娘が帰ってきたら、あっちの娘もそっちに帰す。正当な取引だと思わないかえ？」

「美み弥や子こさんはどこにいるんだ？　無事なんだろうな」

　質問が思わず口をついた。

〈女主人〉は「おや」と呟つぶやき、身につけたがらくたのどこかから、ひびの入ったオペラグラスをとりだして、じっくり遼りよう太た郎ろうを眺めた。

「珍しいものをつれているね、〈聖なる血〉や。いつものあの、銀髪の娘はどうしたね」

「彼女をこんなところに連れてこられないのはよくご存じのはずです、陛下。それから、その呼び方はやめていただきたいと先刻も申しあげたはずですが」

「おや、そうだったかね」

　平気な顔で言うと、「まあいいさ」と呟いてオペラグラスを投げ出し、手を振った。

　太った子供がお菓子を放りだして飛びだし、玉座の背後にかかった使い古しの幔まん幕まくを引きあげた。その奥にわら布団が重ねられ、意識のない美弥子が横たえられていた。

「美弥子さん！」

「彼女に怪け我がはさせていないでしょうね？」

　反射的に飛び出そうとした遼太郎を抑えて、クリスティーナが鋭く尋ねる。

「むろんだとも」

〈女主人〉は鷹おう揚ようにうなずいた。

「だいじな取引の材料に、傷なんてつけてたまるものかね。だが、あたしの娘に傷がついた場合は、こっちも同じようにさせてもらうよ。それが正当な取引ってものだから」

「彼女には、私のえり抜きのネズミたちのいる部屋が用意されることになる」

　心底申し訳なさそうな顔でジャッキー・ブラックが言った。

「あまり食事のマナーがいいとは言えない連中だ。美しいお嬢さんにはたいへんすまない事態になるが、陛下のご意向としては、そういうことになる」

「ひきょう者！」

「静かにしたまえ、遼太郎君。ここにはここの法律があると、さっきも言ったろう」

　鋭く叱しかりつけられて、遼りよう太た郎ろうは言葉をのんだ。

　クリスティーナは向きなおり、「むろん、メガエラ王女を無事にお救いした場合は、このことは貸しとして数えさせていただいてもかまいませんね？」

「ああ、もちろん。あたしたちは上の者と違って、公正ってことを大切にするからね」

「それを聞いて安心しましたよ。しかし」

　皮肉げに言って、クリスティーナは少し言葉の調子を変えた。

「そういえば、なぜここまでして私にメガエラ王女の救出を？

　あなたならば、ピッター何とかいう裏切り者の一つや二つ、指のひと弾はじきで消滅させることがおできになるでしょう。それをなぜ、宮廷までお移しになって逃げ回り、私のような『上の住人』にご依頼になるのか。そこのあたりが納得いかないんですがね」

「ピッターどもだけならむろん、あんたの言うとおりだよ、〈パラケルススの娘〉」

〈女主人〉は言って、危険な感じに長い爪をカチカチと鳴らした。

「だが、どうやら後ろに黒幕がいるらしい。それも、あんたと同じ、上の世界の、魔術師どものひとりらしくてね」

　クリスティーナは眉まゆをひそめた。

「黒幕がいるだろうとは思っていましたが。魔術師？　なるほど。それなら私にご依頼なさるのも理解できる。目的は何です？」

「古い、古い、あたしの血をいままで生きながらえさせてきた力の源みなもとを断つためだよ」

〈女主人〉の声は、遠い風のささやきのように低くなった。

「このロンドンの地下には、昔の、二千年も昔の、ローマ人が作った砦とりでのあとがある」

　それは太古の森、いまだにイギリスがキリスト教の洗礼を受けていない時代に、聖なる木々の梢こずえを吹き抜けていった、はるか昔の風の音だった。

「そこはロンディニウムと呼ばれて、いまのロンドンの大元になった場所だ。だが、ローマ人だって、意味もなくその場所を選んだわけじゃなかったんだよ」

「この大地そのものからわき出す、パワーの泉」

　とクリスティーナが続ける。

「ローマ人はそこを占領することによって、先住民たちの力を削そごうとした。――いま、その場所を、わがものにしようとしている者がいる、と？」

「わからない。そうじゃないかもしれない。あたしの娘をさらって、どうするつもりなのかも。あたしとあの場所は、まだつながっている。でなきゃ、あたしは生きていない。

　でも、そいつは、あたしからあの場所とのつながりを娘に移して、自分の操り人形にするつもりかもしれない。あるいはただ、何もかも壊して、ロンドンを地の底に落としたいだけかも。わからないよ。

　いずれにせよ、もしあそこに何かあって大地の均きん衡こうが崩くずれれば、ロンドンどころか、イギリス全部が海に沈む。上にいる人間と建物と、あたしたちを全員道連れにしてね」

「そいつは大変だ」

　少しも大変でなさそうにクリスティーナは言った。立ちあがる。

「では、急いだほうが良さそうですね。ピッターどもが王女を連れていった方角はおわかりになりますか？」

「たぶん、まっすぐ地の底のロンディニウムへ。あたしの〈逆さロンドン塔〉の、いちばん深い場所へ向かってると思うよ。

　道案内に、小僧をひとりつけてあげるから、連れてお行き。ジンジャー！」

「ほい、きた、呼ばれた」

　勢いよく飛びだしてきたのは、やせた、小柄な少年だった。形の崩れたハンチングを目深にかぶっている。襟えり足あしからぼさぼさのにんじん色の赤毛がはみ出している。

　クリスティーナを見あげ、そばかすだらけの鼻筋にしわを寄せてにやっとした。

「やあ、兄さん――だか姉さんだか知らねえけど――スミスフィールド以来だな」

「ああ、あの時の妖精パックか。こちらにおわすはオベロンじゃないが」

　クリスティーナは苦笑した。

「『地球ひとめぐりが、このパックにはたったの四十分』。なるほど、君ならずいぶん役に立ちそうだ。うちのぼんやりな従僕とは比べものになりそうもない」

「シェイクスピアはよしとくれ。あのふざけ屋ときたらがまんがならない」

〈女主人〉が腹立たしげにうなった。

「急いどくれ。奴らは夜と昼のあいだ、月が沈んで太陽がまだ姿をあらわさない時刻に、あたしの娘をどうにかする気だよ。それがいちばん、天地の力が弱まる時刻だからね。ビッグベンの鐘が六時を知らせるとき、それがあたしの刻限だ、あたしも、あたしの娘も、そっちの娘も、それから、もしかしたらロンドン自体もね」

「ええっ！　そんな勝手な――」

「おやめ、従僕君」

　クリスティーナがかるく服を引っぱって退出をうながす。

「言ったろう、ここにはここの法律もあれば道理もあるんだ。特に、彼女の言葉にはさからわないほうがいい。彼女がこうと決めたら、この世界はその通りに従う。われわれはただ、黙って彼女のお芝居につきあうしかないのさ――」

　クリスティーナは靴先で地面をつついている案内の小僧の背中をちらりと見た。

「彼女はただの老女じゃない。このロンドン自体、いや、イギリスとその大地自体に根をはって、そこから力を得ているんだよ。

　彼女の寿命はロンドンより、大英帝国よりも長いんだ。ああいうのこそを、本当の魔女というんだよ。君や私の力の及ぶようなものじゃない」

「なにぐちゃぐちゃ言ってんだい。行くぜ、お二人さん」

　ジンジャー少年が背中を押した。

「時間がないんだ。特別な道を教えてやるから、とっととロンディニウムへ行くぜ。ロンドンのほんとうのヘソって奴さ。少々きつい道になるから、ついてこれなけりゃそれまでだけどな」

「ついていくよ、安心したまえ」

　クリスティーナは帽子をかぶり直した。「行くぞ」

　ジャッキー・ブラックが胸に手をあてて丁てい寧ねいに礼をする。遼りよう太た郎ろうは一度だけ振り返って、美み弥や子この姿に目をやった。燃えあがる炎と、踊りまわる小鬼めいた人影のむこうで、彼女は綺き麗れいな人形のようにひたすら静かだった。

「ああ、疲れた」〈女主人クイーン・マザー〉は深いため息をつき、物もの憂うげに手を上げた。

「眠くなっちまったよ。オールド・サラ、歌を。トミー・タッカー、音楽を」

　ハーディガーディを膝ひざに乗せた男が立ちあがり、楽器に指を走らせた。きいきいした、調子っぱずれな調べが流れ出た。演奏に合わせて、盲目の老婆が両手を組み合わせ、まるで少女のような、細い震え声で歌いだした。



　　舌のわかれた　まだらの蛇に

　　とげをはやした　針はり鼠ねずみ　それ

　　消えてなくなれ　姿をかくせ

　　いもり　とかげも　悪さをやめろ

　　女王様が　おやすみなさる

　　寄るな　まがごと　あやしきまじない

　　ララ・ララ・ララバイ

　　ララ・ララ・ララバイ

　　おやすみなされ　女王様

　　ゆりかごの歌に　耳かたむけて



「――『自分から光に顔をそむけ、いつまでも黒い顔の夜につきあっていなければならないのだ』、か」

　歌声にじっと聞き入る群衆をあとにしながら、クリスティーナは呟つぶやいた。

「しかし彼らはここに生まれ、ここに育ち、ここにいることに誇りを持っている。なんだかんだ言ってもシェイクスピアはぴったりの言葉を見つける名人だが、こちらのティターニアにはあまりお気に召さないのもわかる気はするな」



　　　３



「さて」

　三人きりになると、クリスティーナはあらためてジンジャー少年に向きなおった。

「君いうところの『特別な道』とはどんなところだね？　それとも、黙ってついていく方が賢明なのかな」

「あんまし偉そうな口きかないほうがいいぜ、ええと――姉ちゃん」

　とジンジャー。どうやらクリスティーナに関しては、生物学的分類を優先させることにしたようだ。型くずれしたハンチングをぐいと押しあげて、

「時間がないんだから、ガタガタ言わずについてくりゃいいんだよ。ここから〈逆さロンドン塔〉の底までは、俺だって知らないような古い古い水路がたくさん通ってる。

　そいつに迷いこんだら、もう助けてなんかやれないぜ。テムズの底の、また底を通っていくんだ、生意気なことしか言えない口なら、タコ糸で縫ぬい合わせちまったほうがよかねえかってうちの母ちゃんも言ってらあ」

「ご忠告、胸にとどめておくよ」

　彼女としてはひどく神妙にクリスティーナは言った。

「どっちにしろ、時間がないのはご指摘のとおりだ。さっきの鐘は――ちょうど十二時か。するとかっきり六時間の猶ゆう予よしかないことになる。急ごう。君のいう『特別の道』を使うと、目的地まではどのくらいだね？」

「まあ二時間ちょっとってところかな。それも、ぐずぐずしないでだぜ。慣れないあんたらに気をつかって、これでも余裕見ていってやってんだ、感謝しろよな」

「ちょっと」

　憤いきどおりと焦あせりを抑えきれなくなって、遼りよう太た郎ろうは口をはさんだ。

「人質なんてひきょうな手をとっておいて、よくそんな偉そうな口がきけるな。おまえなんかに言われなくても、ちゃんと急ぐさ。美み弥や子こさんを、ネズミの餌なんかにするわけにはいかないからな。おまえこそ、僕たちを妙な迷い道に連れこんでみろ、承知しないぞ」

「なあ、こいつ誰？」

「ああ、これ」

　本人のことは完かん璧ぺきに無視して、ジンジャーは遼太郎を指さした。クリスティーナは肩をすくめる。

「さっきも言ったけど、うちのぼんくらな従僕。あの娘さんの婚約者でもある、一応」

「へええ。中国人てのは、また妙な趣味してるんだなあ。こんなできそこないのアスパラガスみたいなのが好みかい」

「僕は日本人だ」

　きつい調子で遼りよう太た郎ろうは訂正した。

「へえ？　ま、なんでもいいけど。足手まといにだけはなんねえでくれよな、アスパラガス。コヴェント・ガーデンで一山一ペニーで売ってるようなしょんたれた顔してても、ここじゃだれも助けちゃくれねえんだぜ」

「言われなくったって……！」

　憤ふん懣まんのあまり、遼太郎が思わずジンジャーに詰め寄ろうとした。

　――どこからか、「ふふふふふふふふふふふふふふふふふふ」という不気味な笑い声がこだましてきた。

　遼太郎は思わずつんのめる。

「うふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふはははははははははははははははははははは」

「……なんだ、あれ？」

　ジンジャーはぽかんとしている。

「……えーと」

　なんだか一気に怒る気が失うせた。

　遼太郎は肩を落としてため息をついた。だいたいの位置をはかり、ジンジャーを二歩後ろに下がらせた。

　それから、にやにやしているクリスティーナを壁ぎわに寄らせた。そして自分は水路の一段下がったところまで避難した。

　暗い水路のどこかから、黒いずるずるしたものがばっと飛びだしてきた。

「わははははははははは！　大魔術師バシレウス・サロモン、またまたとうじょ――」

　ずしゃ。

　再びローブの裾すそを踏んで転んだ。

　沈黙。

「きさま！　なんで受けとめんのだ、使い魔！　この役立たずが！」

　がばっと顔をあげて怒鳴った。

　ちょっと涙目だった。

「……いや、ほんとうに二度もやるのかなーと思って」

　やる気満々だったようだ。

「だからやめましょうって言ったじゃないですか、坊ちゃん」

　あきらめ顔で、物もの陰かげからお守り役のシヴィル青年が姿を見せた。どうやら主人が華麗に登場するまで隠れているよう命じられていたらしい。

「だいたい、普通に現れるんじゃどうしていけないんです？　こんなところまでわざわざついてきただけでも、相当なびっくりだと思うんですけどね」

「まったくだな、シヴィル・セント・クレア」

　きつい声でクリスティーナが言った。

　その目は額を撫なでてぶつぶつ言っているバ（略）ではなく、人の良さそうな笑みをこんな場所でも崩していないシヴィルにまっすぐ向けられていた。

「どうやってここまであとをつけた？」

「そりゃあ、あなた方のあとを追いかけて、ですよ」

　のんびりとシヴィルは返した。

「坊ちゃんから、あなたが外出するようならすぐに知らせろって言われてましてね。そしたら急に夜中のお出かけだし、気になるじゃありませんか。それで坊ちゃんとしては気づかれないように、あなたの騎士として、そうっとついてきただけのことですよ」

　クリスティーナは『嘘をつけ』という意味を言葉よりも雄弁な目つきで示してみせたが、シヴィルはどこ吹く風で受け流した。

　バ（略）ことアレックスについてはその説明で十分だろうが、クリスティーナたちがいまいるのは、ロンドンであってロンドンでない場所、あのファージング銅貨のような、通行証がなければけっして入ってはこれない異世界なのだ。普通にただ「ついてきた」だけなどということはありえない。















　遼りよう太た郎ろうは知らないことだが、このシヴィルという青年もまた魔術師なのだ。それも、かなり有能な。

　なんの目的があって貴族のわがまま息子のお目付役などにもぐり込んでいるのかはまだわからないが、バ（略）がクリスティーナを追いかけ回すのにのっかって、ことあるごとにクリスティーナの前に現れる。シシィがクリスティーナの家に引き取られるもとになったあの事件も、すべてを操っていたのはこの青年にほかならないのである。

「なあ、どうでもいいけどさ、行くのか行かねえのかどっちだよ？」

　退屈そうに靴を鳴らしていたジンジャーが、しびれを切らしてせかした。

「時間がないって、さっきから言ってるじゃねえか。見ろよ、もう三十分過ぎちまった」

　はるか地上から響いてくる鐘の音。

　十五分ごとに小鐘、一時間ごとに大鐘が鳴らされる国会議事堂の時計塔ビツグベンの鐘は、残り時間が刻々と減りつつあることを容よう赦しやなく遼太郎に思い出させた。

「それとも世界が終わるまでここでつっ立って、ずっとくっちゃべってる気かい？」

「行くよ」

　誰より先に遼太郎が答えた。

「ああ、行こう」クリスティーナも言った。

「ロンドンが沈むとあっちゃ、放っておくわけにもいかないだろう。私としてもこの都市は、気に入っていないわけではないしね」

「うむ、安心しろ、この大魔術師バシレウス・サロモンがついている」

　バ（略）がどんと胸を叩たたき、咳せきこんだ。

「どのような危難も、この私の偉大な術のはたらきさえあればくぐり抜けてゆけるとも。心配することなど何もない、まあ安心することだな、諸君――あ？　おい？　待て、どこへ行く！　まだ話は終わっていないぞ！　聞けよ！」





「……つまりロンドン塔というのはだな、このロンドンでも最古の建物の一つであり、また最大の幽霊屋敷でもあるのだよ」

　バ（略）は自慢げにしゃべりつづけている。おそらくロンドン育ちの人間ならロンドン塔の怪談くらいはゆりかごの中にいた頃から一度や二度は聞いているだろうし、今さら聞かせる意味もないのだが、無知な黄色い肌の使い魔相手に自分の知識を披ひ露ろうできるのがうれしくてたまらないらしい。しかもこの知識は、むずかしい儀式も呪じゆ文もんも、もっといいことに、目に見える効果という証明もなしですむ。

「もともとあそこにはロンドン――侵略者であるローマ人によってロンディニウムと当時は呼ばれていたが、その中でも最大の砦とりでがあそこに築かれていて、いまのロンドン塔は、その後、この地を支配したさまざまな王族たちが、ローマの砦とりでを土台にして建て増しをくり返していった結果のしろものなのだ。

　もともとは王族の居城として使われていたが、あとになって国こく事じ犯の牢ろう獄ごくとして長年使用されることになった。あそこの壁にはいまも、暗あん鬱うつな独房に閉じこめられたまま悶もん死しした死者たちの怨おん念ねんが塗りこめられている。フランス皇太子妃にしてエリザベス一世のライバルだったメアリ・スチュアート、首を切られたヘンリー八世の王妃アン・ブリン、九日間の女王レディ・ジェーン・グレイ、十二歳で謎なぞの死をとげたエドワード五世と、九歳のその弟ヨーク公リチャードの兄弟……」

　効果を狙ねらって言葉をきったが、あいにくだれも聞いていなかった。遼りよう太た郎ろうでさえ。

　みんなの耳は、しだいに遠ざかっていく地上から聞こえてくる、遠いビッグベンの鐘の音に集中していた。

「いまはまあ、午前一時、四十五分というところかな」とクリスティーナ。

「ジンジャー、君のいう『秘密の通路』というのはもう近いのかね？」

「まあそうあわてんなって。あとちょっと行けば、あんたらを地下水路に案内した船乗りマドックが、ぴったりの場所に船を回してくれてるところさ。そいつに乗れば、目的地まではあっという間だ」

「急がなきゃ」緊張した顔で、遼太郎。

「おい、おまえら聞けよ！　せっかくこのバシレウス・サロモン様が、ロンドンに関する深しん遠えんにして緻ち密みつな知識を特別に披ひ露ろうしてやってるんだぞ！」

「秘密も何もあったもんじゃありませんね」シヴィル青年がぼそっとぼやく。

　下るにつれて、水路はしだいに狭く、そしてあきらかに古くなりつつあった。近代的な四角い切石から、稚ち拙せつな技術で掘り出されたごろた石の堆たい積せきが壁を構成するようになり、そのすきまには長年の苔こけと、水垢あかと、歳月が刻んだ崩壊のつめあとが目立つ。

　灯りのカンテラをさげているのは先頭のジンジャー少年だけだが、それでさえ、彼は後続ののろまどものためにしぶしぶサービスしてやっているのだという顔だった。自分ひとりなら、この程度の場所くらい灯りなしでものんびり散歩してみせる、という態度だったし、実際口に出してもそう言った。

「まったくあんたら上の人間ってのは、お上品なだけで頭ってものがないからな。自分の家から一歩出たとたんに、あらゆるところでおたおたしちまう。そこへ行くと、俺たちはちがうぜ、特にこのジンジャーさまはな」

　しょっちゅうつまずいたり滑ったりしている少年たちをさげすむように見る。

　ただバ（略）に関しては、いまだにあのずるずるしたローブをがんこに着込んでいることも原因のひとつであったかもしれない。それさえ脱いでしまえば、裾すそを踏んだり、壁に引っかけたり、泥に足をとられたりといった事故も減ると思われるのだが。

「実際、生きてくのにゃ学問とか礼儀とか、そういうのってな邪魔なだけさ。自分がなんとかやってくためには、他人をどういうふうにうまく言いくるめるか、めんどくさいしがらみからどうやって逃げまわるか、つまりはそういうことなんだよな。あんたにゃ同情するよ、えっと、そこの黄色いアスパラガス」

「遼りよう太た郎ろうだ」

　遼太郎は唸うなった。ジンジャーは無視して、

「あんた、あの娘を助けに行くって言ってるけど、それってつまり、相手が自分の婚約者だからってだけだろ？　でも、どうせ親同士が勝手に決めた、そんなとこだろ。よくあるこった。つまりは、めんどくさい世間のしがらみってわけだ。あのまぬけた娘が婚約者じゃなきゃ、こんな汚い臭くさいあぶなっかしい場所にわざわざこなくってもよかったのにって思ってるだろ？　どうも、そういう顔だぜ」

「君がそう思うのは勝手だ」

　きつい声で遼太郎は答えた。

「たしかに美み弥や子こさんは僕の婚約者だ。親が勝手に決めたってのも当たってるよ。それにしょっちゅう彼女のことは怒らせてばかりだ、だけど、僕は――」

「へえ、だけど？」

　面白そうにジンジャーは先をうながした。

「――僕は、彼女の作ってくれる朝食を、食べてみたいんだよ」

「へえ？」

　意表をつかれたようにジンジャーは黙りこくった。

　しばらく黙ってから、あきらめたように、

「上の人間の考えることはわかんねえな。おい、そろそろだぜ」

　とカンテラを上げてみせる。

　ずっと先のほうに、一度見たおぼえのある、黄色い光がぼんやりと灯っていた。遼太郎たちを水路に運んだ小舟がかかげていた光だ。

「おーい、マドック！　待たせたな！　まったくこいつらとろとろしやがってよう――」

「待て」

　走り出そうとしたジンジャーを、クリスティーナが鋭く止めた。

　襟えりをひかれてジンジャーはよろめいた。

「な、なんだよ」

「様子がおかしい」

　クリスティーナは鼻をひくひくさせている。

「え？」

　鼻の麻ま痺ひしている遼太郎にはわからず、むろん、他の者もそれは同じだった。

「何だって」

　ジンジャーは足を止め、充満する汚水と水垢あかの悪臭に鼻をあげてみた。

「こいつは血の臭においだ」顔色を変えた。「マドック！」

　足音が入り乱れて反響する。

　滑ったりつまずいたりしながら、遼りよう太た郎ろうはクリスティーナにいくらか遅れて水路に揺れる小舟にたどり着いた。先についたジンジャーが、「マドック！」と呼びながら中をのぞき込もうとしている。

「なんだこれは――うわっ」

　あとから走ってきて、息をきらせて艫ともに手をついたバ（略）が、思わずアレックス坊ちゃんの素顔をみせてまっ青な顔で身をひいた。

「血だ！　船じゅう、どっぷり血に浸つかってる」

　アレックスの手は固まりかけた血でぬるついていた。もともと汚れていた船材が、染みこんだ血でほぼ一色にどす黒く塗りつぶされている。

　カンテラの明かりの輪の中に、投げ出された足と脱げた靴の片方が見えた。

　両方とも血しぶきに彩られ、血だまりにはだしのつま先が浸ひたっている。カンテラを動かすと、舵にもたれかかるように身をあずけた、マドックの上半身がぼんやりと見えた。

　肩から上が、きれいに平らになっていた。

　アレックスがぐう、と喉のどを鳴らした。

「死んでますね」とシヴィル。

「まったく」とクリスティーナが応じる。

「実に完かん璧ぺきに死んでいる。これほど見事な死体はそうそうお目にかかれないね」

「マドック！　マドック」

　冷静な大人二人に対し、遼太郎たち少年二人はさすがに声も出ない。

　吐き気をこらえるのに必死だった。ジンジャーひとりが、顔なじみだったらしい死者のために、今にも血であふれた小舟に飛びこまんばかりに必死に手を伸ばしていた。

「ちくしょう、誰がこんなまねを――まさか――」

『――♪オレンジとレモン聖クレメントの鐘がいうOrages and lemons, Say the bells of St.Clement's♪』

　全員がその場に凍りついた。

　その声ははるか闇の奥、昏くらく閉ざされた水路のさらに深くから、遠くまた近く、異様な陽気さをもってこだましてきた。地獄の小鬼どもが、縛られた子羊のまわりで小躍りして歌うかのように。

『♪おまえにゃ五ファージングの貸しがある聖マーティンの鐘がいうYou owe me five farthings, Say the bells of St.Martin's♪』

『♪いつになったら返すかね？　オールド・ベイリーの鐘がいうWhenwillyoupayme?Say the bells of Old Bailey♪』

『♪お金もちになってからショアディッチの鐘がいうWhen I grow rich, Say the bells of Shoreditch♪』

『♪それはいったいいつのこと？　ステプニーの鐘がいうWhen will that be? Say the bells of Stepney♪』

『♪わたしにゃ見当もつかないねバウのおおきな鐘がいうI'm sure I don't know, Says the great bell at Bow♪』

　おりしも、はるか遠い地上からはビッグベン、美み弥や子この命の、あるいはロンドンの命の残り時間をつげる鐘が、いんいんと反響を伝えてきた。

「どこだ！　どこにいる、ひきょう者！」

　ジンジャーが震える声を張って叫ぶ。遼りよう太た郎ろうもはっとして、日本男児の誇りにかけ、けんめいに勇気をふるい起こした。

「誰だ、出てこい！　それとも、僕たちがこわいのか!?」

『――♪さあろうそくだベッドに連れてくぞHere comes a candle to light you to bed,♪』

　いきなり間近で声が起こった。

『♪さあまさかりだ首ちょんぎるぞHere comes a chopper to chop off your head♪』

　どん、と音がして、何かが小舟の上に落ちてきた。

　反射的にのぞきこんだジンジャーが、きゃあ、と悲鳴をあげた。

　きゃあ？　と、少年らしからぬかわいい悲鳴に一瞬違和感を感じはしたが、そんなものは、落ちてきたものが何なのか見てとると同時に、あっという間に消し飛んでしまった。

　船乗りマドックのちょん切られた首。

　断末魔にかっと目をむいたまま、唇くちびるを切りとられ、両耳まで切り裂かれた血まみれの口が、苦く悶もんのはての永遠の嘲ちよう笑しようをしめしてにやついていた。

　ぽっと黄色い明かりがともった。

「さてさて、お初にお目にかかりますぞ、皆様（シューッ）」

　妙に甲高い声がきいきいときしった。

「わたくしども、ピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会と申します（かちっ）」

　先のより低い、べたべたした声が飴あめのように粘った。

　異様に縦にひょろ長い影と、上下に押しつぶしたような横長の影のふたつが、黄色いろうそくの光に揺れている。

　浮かび上がったのは異常なまでにやせこけた年齢不詳の男と、異常なまでに肥え太った、同じく年齢不詳の男だった。

　やせこけたほうは高すぎる身長をごまかすためか、ぺちゃんこに潰つぶれたシルクハットを撫なでつけた白髪の上に申し訳にかぶり、逆に太ったほうは、まるで煙突のような見上げんばかりの超長シルクハットを、もじゃもじゃ頭にちょこんとのっけている。

　二人ともにそろいの長いフロックコートに、仕立てのいいスーツ、黒ズボン、黒い丸眼め鏡がねで目を隠し、表情は葬儀屋にも似てなんともいえず慇いん懃ぎん、かつ、感じの悪い笑みを浮かべていた。

「この裏切りものども！　王女の誘ゆう拐かいだけではあきたらず――よくも、マドックまで殺したな！」

　ジンジャーが震える声をむりやり張り上げ、指を突きつけた。

「ああ、お坊ちゃま、それは無体なご非難というもの（シューッ）」

　ひょろ長いほうがシューシュー息をもらしながら悲しげに首を振った。にったり笑った口からは、針のように細く砥といだ歯がずらりと光る。

「われら商人というもの、お客様のご要望には極力お応こたえするが常。依頼された以上は、それがいかに意に反することなりとも果たさねばなりませぬ」

「ご存知のとおり、マドックはわれらが旧友でもございまして」

　と太ったほうがかちかち歯を鳴らしながら続けた。こちらの歯はすべて金属で張りかえられ、まさしく砥がれた斧おののようだった。

「あわれな旧友の喉のどをこの手で切り裂かねばならなんだわれらが苦悩、どうぞお察しくださりませ（かちっ）」

「十分楽しんだように見えるけどね、私には」

　クリスティーナが皮肉げに批評する。「はて」ひょろ長いほうが黒眼め鏡がねに手をかけ、すかすようにしてクリスティーナを見た。















「こちらが噂うわさの〈聖なる血〉の御方でいらっしゃる。お初にお目にかかりますぞ、レディ。ご尊そん顔がんを拝しまして、恐悦至極」

　帽子をとって深く一礼。

「どうも」とクリスティーナは肩をすくめ、

「しかし〈聖なる血セイクリツド・ブラツド〉というのは私のことじゃないんだ、残念だがね。そのことは先ほど女王にも申し上げたが。私は一介の魔術師にすぎないよ。魔法の王国にまぎれこんだ、神の猿どもの一匹さ」

「ははあ。さようでございますかな」

　ひょろ長いほうはさらにじっくりとクリスティーナを観察した。

「さてはて、パッター氏うじ」と相棒につつかれる。

「うむ、何かな、ポッター氏」

「この心惹ひかれる対話をさらに楽しむは吾ご人じんも望む所なれど、世間には、尽くさねばならぬ仕事というものもあるのではないかな、パッター氏」

「おお、そうであったな、ポッター氏」

　ぱんと手を打ち鳴らし、パッター氏は深々と皆にむかって頭をさげた。

「申しわけない、夜鶯ナイチンゲエルの歌にも比すべきまことに滋じ味みあふれる皆様のお声につい聞き惚ほれて、わが為なすべきことをば忘れるところでござりました。皆様の、残り少ないお時間を無駄にさせたこと、つくづく遺い憾かんに存じますぞ。われら商会の者、そろって、幾重にもお詫わびを申し上げまする。

　では、失礼いたして」

　じゃきん、と不吉な金属音が響きわたった。

「われらが職務を、始めさせていただくといたしましょうかな」



「走れ！」

　声と同時に、刃のぶつかり合う音、そして閃せん光こうが走った。

　仕込み杖づえを抜きはらったクリスティーナが、暗くら闇やみから襲ってくる斬ざん撃げきを次から次へと叩たたき落とす。ランタンが落ち、砕け散った。たちまちあたりは真の闇につつまれる。

「おお、なんという手練の技、なんという芸術！」

　感に堪たえぬといったパッター氏の声が闇の奥から聞こえる。

「このような名手に相対して仕事ができますとは、職人といたしましては光栄至極！」

「お褒ほめにあずかり、こちらこそ光栄」

　押し殺した声でクリスティーナは唸うなり、思わぬ場所から叩きつけられてきたまさかりの一撃を火花をあげてはね飛ばした。

「走れ！　急げ！」

　今叫んでいるのはジンジャーだった。

「さっきの、一時の鐘がもし正しいなら、あと十五分もすれば潮が満ちてくる……潮が満ちてくれば、そうすれば――」

「そうすれば、どうなさるのですかな、お坊ちゃま？」

　いきなり耳もとで響いたあざけるような声に凍りつく。

　闇やみ雲くもに手探りした遼りよう太た郎ろうは、それらしき肩をつかんでえいとばかりに引き戻した。ぶん、と不気味な風切り音が、さっきまでジンジャーのいた場所を通りすぎていく。ジンジャーは灼やけた手につかまれたようにぱっと身をもぎはなした。

「て、てめえ、よけいなことすんなバカ野郎！　勝手に俺にさわんじゃねえ！」

「ご、ごめん」

　叱しかられながらも、つかんだ肩の意外なまでの細さと薄さに遼太郎はびっくりしていた。貧民として暮らしているなら当然のことなのかもしれないが。

「おのれ、きさまら、この大魔術師バシレウス・サロモンの怒りを知るがいい！　バシレオー・サロエー・アラディマク・サルエ……」

「あーはいはい、わかりましたからわかりましたから」

「あっ！　こら！　シヴィル、何をする放せ！　今こそこのバシレウス・サロモン様の出番だというのにもががっ」

　お付き役の青年にひょいと小わきにかかえられ、バ（略）は憤ふん然ぜんともがいた。

　が、脱出の魔術はどうやら見つからないようだった。不作法にもハンカチで口を押さえられたことによってますます困難が増した。

「シヴィル！　この裏切り者！　来月の給料は覚悟しむごごっ」

「あーはいはいそうですねー覚悟しときますねー」

　さほど力があるとは見えないにもかかわらず、シヴィル青年はじたばた暴れる少年をかかえて楽々とあとについてくる。

　クリスティーナはちらっと背後に目をやったが、それ以上のことは起こっていないのを確かめると、雨のように襲ってくる死の攻撃を叩たたき伏せることに専念した。

「クリスティーナ！　何か魔術は使えないの!?　せめて光を呼び出すとか」

「そんな余裕があるかどうか、見てからいってくれ」

　そっけない答えだった。そういえば、今日はレギーネがいないんだった、と遼太郎は思い出した。

　普段はレギーネとバイロン卿きようがクリスティーナの護衛をつとめ、魔術を発動させる間無防備になるクリスティーナの背中を守っている。今日のクリスティーナは孤立無援だ。あの『殺人請負商会』の二人と戦える腕前は、彼女しか持ち合わせていないのだから。

「あと少しだ――あの角を曲がれ！」

　ジンジャーが叫んだ。彼もさすがにふいごのような息を吐いている。はるか遠くに見えるように思える先に、ぼんやりと赤いオイルランプが瞬またたいている。

「あそこに天井の崩くずれた場所がある――そこに上れ――でないと――」

　でないと？　と思った瞬間、頭上からまたもかすかな鐘の音が響いてきた。一時間ごとに鳴りひびく、ビッグベンの大きな鐘。

　午前二時。

　背後から、ごごごごご……と腹に響く低い轟とどろきが伝わってきた。

　誰かがかるく息をのむ気配がした。

「これはしたり、パッター氏うじ。上げ潮だ」

「なんとこれは、ポッター氏。水が来る」

「上れ！」

　ジンジャーが天井の穴から呼んでいた。必死の形相で手を差しのべている。

「急げ！　上げ潮の時間だ。満潮の水が、テムズの奥まで逆流してくる。増えた分の水はぜんぶ、この下水道にも流れ込んでくる。さっさと水から離れないと、あっというまに流されて、汚水の底で泥ひばりに見つけられることになるぞ！」

　だが、いささか遅かったようだった。振り向いたとたん、遼りよう太た郎ろうは、間近に迫る灰色の水路いっぱいにうごめく壁を見た。

「逃げ……！」

　次の瞬間、それはすさまじい重量と衝撃をもって全身を叩たたきつけてきた。足が浮き、ひどい味の水が口と喉のどをふさいだ。

　ジンジャーが悲鳴をあげてすべり落ちる。型くずれしたハンチングが、目の前をすごい勢いで流れ去っていった。

　必死にのばした手が、崩れたレンガをようやくつかむ。もう一方の手で水を探ると、髪の毛らしいものにさわった。しゃにむにつかんで引っぱり上げる。

　気絶したアレックスが、くたっとなって上がってきた。

　水を吐き出し、遼太郎は大声を上げた。

「クリスティーナ！　ジンジャー！　――シヴィルさん！」

　水の轟ごう音おんが、せまい空間に響きわたるばかりだった。

　誰もいない。殺人者二人の姿もない。さすがにこの状況では自分の命が第一だったらしい。あるいは、放っておけば勝手に任務完了になると踏んだのか。

　ひょっとして、みんなもう流されてしまったのではないか？

　恐怖が全身を走ったとき、少し離れた水面に、ぽかりとにんじん色の髪の毛が浮くのが見えた。必死になって流れに逆らおうとしているらしい。

「ジンジャー！　君か！」

　どうやらそのようだった。帽子をなくし、くしゃくしゃの赤い髪を四方八方になびかせながら、夢中でもがいてこちらに近づこうとしている。

「がんばれ！　あと少しだ、待って……」

　重いアレックスの身体からだを引き寄せ、渾こん身しんの力で襟えり首くびを口にくわえる。

　空いた手を差しのべて、さあ早く！　というつもりで、合図のしぶきをたてた。

　ちらりと見えたジンジャーの顔は、驚いているようだった。金持ちの知り合いはともかく、遼りよう太た郎ろうからすれば初対面に近い、えたいのしれない汚い子供を助けようとする神経が理解できない、というように。

　それから、ためらいがちに手をのばしてきた。水で洗われた手が、ひどく白くて細く見えた。けんめいにのばした指先が、かすかに触れあった。

　つかんだ。

　そのとたん、つかまっていた最後のレンガが崩くずれた。

　濁流がすべてを呑のみこんだ。

　遼太郎は勢いよく水中に沈み、くるくると舞って泡を吐いた。死、という一字が頭をめぐったが、口にくわえた友人と、つかんだ少年の手にこめた力はゆるめなかった。まっ暗でなにも見えない。冷たくて寒い。

　――まったく……

　しだいに意識がうすれる中、苦々しげな誰かの声が頭にひびいた気がした。

　――主あるじ様のご命令でなければ、誰がおまえたちのような子供など。

　ぐん、と勢いがついた。なにか、強きよう靱じんな手を持ったものに襟えり首くびをつかまえられて水中を運ばれながら、遼太郎は今度こそ、完全に気を失った。










第四幕　お金もちになってから

　　　　ショアディッチの鐘はいう
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　夜半。

　淡い月光が窓から差しこんでいた。女主人の居間で、レギーネは、ソファに腰掛け、小さな手を膝ひざにそろえたままじっと目を閉じていた。

　もう三時間以上、身動きもしていない。ソファの背もたれには羽をたたんだバイロン卿きようがとまり、黒玉ジエツトを思わせる黒くつやつやした目をまるく見開いていた。

　かすかに空気が震えた。

　遠いテムズの河か畔はんで、ビッグベンの鐘が午前二時を告げたのだった。人間には感知できないほどのそのかすかな震動が、少女の銀色のまつげをそよがせた。

　彼女はゆっくりと目を開けた。鴇とき色いろの美しい眸ひとみが夜を見つめた。

「バイロン卿」ガラスの鐘の声が言った。

「おいでなさい」

　蝙蝠羽こうもりばねの猿はききっと鳴いて命令に従った。

　バイロン卿を腕にのせ、レギーネは静かにドアを開けて廊下に出た。

　主人のいない邸内は、いつにもまして静まりかえっていた。唯一、晩おそくまで灯りのもれていた部屋もすっかりしんとして、中にいる二人の少女のやすらかな寝息しか伝えてこない。今ごろは遠い異国の風物を夢に見て、やさしい眠りに愛あい撫ぶされているはず。

　レギーネは階段を下り、ホールに出て、玄関のドアの鍵を外した。

　外に出た。鍵を閉めた。

　彼女はしばしポーチに立ちつくした。夜のロンドンのしめった風が、銀髪の少女の髪に甘えるようにまつわりつく。

「ロード・バイロン」

　彼女は命じた。

「わたしを連れていきなさい――お嬢さまのもとへ。

　お嬢さまは、わたしを必要としておられます」

　バイロン卿は吠えた。

　腕から飛びたった小猿が、みるみるうちに蝙蝠の羽根を広げた巨大な怪猿へと変へん貌ぼうする。

　隆々と筋肉の盛りあがった腕は、かぼそい少女ひとりくらい苦もなく握りつぶしそうだ。レギーネは怖れる風もなくその手にとび乗ると、分厚い胸に身をあずけた。

　巨猿はふたたび咆ほう哮こうし、強力な羽を大きく広げた。

　力強いひと打ち。地響きとともにその姿は消え、あとにはつむじ風が、だれか酔っぱらいの捨てていった紙くずをくるくると舞わせているばかりだった。





「まずは一戦痛み分け、ってとこですよね。どうです？」

　上からのぞき込んできた男の言いぐさはひどく陽気だった。こんな場所と状況には、まったく似つかわしくないほどに。

「……うるさいな」

　不機嫌にクリスティーナは応じた。

「そんなことより、君の雇い主のお坊ちゃんはどうした？　姿が見えないようだが。

　ああ、そういえば、女王からお預かりしたあの小僧と、うちの頼りない従僕もだな。今ごろはテムズの泥の底か、かわいそうなことをしたもんだ」

「顔が笑ってますよ」

　シヴィル・セント・クレアは注意した。

　そう言いながらも、後ろに下がってクリスティーナの拳こぶしが届かない距離を確保するのは忘れない。服は、渇水で干上がったトラファルガーの噴水なみにぱりっと乾いていた。後ろでくくった金髪にも、折り目の通ったズボンにも、まるい銀縁メガネの奥の笑った細い目にも、大水に襲われた痕こん跡せきはみじんもなかった。

　頭の上には、シヴィルのものらしい魔術で呼び出された光の玉が弱々しくまたたいている。クリスティーナはあおむけのまま眩まぶしげに灯りを見あげていたが、シヴィルが先を続けたので、またそちらに目をもどした。

「それに、心配なさることはありません。ちゃんとメリュジーヌを護衛につけてありますから、今ごろは彼女が安全なところへ運んでやってます。あの赤毛の子と、おたくの従僕君もまとめてね」

「そりゃまた残念。メリュジーヌってのは、君のところのあの黒髪の水妖かね」

「そうですよ。こんな汚水の中へ送り出すのは辛かったんですが、僕としてもいちおうパンの――今のところは――種を見捨てるわけにもいきませんから。帰ってきたらアヴァロンから取りよせた泉の水で、たっぷり水浴でもさせてやりますよ」

「使い魔想おもいで素敵なこったね」

　言って、クリスティーナは半身を起こした。

　どこかが痛んだのか、眉まゆをひそめてゆっくりと壁に身をあずける。濁流の直撃は寸前に天井に飛びあがることであやうくのがれたものの、粋なインヴァネスは重くしおたれ、シルクハットには泥はねがくっついていた。

　シャツの襞ひだ飾りも重くしめって、ぽたぽたしずくを垂たらしている。仕込み杖づえを確かめ、刃に傷も欠けもないのを時間をかけて確認する。そっと鞘にもどした。

　鯉こい口くちがかちりと音をたてて合わさった。

「――なんにせよ」

　と、ようやくクリスティーナは言った。

「当面の危機は脱したようだな。あの二人、相当なものだぞ」

「でしょうね」なんでもなさそうにシヴィルはあいづちを打つ。

「なにしろ裏社会でもつとに名高い、ピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会ですし」

　クリスティーナは息をついて身体からだから力を抜いた。

「どうやら君は私より詳しいようだ。そのまま話したまえ、聞いててやるから」

「ずいぶん尊大ですね。まあ、あなたらしくていいですが」

　シヴィルは笑った。

「彼らは裏の裏の、そのまた奥の裏社会で、もう三百年あまり続いている伝統的な殺人職人の組合ですよ」

　と彼は話しはじめた。

「お互いどうしに技術を競いすぎて、もうあと二人しか残っちゃいませんが、その分、腕前には磨きがかかってます。それから、狂気にもね」

「『だが狂気とはいえ、それなりに筋が通っているものだ』――」

　引用句を吐き、クリスティーナは自分で顔をしかめた。

「今のはハムレットだからちと外れだな。まあいい、つづけて」

「それが先日、どうやら頭の最後のねじの一本が外れてしまったようで、そいつがうちの、こっちもまたねじの外れたというか、悲しくも道を踏み誤ってしまった同僚と手を組んで、困った事態を引きおこしてくれたっていうのが真相なんです」

　クリスティーナは目を閉じて頭を振った。

「なにせ、われわれの目的はあくまでイギリスの地位を霊的勢力を使って国際的、軍事的、経済的に向上させるというだけで、物理的に波の下に沈下させる危険性なんてものは想定してもいませんからね。そんなことされちゃ、われわれとしても困るんですよ」

「で、君はその後始末のために派遣されたと？」

「そういうことになりますね。ああ、〈女主人〉からの通行証だってもらってますよ。ほら、これです」

　ジャケットの内ポケットからすり減った硬貨を取りだしてみせる。それはクリスティーナのところに送られてきたファージング銅貨とまったく同じものだった。

「〈女主人〉が表の人間たちに交渉をもつ気になるとは思っていなかったな。参考までに聞いておきたいが、君たちのその、〈悲しむべき道を誤った同僚〉および、君が所属している団体の名というのを、教えていただけるとありがたいんだがね」

「われわれは〈評議会カウンシル〉と呼んでます」

　簡単にシヴィルは言った。顔をしかめたクリスティーナに向かって両手を広げる。

「いや、ほんとうにそう言ってるんです。皆さん、大げさなことの嫌いな英国紳士ばかりですから。大衆にむかって、派手なあおり文句で広告を出すこともないですし。

　まあ、言ってみれば単なる公務員の一種ですよ。イギリスに忠誠を誓い、イギリスに奉仕し、イギリスのために生き、イギリスのために死ぬ、理想的な公僕の集団。それがわれわれです。理解していただけましたか？」

「とてもよく」

　クリスティーナは壁に頭をあずけ、大儀そうに目をとじた。

「道を誤った公僕ほど公衆の害になるものはないからね。たとえばこそ泥を騙だまして幼児を虐ぎやく殺さつさせ、怪物に作り替えるとか」

「ああ、それは勘弁してください」

　熱烈にシヴィルは言って、胸に手をあてた。

「僕は下っ端なんです。使いっ走りです。言われたことはなんでもやらなきゃいけません。命じられれば赤ん坊を殺し、子供を罠わなにはめ、下水道に潜り、尊敬すべき女性がこうしてぐったりしているのに、助けもせずにこうして喋しやべりまくっている」

　そう言いながらも、シヴィルの笑顔はまったく変わっていなかった。あいかわらず人当たりのいい微び笑しようを消さず、床に足を投げだして座りこんだクリスティーナを前に、手をのばそうともしない。

「しかし可か哀わい想そうな同僚は、あいにく道を外れすぎました。彼は、古代ローマ人が利用したロンディニウムの地脈レイ・ライン――大地を流れるエネルギーの結節点を支配することで、キリストに代わる新たな神を創設しようという妄もう想そうに憑つかれてしまいました。

　イギリス生まれのそいつを世界の頂点に置くことで、一気にイギリスを世界最大の強国にしようというんです。ええ、その通りです」

　馬鹿にしたように鼻を鳴らしたクリスティーナにうなずいてみせる。

「実に馬鹿げています。それでイギリス全体を海に沈めてしまっちゃもとも子もない。僕はカソリックではないし、プロテスタントにはもっと縁がありません。王様の離婚のためにむりやり作った英国国教会なんぞ、美術的な価値をのぞいてみな潰つぶれてしまってもいっこうにかまいませんが、イギリスが滅亡するのは困る」

「〈評議会〉の意向にも反するしね」

「え？　ええまあ、その通りです。僕の勤務評定にも響くし」

　肩をすくめて雇われ人の辛さを表現してからあらためてクリスティーナに向きなおり、「でもね、実は、それをもっと押しあげるものを見つけたかも、と思ってるんですよ」

　クリスティーナの目が光った。

　彼女はすばやくシヴィルを見あげ、また目を伏せた。

「〈聖なる血〉って、誰です？」

　軽い口調でシヴィルは言った。

　クリスティーナは答えなかった。聞いていたのか、とも問い返さなかった。

「実はね、先日の事件は、新しい呪じゆ法ほうの実験もかねてましたが、あなたを引っぱり出すことも目的の一つとしてあったんですよ、それはご存じですね、〈パラケルススの娘〉」

　頓とん着ちやくなしにシヴィルは先をつづけた。

「これまで、〈評議会〉の大導師グランドマスターたちがどれだけ秘術をつくしても、あなたの正体だけはまったくわからなかった。それで僕が選ばれて、あなたの身辺に張りつけられることになったんです。少しでも情報を手に入れるよう、とね。

　それで先ほどの質問に戻ります。――〈聖なる血〉って、誰のことです？」

「少なくとも、私のことじゃないね」

　そっけなくクリスティーナは言った。

「さっきの会話を盗み聞きしていたんなら、そのことだってわかってそうなものだ」

「ああ！　確かに。しかしそのあたりも、実に微妙なお答えだったことも覚えてますよ。

　ええと――『その名は私のものではなく、その名が指すものも、また、私ではない』と？

　難しいですね。まるで謎なぞ々なぞのようなお答えだ」

「だったら謎々に時間をとらずに、とっとと当初の目的に邁進したらどうだね」

「いやあ、それも考えはしたんですが、ひょっとしたら、こんな機会は二度とないかもしれないと思いましてね」

　シヴィル・セント・クレアは頭に手をやって照れ笑いした。

「ずっと気になっていたんです。あなたはどうして、この地下水路に入ってから、一度も魔術を使われていないんです？」

　クリスティーナは黙っていたが、白い頬ほおがわずかに痙けい攣れんした。

　シヴィルはそれを見逃さなかった。

「確かにここは魔術の使いにくい場所です。僕も、この明かりを呼び出すのにそうとう苦労させられました。おそらく地脈が近いがゆえに、基本的に自然を人間の意志に従わせる技術である魔術は、ここでは扱いづらいんでしょうね。

　だがしかし、地上では僕など足もとにもおよばないほど強力な術を駆使されるあなたが、ここでは、まるで普通の人間のように剣一本で戦う。こうして喋しやべっていても、濡れた服一つ乾かせず、無礼な口をきく公務員を魔術的な火であぶり焼きにすることもしない。

　なぜです？」

　クリスティーナはなおも答えなかった。

「――つまり僕は、今ならあなたを、むろんごくごく丁重にですが、生け捕りにして〈評議員〉のおえらがたのもとへ送り届けることができるわけですよ」

　残念でたまらない、といった口調でシヴィルは告げた。

「例の、悲しむべき同僚のほうは別の誰かにも任せられます。たぶん、あなたを連れていくほうが、紳士がたは喜ばれると思うんです。何しろ、目の保養にもなりますし」

「で、保養にされるほうの意志は尊重されないのかね？」

「ああ！　残念なのはそこなんです。されないんですよ、悲しいことに。真の英国紳士階級は、想像力なんて下品なものは持ち合わせていませんからね。ことに、イギリスの繁栄のため日夜邁まい進しんしているわが〈評議会〉の紳士方ほどになると」

「こんな国、とっとと沈んでしまったほうが世のためになる気がしてきた」

　クリスティーナは言って再び壁に身を沈め、目を閉じた。

「どっちにしろ、私がいま君に抵抗できないのはほんとだよ。しゃくにさわるが、奴らに二つか三つ、いやもっとかな、それくらいは食わされた。

　どうやら足をやられたらしい。君が私を連れていくとしても、どうやら、砂袋みたいに肩にかついでずるずる引きずっていってもらうしかないようだ。まあ歩けたところで、意地でも歩いてなんかやらないし」

　襞ひだ飾りを濡ぬらした水が、わずかに桃色を帯びはじめていた。ズボンも黒いので目立たなかったが、じわじわと広がる染みは、どうやら水ばかりではないらしい。

「そうおっしゃると思ってましたよ」

　苦笑して、シヴィルはクリスティーナに一歩近づこうとした。

「それ以上お嬢さまに近づくと、あなたは死にます、シヴィル・セント・クレア」

　薄うす闇やみに、澄んだ声がりんと響きわたった。

　クリスティーナはさっと頭を起こした。「レギーネ？」信じられない声で言う。

「留守番しているように言ったじゃないか」

「はい、お嬢さま。でも、お嬢さまがわたしを必要となさっていると感じましたので。遅くなりまして申しわけありません」

　濡れた石畳に、ほっそりした足を踏みしめて、レギーネがいた。肩にはバイロン卿きようがいて、シヴィルに向かって歯を剥むきだしている。

　まっすぐ伸ばした右腕から、鈍く光る白刃がのびてシヴィルの喉のど笛ぶえを狙ねらっていた。

　鴇とき色いろの眸ひとみにはなんの迷いもなかった。シヴィルがぴくりとでもすれば、あるいは、クリスティーナが一言でも命じれば、次の瞬間にシヴィルの命はなくなるだろう。

「……わかりましたよ。降参」

　苦笑いしながらシヴィルは両手を上げ、慎重に真横に移動した。

　レギーネの刃はぴたりとそのあとを追っていく。

「形勢逆転、ですね。チャンスの女神の前髪はつかみそこねたようですから、公務員はおとなしく、与えられた任務に専念するとしますか。気分はどうです？」

「そういう問いそのものが、役人ってものの本質的な無神経さをよく表してると思うね。――おいで、レギーネ」

　白刃はメイドドレスの袖そでに消え、少女は銀髪をなびかせて女主人のもとに駆かけよった。壁にもたれたクリスティーナの胸に、飛びこむようにして抱かれる。

「家を空けてきたのかい？　いけない子だね。和かず音ねさんと、シシィはどうしたの」

「お二人なら、家を出てきたときにはよく眠っておられました」

　しめったシャツに顔をうずめて、レギーネは囁ささやいた。

「それに、わたしには、お嬢さま以外にお仕えする方はおられません」

「そうだった」銀髪に頬ほおを寄せて、クリスティーナは呟つぶやいた。

「そうだったね、レギーネ……」

「お怪け我がはいかがですか、お嬢さま？　お立ちになれますか？」















「ん？　ああ、なんともない。レギーネが来てくれたから、傷の痛みなんて吹っ飛んだよ。キスしてくれたら、きっと立ち上がれるようになる。キスしてくれるかい、レギーネ、かわい子ちゃん？」

　シヴィルは礼儀正しく背中を向けていた。

　銀髪の少女は顎あごを軽く上げて、女主人のなめらかな頬ほおに、ピンクの唇くちびるをそっと触れた。



　　　２



　（誰か、泣いてる）

　遼りよう太た郎ろうは夢を見ていた。

　自分は夢を見ているとわかる夢がときどきあるものだが、この時もそうだった。その中では遼太郎は十歳になったばかりで、慣れない洋装をむりやり着せられ、見知らぬ巨大な屋敷に連れてこられて放っておかれていた。

　そこが跡あと部べの本家の屋敷であり、三歳の時に両親に死に別れていなければ、自分の家になっていたはずだった場所だというのも、大人たちの話からわかっていた。

　今日は両親の七回忌にあたる日だった。

　親戚たちはみな座敷に集まって、法事のあとの昼食、というよりは、食事の名を借りた腹のさぐり合いに精を出していた。

　いちばん大きな声を出しているのは、遼太郎を引き取った青しよう野のの叔父と叔母。分家の中ではいちばん大きい赤あか羽ばねの叔父叔母も、負けずに大声を出している。

　のしかかるように黒い大きな瓦屋根の上に、筆で掃いたような白い雲が伸びていた。少年の心中には関係なく、初夏の庭は緑あふれて、そよ風がやさしく頬を撫なでた。

　年経た老おい松まつや風ふう雅がな枯かれ山さん水すい、小石を敷きつめた池にかかる石の反り橋のむこうから、酔っぱらった叔父のだみ声や金属的な響きの叔母の声が、かすかに届いてくる。

　聞きたくないのに。

　せめてあれが聞こえない場所を探そうと、広大な庭の奥へさらに進もうとして、それに気づいたのだった。

　つぼみの開きかけたツツジの丸い茂みの奥に、誰かがしゃがんで泣いている。

　誰だろう。

　遼太郎は背伸びをし、ツツジのむこうの泣き声を、そっとのぞき込んだ――。





　唐突に目が覚めた。

　がばっと起き上がる。最後に意識したのは押し寄せてくる灰色の水の壁と、ハンマーで一撃されたような衝撃だけだったが、ここは、死後の世界だろうか？

　いや、どうやらそうではないらしい。頭の上には四角い窓が開いていて、どうやら下水道の空気抜きらしいと見当がついた。穴には木の格子状の蓋ふたがはまっていて、すきまからは青ざめた月の光がななめに落ちてきて周囲をほんのり明るませている。

　濡れた石が手の下でぬるぬるする。下の方からはまだごうごうと水の音がしていた。すると、自分たちはまだロンドンの地下水道のどこかにいるわけだ。生きている。

　少なくとも、自分は。

　（みんなは!?）

　ぎくっとしてあたりを見回す。

　アレックスは苦もなく見つかった。こんな時でもバ（略）のローブはつかんで離さなかったようで、ずるずるの布をしっかり身体からだに巻きつけて、呻うめきながら身体を丸めている。気絶しているが、命に別状はなさそうだ。

　それから、ジンジャー。しばらく探して、少し離れたところの、崩くずれおちたレンガの壁のそばにうつ伏せになっているのを見つけた。にんじん色の長い髪を散らばらせて、何かにうなされるかのように眉まゆ根ねをひそめていた。

「ジンジャー？　ジンジャー!?」

　どうやってここに流れついたのか、なぜ三人そろって無事なのかは見当もつかなかったが――妙な声を聞いた気もするが、きっと空耳だったにちがいない――とにかく、無事だったのはすばらしい。

「ジンジャー？　大丈夫かい？　ジンジャー？」

　ジンジャーはうーんと唸うなって横倒しになり、咳せきこんで少量の水を吐いた。

　アレックスは大丈夫そうだが、ジンジャーはかなり水を飲んでいるらしい。

　こういう時にはまず胸を押して水を吐かせてやったほうがいい、と思いついて、遼りよう太た郎ろうはあわててジンジャーの肩に手をかけ（それにしても細い肩だ）、仰向けにして、水で貼はりついた薄いシャツに手をのばした。触った。

　止めた。

　――なぜ少年であるはずのジンジャーの胸が、こんなにふわりと柔らかくふくらんでいるのだろう。

　濡れた布地から、淡く色づいた頂上部分が透けて見えている。

「…………え？」

　遼太郎が固まったとたん、ジンジャーの目がぱっと開いた。

　視線が合った。

　――二、三秒後、何が起こっているか理解した瞬間、ジンジャーのそばかす顔が、みるみるうちにまっ赤に染まった。

「何しやがんだこのド助平野郎！」

　ジンジャーの怒号は物理的な鉄拳とともに、遼りよう太た郎ろうの顎あごをいい感じに殴りとばした。

「な、なんだ!?　なんだ、どうした!?」

　今のでアレックスも目覚めたらしく、焦あせった顔で飛び起きてキョロキョロしている。

　情けなくも遼太郎は後ろにひっくり返り、顎を押さえて両足を突っ立てた間抜けた格好で、怒りに燃えて立ちふさがるジンジャーをあっけにとられて見あげた。

「ジ、ジンジャー!?　き、きき君、もしかして、お、女の子!?」

「やかましいやい、この腐れ助平アスパラガス」

　ジンジャーは怒鳴り散らした。にんじん色の長い髪が四方八方に飛び散って、まるでそのまま怒りの炎をしょっているかのように見える。

「俺が女で悪いかよ。え、悪いかよっつってんだよこのクソアスパラガス！　てめえみてえなアホどものうっとうしい目つきにあいたくねえからやってるこっちゃねえかよ、まったく油断もすきもねえ、人が気失ってると思やあすぐにいやらしいこと考えやがってこの腐れ×××が。股またぐらのアスパラガス踏んづけられなかっただけでもありがたく思いやがれ、この腐れ脳みその、特上馬鹿たれの――」

「あの、それはいいんだけど」

　やっと口をはさむことができて、遼太郎はあわてて目をそらした。















「その――先に、上にその、何か着たほうがいいと思うんだ。そのシャツ濡れちゃって、その――あの、丸見えっていうか――」

　ジンジャーはあんぐりと口をあけた。

　罵ば声せいの奔ほん流りゆうがやみ、自分の胸を見おろしてみる。

　いまや少女であることが明白となったジンジャーはきゃっと悲鳴をあげ、先ほどとは違う意味で頬ほおに血をのぼらせて、ぺったりシャツの貼はりついた胸をかかえてしゃがみこんだ。

「み、見んな！　みみみみ、見んなって言ってんだろバカアスパラ！」

「い、いや見ない。見ないけど、その、何か着なきゃ。ええと」

　自分もまっ赤になりながら焦って見まわしたが、遼りよう太た郎ろうの上着は流されているうちにどこかへもぎ取られてしまった。ジンジャーの大きすぎる上着も同様。残っているのは――。

「アレックス。その、バなんとかのローブ、貸して」

「なんだと？」

　アレックスは目をむいた。

「貴様、使い魔の分際でそんな口をきくか？　それにバなんとかとはどういう言いぐさだ、僕は――」

「貸・し・て」

　遼太郎は断固として手を出した。

　モンフォーコン邸で働いているうちに、遼太郎はごり押しのこつというものを会得するに至っていた。

　すなわち、相手が何を言おうと、受け入れられるまで同じことを頑固に要求しつづけること。アレックスはぶつぶつぼやいていたが、結局あきらめてローブを脱いだ。

「いいか貴様はわかっておらんのだ、このローブにどれだけ偉大な魔術が込められていることか。今は急場だから許してやるが、普段なら、不用意に触れば貴様ひとりなど消し飛ばしてしまう品なのだぞ、それをだな」

「はいはいわかったからわかったから」

　なんだか僕もシヴィルさんに似てきたな、と思いつつ、ぐしょ濡れのローブを二人がかりで絞るのに五分、何かよくわからない護ご符ふや石ころや釘を振るい落とすのに二分、こんなもの着たくないとごねるジンジャーを説得するのにさらに三分。

「そういえば、シヴィルさんとクリスティーナはどうしたんだろう。クリスティーナのことだから何とか別のところへ逃げてるとは思うけど、シヴィルさんは――」

「まあ、奴も奴でなんとかしているだろうよ」

　ローブを取られてふてているアレックスはぶっきらぼうに答えた。「でなければ、僕の付き人などつとまらん」

　まあ、それはそうだろうなあ、と、濡れた石に散らばるよくわからない品物あれこれを眺めながら、遼太郎は妙な方向で納得した。

　その時、頭上で轟ごう音おんが鳴りひびいた。

　アレックスがうわっと声をあげ、遼りよう太た郎ろうも思わず耳をふさぐ。鐘の音。天井に開いた格子のむこうから、大きな鐘がうち鳴らされる音がなだれ込んでくる。

「四時だ」

　しっかりとした声が言った。

「え？」やっと反響がやんだ。遼太郎は振り返り、そこに、アレックスのローブを不格好に詰つめて着込んだジンジャーの青ざめた顔を見た。

「今は四時だと言ってるんだ。俺たちはどうやら、だいぶ時間を無駄にしてしまったらしい。忘れたか、あの鐘が六時を打つときまでに、ロンディニウムへ行かなければすべては終わってしまうんだ」

「あ……！」

　ビッグベンの鐘の音。

　一瞬にしてすべての状況が頭の中にもどってきた。とらわれの身の美み弥や子こ。六時までに、王女メガエラを救い出さなければ、彼女はネズミの餌えさになってしまう。

　のみならず、ロンドンが、イギリスが、すべてが海の底に沈むかもしれない。

　あと、二時間。

「あとの二人を捜さがしている時間はない。俺たちだけで行くぞ」

「ちょっと待て！　せめて女性である一人くらいは捜す気はないのか、お前ら!?　少なくとも貴様にとっては主人だろう、使い魔！」

　遼太郎は口を結んだままだった。心配しないわけではない、だが、クリスティーナがいかに強力な力の持ち主かはよく知っている。

　自分がこうして生きているということは、彼女もどこかで生きていないわけがない。シヴィル青年の身も案じられはしたが――今は、美弥子のことが気にかかる。

「どうするんだい、ジンジャー？　道はわかるのかい」

「舐なめんなよな、おい。これでもロンドンの地下じゃ、知らぬもののないジンジャー様だぜ？」

　ジンジャーはじろっと遼太郎を睨にらむと、ことさら身を離すようにして、ローブから振るい落とした品物に歩み寄った。

　一つ一つつまみ上げてより分け、鎖くさりのついたメダルを見つけてにっとする。月を踏みしめる処女、古きイシスの女神を刻んだメダルがくるりと回った。

「パセリにセージにローズマリーにタイム」

　メダルをかかげて、ジンジャーは澄んだ少女の声で唱えた。

「光輝満ち充てる五月の女王クイーン・オブ・ザ・メイ、その冠の光をわが手に！」

　メダルがきらきらと輝きだし、やがて、鎖の先の青白い光の球となってあたりを照らし出した。

　もう一つの月が地中におりてきたかのようだった。アレックスは驚きよう愕がくのあまり固まり、遼りよう太た郎ろうもぽかんと口をあけて少女がおこした奇跡を見守った。

「まさか、ジンジャー、君も魔術師だなんて言わないよね」

「魔術？　ふん。あんな、けちくさいもの」

　ジンジャーは鼻を鳴らすと、光り輝くランプと化したメダルを自分は不要とばかりに遼太郎に放り、さっさと先に立って歩き出した。

「魔法だよ、魔法。月のイシスはいつでも魔女に力を貸してくれるんだ。そんなことより、こっから先の道はちょっときついぜ。時間がないんだ、急ぐからな。覚悟しな」
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「まあ、そういうわけで僕が送りこまれるわけになったんですけど」

　とシヴィル・セント・クレアは言った。

「あの、すいませんけど、そう後ろからちくちくつついて追い立てるのやめてくれます？　心臓が悪いんですよ、これでも。肝っ玉の小ささじゃ人後に落ちません」

「無神経なお役人が何か言ってる」

　杖つえで軽く肩を叩きながら、クリスティーナ。

「『無神経』に『鉄てつ面めん皮ぴ』も加えてあげようか？　箔はくがつくように」

「わかりましたよ。まったく、苦労の多い世の中なんだから。――ええと、どこまで話しましたっけ」

「下っぱの君が影の王国との全権大使に任命された、ってところだね」

「そうでした。で、ですね」

　三人は魔術的な光の精霊の照らす下、三人は列を作って歩いていた。先頭がシヴィル、まん中がレギーネ、しんがりがクリスティーナ。

　今やクリスティーナは元気いっぱい、シャツもインヴァネスも洗濯屋からあがってきたばかりというようにぱりっとして、ズボンにはぴしっとした折り目、靴も磨きたて、シルクハットはつやつやとして汚れ一つない。

　金縁の片眼鏡モノクルが誇らしげにエメラルドの瞳を飾っている。上機嫌で仕込み杖をくるくると回し、ときおりシヴィルの背につきつけては楽しんでいた。レギーネはまだ警戒を解いておらず、いつでもシヴィルの首に突き立てられるように、腕の刃をのばしてまっすぐ前に突きだしている。バイロン卿きようはシヴィル青年の頭の上に鎮座し、ときおりキーッと鋭い声をあげて威い嚇かくする。

　実に居心地の悪い状況ではあったが、シヴィルの声はどこまでも陽気だった。

「まあ、その道を誤った同僚というのはアンプルティという名前なんですが、こいつがどうも、上品な取引とか婉えん曲きよくな言い回しとか、それとない根回しとか、そういう紳士のたしなみにはひどく欠けていましてね。

　短絡的な考えに走ったのも無理はない。正直、〈評議会〉に入れたのも僕としては上層部の判断違いだと思うんですが、まあ、魔術の才能だけは一応ありましたから」

「で、そいつが〈女主人〉の王国に迷惑をかけ始めたので、君が寄こされた、というか、彼女から呼ばれたと」

「ええ」

　掌てのひらの上でくるくるとコインを回す。曲がり角に来ると、コインはぱたりと倒れて一方の道を示し、一行はそれに従ってどこともしれない暗い地下道を曲がった。

「いやもう、うちとしてもですね、けっこう困ってるんですよ本当の話」

　ため息とともにシヴィルは吐き出した。

「確かにうちは、英国を霊的世界において頂点に立たせるということを唯一の目的とする国家機関ですよ？　だけどね、それには、時と場合ってものがあるんです。国際連盟やなにかと同じく、真に力のある相手とは、いつだってうまくやっていく必要があります。あの影の女王は、まさしくそういう相手なんです。乱暴な手段で敵に回せば、潰つぶされるのはこっちです――少なくとも、今のところは」

「まさにね」

　そっけなくクリスティーナは言った。

「つまり、〈女主人〉としては、そっちの送りこんだゴミはそっちで処理してくれと。で、お上から選定されたゴミ処理人が、君というわけだな」

「何もそんな身もふたもない言いかたしなくたって」

　シヴィルは傷ついたようだった。

「まあ、確かにその通りなんですけど。もちろん、〈評議会〉員としては彼は退会を決定されてるんで、そいつも言い渡しに行くんですけどね。まったく、下働きってのは辛いですよね。表でも使いっ走り、裏でも使いっ走り」

「だったら、裏表のある世界から抜ければいいと思うが」

「いえ、それはそれで楽しいことがあるのがこの仕事のおもしろさってものなんで――なんですか？　あの音」

　耳に手をあててシヴィルは立ち止まった。

　レギーネは一度まばたき、シヴィルに攻撃の気配がないのを見きわめてから、慎重に向きを変えて、あたりを見回した。

　生なま臭ぐさいにおいがあたりに充満し始めていた。汚水の臭においとはまた違う、もっとなまなましい、生きた獣の汚れた血の臭いだった。

　ささやかな光が広げる輪の向こうに、小さなものがちらっと走りぬけた。キイッ、という叫び声がし、闇やみに赤い目がひと組、ぽっと浮かんだ。

　連鎖反応的に目は増えていった。

　キイキイという鳴き声も一秒ごとに数を増して、またたきのうちに周囲は、赤い目を火と燃やして牙きばをむきだした小さな齧げつ歯し類に占領されていた。

「ネズミか」

　ゆっくりと後ずさりながらクリスティーナは言った。

「何かおかしいと思っていたんだ。下水道にはどこにだっているはずのドブネズミどもが、今夜に限ってまったく姿を見せない」

　下水道にネズミはつきものだ。その繁殖力はすさまじく、迷いこんだ犬や猫などはあっという間に襲われて骨にされてしまうという。時には不用意に一人歩きする人間でさえ襲って食い殺すので、下水道を歩くどぶさらいたちは、ネズミに襲われても対抗できるように、必ず複数人で歩くことを習慣にしているほどだ。

「最初はその、ロンディニウムに巣くったよそものを警戒して出てこないのかと思っていた。だが、それなら、ネズミどもの支配者であるあの伊達者ジャッキー・ブラックが、ひとこと言わないはずがない。だいたい、地下水道のどの隅までも走り回る、そのネズミの王である奴が、なぜおめおめとメガエラ王女を敵の手に渡したままでいる？」

「ああ、そうだ、言い忘れてましたが」

　シヴィルもしだいに後ずさってきながら囁ささやいた。

「問題のアンプルティ君は、〈擬装〉の魔術が得意中の得意でしてね。殺した相手の星気体を取りこんで、犠牲者に成りかわるんです。

　その気になれば、女王陛下――もちろん表のヴィクトリア陛下のことですよ――にだって、入れかわってみせると豪語してました。もちろん、聞いていた人間は震えあがりましたがね。入れかわることそのものじゃなくて、その選んだ相手の畏おそれおおさにですが」

「ははあ。なるほどね」

　とクリスティーナも囁き返した。

「それで納得がいった。ジャッキー・ブラックは旧知だが、どうもあのぴかぴかしすぎたネズミ取りカゴはおかしいと思ってたんだ。ネズミどもの血にまみれて、赤く錆さびついたカゴにこそあの職業の誇りがあるのに」

「美み弥や子こさんをさらったり、その後の対応を一手に引き受けてたのも彼みたいですしね。――宮廷のほうには幻影をかぶせた人形を置いておいて、本物の娘は、王女が来なかった場合の保険として自分の本丸にひっぱりこんでおく。一石二鳥ってやつですか」

　そう言う間にも、ネズミどもはひしひしと包囲の輪をせばめつつあった。

　今や自分たちの支配者が偽者に入れかわっていることも知らず、その下知のままに小さな、だが鋭い数万の牙きばを三人の肉の塊かたまりに突き立てようと身がまえている。

　三人はぴったりと背と背をあわせて立っていた。それだけの空間しか、周囲には残されていなかった。長い尾が、爪が、石をこすってひっきりなしにかさこそと音を立てる。キイキイいう声は、せまい水道に反響して今や耳を聾ろうさんばかりだ。

「お下がりください、お嬢さま。わたしが相手いたします」

「いや、お待ち、レギーネ」

　両腕から刃を伸ばし、進み出ようとしたレギーネをクリスティーナは押しとどめた。

「おまえがこんな奴らの血で手を汚すことはない。もっと効率のいい子を連れてきてある。さっきから、出てきたくてうずうずしてるのをね」

　それに答えるように、クリスティーナのたっぷりとした金髪のかげから、赤い光がちかりと漏れた。

　わき出すように現れたそいつは黄色い羽根の小鳥の姿をしていたが、その目はネズミども以上にらんらんと真紅に燃え、不吉な空気をあたりに広げていた。

　ネズミどもの群れがあきらかにひるんだ。

「リトル」

　やさしい声でクリスティーナは言った。「お食べ」





「おい、妙なこと考えてんじゃねえぞ、てめえ」

　いきなり前からジンジャーが振り返って、こわい顔で睨にらんだ。

「考えてないよ」と反射的に答え、この場ではどう答えようと考えていたにきまっていると取られることを悟り、また自分も無罪とは言えないことに気づいて、

「……すいません」

「ふん」

　ジンジャーは大きく鼻を鳴らして前を向いた。

「男なんてみんなおんなじだ。相手が女だとわかった次の瞬間にはやらしいこと考えんだ。いいか、さっきのことちらっとでも頭に浮かべたら、てめえ、ぶっ殺すからな」

「……はあ」

　だって仕方ないじゃないか、と遼りよう太た郎ろうはやけ気味に考えた。

　現在三人組は、先頭がジンジャー、まん中が遼太郎、しんがりがアレックスという隊列を作って、膝ひざと手をついてようやく進める程度のせまい水路を下っている。

　明かりをかかげる役目としてまん中を進んでいる遼太郎は、必然的に、目の前に突きだされたジンジャーの――フリート街流の上品な言い方に従えば――身体からだの最下部と鼻をつきあわせんばかりになる。

　男の子だと思っていた間はなんとも思っていなかったが、あのふかりとしたなんともいえない手ざわりを思い出すと自動的に耳が熱くなってくる。

　目の前に動いているものはさいわい、アレックスの黒いローブに分厚くつつまれて形をうかがわせるどころではないが、その内側にいるのが少女だと知ってしまった以上、考えることはやめられないのが男の悲しい性さがというものだ。

　ちなみに、アレックスがしんがりを引き受けたというのはべつに英雄的な理由からではなく、ただただ、自分の秘蔵する『魔術的護符』が、自分より年下の、それも、小汚い小娘にあっさり使われたという事実に打ちのめされたためにほかならない。それもパセリにローズマリーうんぬんというような、少なくともアレックスにとっては、いいかげんきわまりない呪じゆ文もんで。

「何かの間違いだ。そんなことがあるはずはない」

　後ろのほうでぶつぶつ唸うなっているのが聞こえてくる。

「そうとも、この僕は大魔術師バシレウス・サロモンだ。きっと長く身につけていたから、この身にみなぎる大魔力が護符にうつって、素人でも使えるようなすばらしい品にいつのまにか変へん貌ぼうをとげていたにちがいない。そうだとも。そうに決まっている」

　はいはいわかったから、と返したくなる欲求をあやうくこらえた。

　何も痛みに苦しむ者の傷に、塩を塗ってやることはない。ただでさえアレックスは、クリスティーナのことに関してはしょっちゅう傷を負わされていることだし。

「あと、どれくらいかかるの？」

　気分を変えるために、遼りよう太た郎ろうはジンジャーに声をかけた。

「あと二十分ってところだ。ぎりぎり間に合うな。俺の勘じゃ、今はだいたい朝の五時ってところだからな」

　さすがにこの深さまでやってくると、鐘の音もあまり耳に届いてはこない。

「道はもうこの先、ここをまっすぐでいいんだね？」

「そうさ。この水路をまっすぐ行って、出口を見つけりゃ、そこが逆さロンドン塔の心臓、ロンディニウムだ」

　ぶっきらぼうに言ってから、ジンジャーは驚いたように進むのをやめた。

「どうした？　お前、行かねえのか？」

「いや」

　ジンジャーの裾すそを引いていた手を離しながら、遼太郎は言った。

「だったら、もう道はわかったわけだから、君はもうここで待ってたほうがよくないかと思ってさ」

「なんだと!?」ジンジャーの声が一段高くなった。

「てめえ、馬鹿にすんなよ。これでも母ははさ……〈女主人クイーン・マザー〉からじきじきに、てめえらの道案内をまかされたんだぜ。こんなところで追いはらわれてたまるかってんだよ。さてはてめえ、俺を追いはらってから、自分だけ悠々と逃げ出すって腹だな？」

「違うよ」

　静かに遼りよう太た郎ろうは言った。

「だけど、君は女の子だから、危険なところに出ないほうがいいんじゃないかと思って」

「そういう言い方がいちばん苛いらつくんだ」

　腹立ちを抑えきれないようすでジンジャーは吐き捨てた。

「てめえら男ってのは、そろいもそろって間抜けぞろいなのを気づかれたくないばっかりに、『危険だから寄らないほうがいい』『危ないから、前へ出ない方がいい』とか言って、そんでしまいには結局こっちに迷惑をかけるんだ。男の意地とかメンツとか、しょうもないもんのせいでな。俺はそんなのに利用されるのはまっぴらなんだよ、いいか？

　てめえだって婚約者を守るとかなんとか、意地とメンツで粋がって、結局のとこ俺に迷惑かけんだろ。わかってんだぜ、そんなことくらい」

「迷惑かけるかもしれないことはわかってるよ。だから言ってるんだ。君、魔女だし」

　遼太郎は辛抱強く説明した。

「僕は――まあ全般的に言ってごく普通の人間だから、あんまりこういうことに関与する力ってない、だけど巻きこまれちゃったから、美み弥や子こさんを見捨てることはしたくない。

　でもだからといって、そのために、別の女の子に危険なことはさせたくない。だから、君にはここで待っててほしい。なにか変かな」

「……っ」

『女の子』呼ばわりされてジンジャーの頬ほおに朱が走ったが、すぐにそれは消えて、妙におずおずとした表情がその場に取ってかわった。

「ひとつ訊きくけど」

　小さな声でジンジャーは言った。

「その――ミヤコって子を助けに行くのは、お前にとってどういう意味があるんだ？」

「意味？」

　遼太郎はとまどった。

　ジンジャーには、少し前にも同じようなことを訊かれた気がする。その時とは、微妙に相手の意図が違っているように遼太郎は感じた。

　こちらを見ているジンジャーの視線が、妙に思いつめたような色をしている。

　遼太郎は慎重に考え、答えを出した。

「その――たぶん、謝りたいんだと思う」

　ジンジャーは眉まゆをひそめた。男が女に謝る、というのが理解できなかったらしい。

「どういうこったよ？」

「つまり――その、僕と彼女は、今まで、あまりにもお互い話をせずにきてしまったんじゃないか、ってことだよ」

　遼りよう太た郎ろうは言った。

「僕は今朝、あることで彼女をひどく傷つけてしまった。それ以前にも、たくさんのことで彼女を傷つけてたと思うんだけど、その時は、僕も自分のことでいっしょうけんめいで、ちっとも彼女の気持ちなんか考えてやれなかった。だから」

　しばらく言葉を探して、遼太郎は黙った。

「……僕は彼女の作った朝ご飯を食べて、おいしいね、ありがとうって言ってあげようと思う。僕のしたいこと、するべきことは、きっとそれなんだ。

　だから、僕は彼女を助けなきゃ。そういうことなんだと思う。たぶん」

　ジンジャーはしばらく遼太郎の顔を見つめた。

　それから目をそらし「変な奴」と呟つぶやくと、ぷいっと前を向いてまた進み始めた。

「あ、ちょっと、ジンジャー!?」

「お前の理由はわかったよ。行くなら行けばいい。俺は構わない」

　むくれたような声が前方から反響してきた。

「だけど――俺にだって、行かなきゃいけない理由があるんだ」





　やがて、前方に赤っぽい光が点のように見えてきた。

　進むにつれ、しだいに大きくなってくる。それから怪しげな物音、汚水とはあきらかに違う何かの香の臭におい、金属のぶつかり合う音、誰かの話し声。

「ついたみたいだ」

　息を殺してジンジャーが言った。

「どうやら間に合ったな。まだ儀式は始まってない。パッターとポッターも、まだこっちの動きは掴つかめてないみたいだし」

「それはどうかな」

　最後尾から、アレックスが陰気に否定した。

「たぶん奴らは、広い下水道を探しまわらなくても、ロンディニウムで待っていれば勝手に自分たちの手の中へ飛びこんでくるんだということに気づいただけだと思うぞ。あそこに降りれば、確実に奴らが襲ってくる」

　重苦しい雰囲気が漂ったが、もはや止まることはできなかった。

　三人は進んだ。赤い光の点がだんだん大きく、近くなってくる。

「そういえば」

　暗い雰囲気を打破しようと、遼太郎は必死に言葉を引っぱり出した。

「『ピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会』って名前なのに、どうしてあいつら、二人だけなんだろう？　じゃあ、ピッター氏はどこへ行ったんだ？　こういう場合、名前が先にあがってるほうが、会社としては地位が上なんじゃないのかな？」

「それは――」

　答えようとしたジンジャーの声を、大音響がかき消した。彼女の顔が厳しくなった。

「急げ！　何かが進められようとしてる！」

　三人はもう喋しやべるだけの余裕もなく、必死に光のところまで這はっていった。

　ジンジャーがいちばん先に顔を出した。そこはどうやら高い天井の近くに開いた排水溝の一つだったらしく、光ははるか下から、彼女の顔を恐ろしげな陰いん翳えいでいろどった。

「そんな」唖あ然ぜんとジンジャーは呟つぶやいた。

「そんな、あいつは、まさか――」

「どうした、何が起こってる？」

　どうにか立ちなおりに成功したアレックスが無理やり前に出てきて、遼りよう太た郎ろうを押しのけて首を突きだした。ぽかんと口をあけた。

「いったいなんなんだ――あれは!?」





「いやあ、それにしても」とシヴィルが言う。

「あんな秘密兵器を持ってらっしゃるなんて思いもしませんでしたよ。あれ、あの娘につけていた集合霊ですよね？　まさか、手なずけていらっしゃるとは、さすが、〈パラケルススの娘〉と呼ばれるだけのことはあるお方だ。なんなら僕があなたをつかまえようとしたときに、あいつを使うこともできたのに。なぜそうしなかったんです？」

「あいつには、人間の味はあまり覚えさせたくなくてね」

　そっけなくクリスティーナは返した。

「それとも、味見されたかったかね？　あの子たちに。考えてみれば、君だってリトルに貪むさぼり食われるだけの資格はあるわけだ。君の上司たちも全員まとめて」

「ちょっと、よしてくださいよ。縁起でもない」

　クリスティーナは肩をすくめて、「リトル」と小鳥を呼びもどした。

　あたりにはネズミの影すら残っていない。すっかり満腹した小鳥は少しふらつきながら飛んできて、再びクリスティーナの金髪にもぐりこんで姿を消した。

　そのとき、大音響が足もとをゆるがした。

　かなり近い。遼太郎たちを驚かせたとの同じものだ。地響きと何者かのうなり声が、石畳を揺らし、天井から、水と細かな石の破片をふるい落とした。

「どうやら何かが起こりつつあるようだ。急いだほうがいいらしい」

　内ポケットから懐かい中ちゆう時計を引っぱり出して時間を確かめる。

「午前五時三分。あと一時間足らずか。ぐずぐずしている余裕はないな。レギーネ」

「はい」

「少々乱暴だが、つっきっていってくれるかね？」

「お嬢さまのお望みのままにいたします」

「それから君は、シヴィル・セント・クレア」

　クリームをもらうのを心待ちにしている猫のような表情の青年に、厳しい目を向ける。

「あくまでも、コンパス役として連れていってやる。いいか、あくまでも、だぞ。

　そして、自分のところのゴミは自分で片づけるのを忘れないことだ。こっちはそれに関して、手を出してやる義理はないんだからな」

「わかりましたよ」

　シヴィルは苦笑した。

「まったくはっきりしてますね、でもそこがあなたの素敵なところですけど」

「お世辞を言っても聞かないよ。レギーネ」

　レギーネはすっと前に出て、両手を広げた。銀髪が輝く翼のように広がる。

「行くぞ、レギーネ。――印形シジル、〈智天使Cherubim〉！」










第五幕　それはいったいいつのこと？

　　　　ステプニーの鐘はいう
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　赤あか羽ばね美み弥や子こもまた、夢を見ていた。

　遼りよう太た郎ろうのそれとは違い、自覚の伴わない、見れば見るほどに過去の時間に沈みこんでいくかたちの夢だった。

『――あの』

　と少年は言った。

『君、どうして泣いてるの？』

　美弥子は十歳の少女のすべての怒りと不機嫌をこめて、相手の顔を睨にらみつけた。

　本家の叔父叔母の七回忌に連れてこられ、大人たちの席の喧けん噪そうにがまんできずに、そうっと逃げ出してきたところだった。

　きつく締められすぎた帯が胸を締めつけて苦しい。少しゆるめてしまいたかったが、座敷にもどったときに、少しでも着崩くずれしていたら厳しく叱しかられるのがわかっていたので、がまんした。

　下品な笑い声がここまで聞こえてくる。その中でもいちばん大きくて下品でかん高いのが、自分の両親の声だと知ってぞっとした。

　それから、青しよう野のの叔父叔母の声。四人でひどい口争いを展開しているようだ。

　少しでもあの騒ぎから遠ざかりたくて、庭のすみっこに見つけたツツジの茂みにもぐり込んだ。大人たちが自分のことを思い出すまで、ここに隠れていようと思った。

　それなのに。

　少年はとまどった顔でこちらを見ていた。

　美み弥や子こは頬ほおを撫なでてみて、いつのまにかそこがびっしょり濡れていることに気づいた。知らない間に、しゃくり上げて泣いていたのだ。

　そのことがわかって、また腹が立った。

　どうして泣いてるの、なんて、平気でよく言えたものだ。自分がその原因のくせに、そんなこともわからないでいるのだろうか、このおろか者は。

　今日は本家の七回忌という行事のほかに、本家のひとり息子であり、今となっては先代夫妻のただ一人の忘れがたみでもある少年と、美弥子との婚約披露の席でもあった。

　美弥子としては、会ったこともない少年だった。青野の叔母に連れられてきて、正面に座らされた婚約者は、自分と同い年というわりにはなんだかずいぶん細くて、気弱そうな顔つきが子供っぽくて、一目で嫌いになってしまった。

　自分は将来、こんな男と結婚しなければならないのかと思うとひどく気が沈んだ。

　十歳の少女なりに、美弥子にだって思い描いている夢くらいあったのだ。箱入り娘で、はなはだ漠然としたものではあったけれども、少なくとも、男というものはもっと頼れる、力強い存在であってほしかった。

　なのに目の前の『婚約者』ときたら、あらゆる意味でそういうものとは正反対に見える。

　青ざめた顔でうつむき、赤あか羽ばねの両親と青野の叔母が見えない火花を散らしながら笑って会話しているあいだじゅう、ほとんど顔をあげもしなかった。

　つくづく幻滅だ。

　ことに胸に突きささったのは、座敷を出たあと、父が言いはなった一言だった。

『まあ、娘ができたことも、悪くはなかったわけだ』

　父は言った。そばで娘が聞いているのも意に介さずに。

『結局、婆さん（本家の当主のたか女めさまのことだ）みたいな当たりくじじゃあなかったわけだが、跡あと部べに食いこむ手がかりにはなるんだからな。しかし心配なのは、あの青っちろい婿殿がいまだに何の力も顕あらわさないってことなんだが。もしほんとうに力がないってことになったら、せっかく子供を産ませても、うちの血統が濁るだけじゃないか』

『あなた、美み弥や子こが聞いているんですから』

　といちおう注意はしたが、母もさして気にはとめていないようすで、

『それでも、あの青しよう野のの夫婦に本家を乗っ取られるよりましですよ。こっちは姻いん戚せきっていう地位はこれで確保できるんですから、とにかく、今はよしとしないと』

　ただじっと息をつめていた美弥子は、両親が宴席に移って自分から目を離すが早いか、その場を逃げ出し、ツツジの陰に身をひそめたのだった。

　美弥子が返事をしないせいか、少年は――名前がはっきりしない、たしか清せい太た郎ろうとか、遼りよう太た郎ろうとかいっただろうか――がさごそとツツジの間をくぐり抜け、美弥子のとなりに、同じように膝ひざをかかえて座りこんだ。

　なによ。どうしてこんなところへ来るの。わたくしを馬鹿にするつもりなの。

　誰のせいで、わたくしが泣いてると思ってるの。あっちへ行きなさい。

　行きなさいったら。

　美弥子は草履を履いた足をあげて、少年のすねを蹴けった。

　少年はびくっとしたが、べつに怒りもせず、動こうともせず、かかえた膝の間に目を落として、黙って座ったままだった。

　ますます腹が立った。

　男というのは、女に蹴られたりなどしたらたちまち烈れつ火かの如くに怒るべきだ。

　父がそうだった。少しでも口答えしようものなら、こちらが震えあがって言葉も出なくなるまで怒鳴りつけ、ことによっては殴り飛ばす。使用人であろうと、妻であろうと。

　自分の娘であろうと。

　もう一度蹴った。こんどはもう少し強く。

　少年はまたびくっとしたが、やはり動かず、怒った顔も見せなかった。悲しそうな顔でただうつむいて、黙っているきり。

　どうしていいかわからなくなってきた。

　だんだん抑えられなくなってきた自分のすすり泣きが耳に入り、猛烈に怒りが――それと、名前のつけようもないいろんなものが――こみあげてきて、美弥子はしゃくりあげながら、足をばたばたさせて婚約者を蹴りつけた。

　いいように蹴りとばされながら、少年はひとことも文句を言わなかった。蹴られるたびに少し身体からだを揺らしながら、じっと膝をかかえて地面を見つめていた。

　……しばらく経ってみると、どうしたことか、美弥子は少年の肩にもたれて、しくしく鼻をすすっていた。

　なんだかとても疲れた。

　こんなに疲れたのも、こんなに泣いたのも、生まれてはじめてのような気がした。

　五月の空はとても青くて、ツツジのあざやかな紅が目にしみた。少年の肩の温度が、濡れてべとべとの頬ほおにここちよかった。

　少年が、小さな声で何か言った。

　ごめんね、と、そう言ったように聞こえた。

　美み弥や子こはもう一回少年の足を蹴り、ぬくもりに頬を押し当てて、はれぼったい瞼まぶたを、そっと閉じた。



　……そうだ。

　あの人が力がないというなら、あるように鍛えればいい。

　わたくしと結婚する人なのだもの。それくらいの力、ないはずない。

　わたくしと結婚するのだから、わたくしが言って、がんばらせて、みんなに認めさせれば、父様だって母様だって、青しよう野のの叔父叔母だって、何も言えなくなるはず。

　鍛えてあげなければ。だって、わたくしの旦那様になる人なのだもの。

　誰にも、あの人を馬鹿になんてさせない。

　あの人を傷つけていいのは、わたくしだけ。



　――だってわたくしは、遼太郎さんと結婚するのだもの。



　閉ざされたままの少女の目から、一筋の涙が頬をつたった。





「いったいなんなんだ――あれは!?」

　茫ぼう然ぜんとアレックスが呟つぶやいたのも無理はなかった。

　すぐあとから首を突きだした遼太郎は、予想をはるかに超えた異様な光景をそこに見て肝をつぶした。ジンジャーひとりがきびしい顔で唇くちびるをひき結び、息を殺してあたりの様子をうかがっている。

　すでに地上からは五百フィート、つまり百五十メートルちかくは潜っているはずだ。そんな地底の奥底に、これだけの空間があるとは誰が予期したろう。

　遼太郎たちが首を出している穴のかなり上に、ゆるいカーブを描く大天井がある。その頂点までもおそらくかなりの距離があるだろうが、さらに床となると、見おろすだけでもくらりとするくらい高い。

　上から下までとなると、おそらく九十フィートはくだらないのではないか。灰白色の石組みとローマ風の丸い石柱はほとんど崩くずれておらず、ここがロンドン最古にして発祥の地、ロンディニウムだということなど、いわれていても信じられない。ここが作られたのは、少なくとも二千年以上も前のことのはずなのに。

　ちょっとした運動場ほどはあるその空間のまん中に、奇妙な物体が設置されていた。

　黒い玄げん武ぷ岩がんの自然石を磨き、そのまま円形に立てて並べてある。周囲の人工的な柱とは対照的だ。本来、なんの手も加えられていないはずのつやつやした表面には、びっしりと、金で何かの呪じゆ文もんと文様が書かれていた。壁ぎわにそってぐるりと赤く光るガラス球が立ち並び、それが空間を充たす赤い光のもととなっている。

　石の環わの中心には、もっと異様なものがあった。

　ごくおおざっぱに言えば、人間の形をした作りかけの粘土の像のように見えたが、その背丈は、通常の人間の約四倍はあった。

　しかも、それは上半身だけの話なのだ。ぐにゃりとした灰色の巨人の下半身は床の下にめり込んだようになっており、ここから確認することはできない。

　どろんとした目はどこを見ているようでもなく、無毛の頭には、針のようなものがいくつも突き立っている。

　その上、巨人の全身には、鋼鉄のおびただしい機械部品が埋め込まれていた。

　あちこちから金属のシリンダや、パイプや、歯車やギアや排気筒などがところきらわず突き出し、幅広い肩や首や分厚い胸の下からひっきりなしに蒸気を噴き、きしみを上げ、ガタガタカチカチシューシューと音をたてて蠢うごめきつづけている。

「あいつ」

　怒りを抑えきれない様子でジンジャーがうなった。

「本気で〈聖なる石〉を汚す気なんだな」

「見ろ、あそこに誰かいるぞ」

　アレックスが指さした。

「――美み弥や子こさん！」

　遼りよう太た郎ろうは思わず身を乗りだした。

　どうして美弥子がこんなところに寝かされているのだ？　さらわれたのは、王女メガエラではなかったのか？

　謎なぞの石柱群の中の、奇怪な人間と機械の混交物の前に横たえられているのは、確かに、〈女主人〉の宮廷で見せられたのと同じ、美弥子の姿だ。

「誰かが先回りしてここに運んだか、それとも――」

「最初から、にせ者を見せられていたか、だな」

　けわしい顔で、アレックスがゆっくりと言った。

「おい、そこの、騙かたり者の回し者。これはいったいどういうことだ？　まさか、知らなかったとは言わせないぞ」

　手をのばしてジンジャーをつつく。

　ジンジャーは歯を食いしばって、何も言わなかった。ただ、するりと身をかわして、ほぼ垂直の石の壁に手足をかけてぶらさがった。

「あ、おい!?」

　アレックスがあわてる。だが、ジンジャーは逃げようとしているわけではなかった。

　ささやかな壁のくぼみに足をかけ、手で探り、転落すればたちまち命はないであろう高さを、まるで壁に貼はりつく小グモのようにするすると下っていく。

「ジンジャー！　危ないよ！」

　遼りよう太た郎ろうが声をかけても振り返りもしない。動きをいっそう早め、見る間に壁を半分より下まで降りてしまう。

　遼太郎は決意を固めた。

「お、おい、どうする気だ!?」

　自分も穴から身体からだを突きだし、縁に手をかけた遼太郎に、アレックスがぎょっとした顔を向けた。

「追いかける」

　しっかりした声で遼太郎は言った。

「心配いらない。こういうことは、故郷でも時々やらされてたんだ。修行の一環としてだけど。まさか、こんな時になって役に立つとはね」

　命綱なしでの、ほぼ垂直な崖がけ昇りと下り。

　今となっては、墜死してくれることを望まれていたのかもと思いもするが、あの当時は言われたことをこなすので精いっぱいだった。おかげで、こういう場合どうすればいいか、手をかけてはいけない場所と安全な場所との区別はつくようになっている。

「君はここに残っていていいよ、アレックス。素人には、この壁をロープなしで降りるのは危険すぎる」

「なんだと、馬鹿を言うな。僕は」

「……偉大な大魔術師バレウシス・サロモン。わかってるよ」

「バ・シ・レ・ウ・ス、だ」

　一語一語区切って訂正してから、アレックスは唇くちびるを尖とがらせた。

「とにかくだ、僕のような大魔術師が、お前たち素人を放っておくなんてとんでもないぞ。

　僕の助けがなければ、お前たちはあっという間に暗黒の力に呑のみこまれてしまうんだ。安心しろ、ちゃんとついて行ってやる――後ろから」

　最後の一言はさすがのバ（略）も、眼下はるか下の床と自分との距離を考えるといささかおじけづくものがあったのだろう。しかしそれを表に出さない努力は少なくとも称賛に値する、と遼太郎は素直に思った。

「わかった。じゃあ、僕のあとからゆっくり下ってきてくれ。僕が使った以外の手がかりや足がかりにはさわらないように気をつけて。くれぐれも、急いじゃ駄目だ。落ちたら、今度こそほんとうに命がないぞ」

　めずらしく、アレックス坊ちゃんは何も言わずに指示に従った。遼りよう太た郎ろうの言うことが正しいのはわかっていたのだろう。

　遼太郎は大きく息を吸って、穴のふちに手をかけた。勢いをつけてぶら下がり、とつぜんの浮遊感と腕にかかった重みに、つい呻うめき声をもらす。

　慎重に下りはじめる。できるだけ下までの距離は考えないようにし、足先と、手先の感覚だけを極限まで研ぎすます。故郷でやった修行の時の感覚を、思い出そうと努力した。

　あの時は、ここまでせっぱつまった状況ではなかった。少なくとも命がかかっているのは自分一人だけだったし、とにかくそばに監督者がいたことはいた。

　だが今は一人だ。その上、少なくとも二人分の、もしかしたら三人の、命が自分の一挙手一投足にかかっている。ジンジャー、美み弥や子こ、それからアレックス。

　一秒一秒がひどく長いように思える。今は何時だろう？　五時？　五時半？　今にも六時の鐘が鳴りひびいて、美弥子の命が終わってしまうような気がする。

「おい」上から少々情けない声がした。「まだ降りるのか？」

「もうちょっとだよ。がんばって」

　遼太郎もそれだけしか答える余裕がない。

　歯を食いしばり、伸びるだけ足を伸ばして、次の足がかりを探る……見つけた、と思った瞬間、二千年を閲けみした石組みはぼろりと崩くずれて、砂すな埃ぼこりとなって舞い落ちていく。

　二人の少年は黙々と垂直の壁面を下りつづけた。



　　　２



　ジンジャーはほとんど音も立てずに壁面を降りきり、すり減った床に立った。

　あたりにはあの異様な機械と肉の巨人以外、動くものはない。さっとあたりを見回し、環状列石の中心に設置されたけがらわしい物体を刺すような目で睨にらみつける。

　怖れげもなく怪物に近寄り、石の環わに一歩足を踏みいれようとした、その時。

「よくいらっしゃいましたな、王女、メガエラ殿下！」

　誰もいなかったはずの石のかげからぬっと黒いスーツの腕が突き出てきた。不意を打たれたジンジャーは手首をつかまれてよろめき、そのすきに、がっちりと身体からだをかかえ込まれて口をふさがれてしまった。

「いつ来てくださるかと心待ちにしておりましたぞ。いかに私といえども、いったん〈女主人〉の力の環の中に隠されてしまったあなたを探りだすのは至難のわざ。しかし、あなたはこうして自ら足をお運びくださった、犠牲の子羊のように、粛しゆく々しゆくと頭を垂れて。おかげさまで、私の計画もどうやら最終段階に至ることができるようですよ」

「何が最終段階だい、ざけんなこの野郎」

　口を押さえた手を振り払って、ジンジャーは激しくいった。

「母ははさまが、お前のことくらいわかってなかったと思うのか？　小汚い、上の世界の救いようもないクズめ。あんまりにもクズだったんで、仲間からもほっぽり出された本物のゴミクズのくせして。かわいそうなジャッキー・ブラック！　こんな腐った野郎に姿とネズミたちを奪われるなんて、死んでも死にきれなかったろうに」

「ほほう、私のことはわかっていた、と？」

　ゆっくりと、彼は姿をあらわした。

　その姿は、クリスティーナたちを〈女主人クイーン・マザー〉の宮廷で出迎えた伊達男の〈女王陛下のネズミ捕獲人〉そのままだ。だが、口元に浮かべたなんともいやらしい笑みが、すべてを裏切っていた。

「ならばなぜおめおめと、姿をいつわってまでここに来られたのですかな。しかも、よけいな地上の魔術師まで呼び込んで。おかげでよけいな手間がかかったではありませんか。まあ、あなたがたの旧式な魔女術ウイツチクラフトでは、わが魔術と融合した鋼鉄の魔科学にはかなわないのはよく承知しておりますが。

　それに、ほら、あそこの二人」

　はっとしてジンジャーがふりかえったとたん、うわっと悲鳴がしてどすんと何かがぶつかる音がした。

　アレックスがとうとう足を踏みはずし、下にいた遼りよう太た郎ろうもろとも、最後の二十フィートばかりを転落して床に転げ落ちた音だった。二人折り重なったままぴくりともしない。

　二十フィートといえば、家の二階から転げ落ちるくらいの衝撃はある。どこか骨を折ったか、最悪、頭の骨か首の骨か――

「あいつら」

　ジンジャーの声は恐怖と怒りに凍りついていた。

「何考えてんだ。あそこにいりゃあ、少なくとも安全だったのに」

「おそらく、仲間をひとりでは行かせはしないという美しき友情の証あかしでしょうな……それとも、恋心のなせるわざとか？　おや、なぜ赤くなられますか」

　と片手を広げて、

「あそこにいるのは確かに、あの黒い髪の少年の婚約者とかいう娘ですよ。

　まあいちおう連れてはきましたがね、しかし、いくら処女とはいえ、黄色いアジア娘の血では、とうてい私の芸術作品の完成には足りない。ここはぜひともあなたの、その二千年をイングランドと共に生きる魔女の血を、捧げていただきたいのです。

　あなたのじゃじゃ馬な――これは失礼――気丈なご性格からして、自分といつわられた別の娘がとらわれていると知れば、名誉にかけても、おん自ら取り戻しに来られずにはいないと考えておりました。期待通りの姫君で、うれしゅうございますよ」

「くそっくらえ」

　ジンジャーはペッとつばを吐き、すばやくそのまわりにつま先でくるりと円を描いた。

「おてんば、どたんば、やまんばにやり！Hinx, minx, the old witch winks」

　躍起になって口を押さえようとする相手を払いのけて唱える。

「はねっかえりのジョーンジヤンピング・ジヨーン、敵をはねとばせ！」

　ジャッキー・ブラックの姿をしたものは、いきなりみぞおちに一撃を食らったようにうめいて身を折った。

　ジンジャーはしゃにむにその腕を振りほどくと、床に積み重なってぐったりしている遼りよう太た郎ろうとアレックスのもとへ走った。あと少しで到達するという時に、目の前に二つの、ひょろ長い影と横幅に広い影が立ちふさがって、二人そろって通せんぼした。

「さてさて、やはり女というものは、いつでも男に引きつけられるものと見えるな、ポッター氏うじ（シューッ）」

「しかしまた、そこが女なるものの可愛ゆいところよ、パッター氏（かちっ、かちっ）」

「裏切り者ども」

　ジンジャーは後ずさった。

「邪魔をするな！　お前たちは、自分がいったいどんなことに荷担しているのかわかっているのか!?」

「もちろんわかっておりますとも、王女殿下（シューッ）」

　パッター氏が針金のような指を組み合わせて、慇懃に答えた。

「しかし、職人たるもの、おのれの技術に誇りを持つ分、その技術を軽視なさる方のもとで働くことはいたしかねるのでござります。おん身の御母君は、われらの奉仕を軽く見られ、比すればあまりにささいな者の死について、われらを非難なされました。

　そこでわれらまっとうな職人といたしましては、荷物をまとめ、ほかにわれらを評価してくださる雇い主を捜さがすほかにはなかったわけでございまして」

「『ささいな者』だと？」

　ジンジャーの声は危険なまでに低くなった。

「ピーター・ピッターの名も地に墜おちたな。その『ささいな者』たちが、やっと身を寄せる場所を見つけたのがうちの母ははさまの王国じゃないか。あそこでは、どんなものだって平等なんだ。どんな小さな一人の死も、ほかの全員の悲しみになる。お前は『ささいな者』一人を殺したんじゃない、王国全体を傷つけたんだ。それも、なんの意味もなく、ただ殺したかったから殺したというだけで。ひどく残虐に。念入りに」

「職人というものは、時には自らの腕を磨かねばならぬ必要もござりまして」

　パッター氏は平然としていた。

「あの売春婦、確か黒いメアリブラツク・メアリとか呼ばれておりましたな。小娘にしては大層な名前で。

　たまたまあそこにいたのみではござりますが、あの娘がこの先生み出すであろうさして重大ならぬ日々に比ぶれば、われらの日々の鍛錬のいかに重要なるべきかが、女王にはわかっていただけるものと存じておりましたが（シューッ、シューッ）」

「しかも、あのころは思い上がったとある〈上〉の若者が、われらの向こうを張って行動しておりました。ホワイトチャペルやら何やらで、実に稚ち拙せつなやり方で（かちっ）」

　ポッター氏が注釈を加える。

「そこでわれらとしては、自衛の必要を感じるとともに、ものを知らぬ若者に本物の職人仕事を教えてやらねばという使命感にかられたのでございますよ。むろん若者にも、あとで身をもって、われらの腕前を実地に体験していただきましたが（かちっ、かちっ）」

「知ってるよ。肝かん臓ぞうを取ってフライにしたんだ」

「腎じん臓ぞうを、ですかな」

　とパッター氏が礼儀正しく訂正する。

「まあそれはそれで、わが身でなしたることが彼の身にもどってきたばかりのこと。（シューッ）われらが責められる理由はいささかなりともないものと愚考する次第で」

「だが女王は責めた」強い口調でジンジャーは言った。

「どんなに小さな一人でも、わが王国では大切な一人なんだ。それを、お前たちは」

「だからといって、われらが尊敬すべき商会主を譴けん責せきすべきではございませなんだ！」

　いきなり、パッター氏の声がほとんど聞きとれないほどかん高くなった。

　ジンジャーは思わず耳をふさいだ。ポッター氏が銀色の歯をむきだし、声をあげてすすり泣いた。機械の巨人がシューッ、カチカチと音を立て、パッター氏の黒眼め鏡がねの下からは、滂ぼう沱だの涙があふれて顎あごへとしたたり落ちていた。

「尊敬すべきピッター氏うじにとっては、宮廷よりの不名誉にして意に染まぬ追放は、この世の何より堪こたえるものだったのでございますよ、王女殿下」

　激情にふるえる声でパッター氏は言った。

「哀しい哉かな！　われらが素晴らしき師は、絶望の淵ふちに陥ったあげく、ついに自らその命を絶ったのです。それまで身につけた、あらゆる技法をわれとわが身に試したあげくに。

　彼の遺のこしたものを発見したときのわれらの驚きと悲しみ、そして真の芸術たるものへの感嘆を、言い表すすべはどこにもございますまい。

　それを目にしつつ、われらはたがいに誓い合ったのです。いつかはこの比するものなき芸術を、愚かな大衆とその世間に、認めさせずにはおくまいと」

「その結果が〈上〉のちんけな魔術師の使い走りになって、俺を下水道から下水道へ追いかけ回すことかい。は！　まったく、ごりっぱなもんだね」

　わざとらしくジンジャーはにやりとした。

　パッター氏は動じず、ポッター氏が差しだしたハンカチをうやうやしく受け取って、念入りに涙を拭ふいた。きちんと折りたたんで同僚に返してから、

「そのご指摘には痛み入ります、王女殿下。しかし何事も、見たことが必ずしも真実ではないというのが通例でございまして。や、われらの雇い主がこちらに参りますな」

「よもやま話は終わったかね？」

　悠ゆう然ぜんたる足取りでジャッキー・ブラック、またの名を〈評議会〉のアンプルティ氏が上機嫌に近づいてきた。

「さて、そろそろ時間だ。五時四十五分を過ぎている。あのくだらぬ女魔術師は水に流されてしまったそうだが、用心に越したことはないからな。そろそろ儀式の最終段階にかからねば。――パッター君、ポッター君、いささか偶発的な事故はあったものの、君たちの働きには心から感謝するよ。君たちの敬愛する天才は、新時代の神として、この世に復活するのだ。見なさい、あの勇姿を」

　環状列石の中心にうなり声をあげる、人間と機械の混成物を手で示してみせる。

「あれこそは科学技術と魔術、人間の叡えい智ちの二つの極点が融合した、究極の神の姿だよ。

　年寄りどもは頭が固すぎるのだ。いつになっても『まだその時期ではない』、『慎重な対応が要求される』、あげくには『君は少しばかり思い上がっていやしないかね、アンプルティ君』。ばかばかしい！」

　むきだした白目はいくらか血走っていた。

「年寄りどもには、わが英国の置かれている状況がどれだけせっぱ詰つまっているのか理解できんのだ。手遅れにならんうちに、他国に追いつかれぬだけの圧倒的な先進技術を手にしておかねば、偉大なる大英帝国はあっという間に三流国家に落ちぶれてしまう。私はただ、愛国心からのみ行動しているのだ、なのに、あの老いぼれどもときたら――」

　その時、口をつぐんでうつむいていたジンジャーが、いきなり大声で叫んだ。

「今だ――走れ、遼りよう太た郎ろう！」

　いい気分で演説していたアンプルティがぎょっとして言葉をとぎらせる。

「走れ――あの娘こを石の中から引っぱり出せ！　儀式の場から外すんだ、はや――」

「えい、黙れ、この小娘！　つっ」

　思いきり手に噛かみつかれて、アンプルティは顔面に朱の色をほとばしらせた。

「捕らえろ！」

　パッター氏とポッター氏にむかって怒鳴る。

　だがその時には、遼太郎は飛びあがって走り出していた。出せるかぎりの猛スピードで、そばに誰もいなくなった石の環のほうへと走る。

　二十フィート、ほぼ六メートルも転落して、無事でいられるわけがないと考えたのが魔術師の早計だった。そんなことくらい、遼りよう太た郎ろうは日本でのつらい修行時代に、何度も経験していたのだ。

　その際に、どのような受け身を取ればよいのかも、ほぼ完かん璧ぺきにわかっていた。今まで動けなかったのは、ジンジャーがこちらに目くばせするのを見たことと、それから、すぐあとに落ちてきたアレックスが、まともに背中の上に転げ落ちてきてくれたおかげでしばらく息ができなかったからにすぎない。

　幸か不幸か、アレックスもおかげで怪け我がはしなかったようだ。ううんと唸うなりながら、もぞもぞ動きかけている。

　遼太郎は黒い二人組よりわずかに早く、石の環わの中に入りこんだ。殺し屋二人は石の環に入る前に急にためらったように見え、遼太郎はその隙すきに、ぐったりとした美み弥や子こをかかえ上げてすばやく環の反対側に脱出した。

　美弥子を後ろに降ろし、背中にかばって身がまえる。かなわないまでも、できるだけの抵抗はしてやろうという、絶望的な闘志が目にみなぎっていた。

「この黄色い小僧っ子めが！」

　アンプルティが怒号し、そちらにむかって手をのばそうとする。

「待て、この悪党め！」

　いきなり足にしがみつかれてつんのめった。

　落下のショックでまだふらふらしているアレックスが、前後の区別もよくつかないまま、がむしゃらに敵らしいと見当をつけた足にしがみついてきたのだった。

「貴様、この呪のろわれた悪徳いんちき魔術師めが！　ミス・モンフォーコンはどこへやった？　このバシレウス・サロモンの前にはすべてお見通しだぞ！　ええい、これでもくらえ！」

　ばっ、と投げつけたのは何かの灰と、塩とスパイスとその他得え体たいのしれない何物かを混合した粉。魔術的効果はともかく目つぶしには抜群で、アンプルティは激しく咳せきこみ、くしゃみをし、身を二つに折って身もだえた。その間にジンジャーはやっと拘こう束そくをすり抜けた。すばやく飛びすさって身構える。

「こうなったら猶ゆう予よはせん」

　アンプルティはやっとくしゃみを納め、まっ赤に染まった目と顔をジンジャーに向けた。

「今すぐ儀式を始めるぞ。そのきたならしい喉のどを裂いて、まっ赤な血潮をあいつに浴びせかけてやる。心臓を取りだして、あいつの駆動部に埋め込むんだ、そうすればあいつは安定し、私の言うことをなんでも実行する、新時代の神として覚かく醒せいする――」

「残念ながら、そういうことにはなりませんな、アンプルティ殿（シューッ）」

　いやらしいシューシュー声が、ほんの間近でした。

「なに？」

　アンプルティが唖あ然ぜんとして振り返った。

　そのとたん、一丁の鋭いナイフが、ジャッキー・ブラックの伊だ達て男の扮装を突き通し、アンプルティの心臓をえぐり出していた。





「パ、パッター……？　ポッター……？　お前たちはいったい……」

「どうぞ誤解はなさいませんように、姫君（シューッ）」

　ぺたんと後ろにしりもちをついたジンジャーに、パッター氏はナイフの先に刺した心臓を注意深く調べながら言った。

　いつのまに石の環わからもどったのか、誰にもわからなかった。相対していた遼りよう太た郎ろうも、いきなり敵が目の前から消えてぽかんとしていた。

　魔術師の心臓にはやはり魔力がこもっているのか、それとも魔術の儀式のどれかの効力か、体外に取り出されてもいまだにどくどくと脈打ち、新鮮な血を噴き出し、血の海にのたうつもとの持ち主の上に、まっ赤な血の雨を降らせていた。

「われらはあなた方を目撃者に選んだのでございます。そう、選ばれし鑑賞者に。

　われらが技を世界にしめし、ピッター氏のいかに偉大なるか、われらピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会が連綿と磨いてまいりました技術の神しん髄ずいを、世界に向かって公開するために」

「なん――だって――それじゃ」

　ジンジャーの頬ほおが紙のような色になった。

「それじゃ、あの、機械とまぜこぜになってる、あの人間は」

「いかにも。姿はいささか変わっておりますれど、あれこそはわれらが師にして、栄光あるピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会の商会主、ピーター・ピッター氏のそのお姿にございますよ（シュー、シューッ）」

　吠えつづけるそいつに向かってうやうやしく頭を下げる。

「われらが望むピッター氏の復活には、あなた様のごとき汚れなき処女の血など不必要。むしろこの男のごと、我欲と権力欲に溺おぼれ、世を拗すね、恨うらみ妬ねたみとうぬぼれと、底なしの愚かさに毒された現代人の真っ黒な心臓こそがふさわしゅうございます。（シューッ）

　これにて、すべてのパーツはそろいました。あなたさまをここへお連れしたは、この男に一時の希望を与えたうえで、最後にして最大の絶望に突き落としてやらんが為と、恩ある女王の娘御であられるあなたさまを、光栄ある最初の観客として選ばせていただきました為と、ただ、この二つにおいてでございます（シューッ）」

「そんな……馬鹿な……」

　ジンジャーはぺたりとその場に座りこんだ。

「さあ、来るがいい、ポッター氏うじ」

　血に染まった枯れ木のような手で、パッター氏は同僚をさし招いた。

「われらが望みがついにかなうときが来たのだ。偉大なるわが師と、ともに一つとなり、永遠にして至高の芸術である殺しというものの精華を、何もわからぬ大衆にたっぷりと見せつけてくれようぞ（シューッ）」

「待ちかねましたぞ、パッター氏うじ」

　ポッター氏は喜々として、跳ねるように仲間のところへやって来た。

「われらが積年の望みがこれで成就いたします。（かちっ）まったくもって、アンプルティ殿には感謝のいたり（かちっ、かちっ）」

　深々と頭を下げ、鉄で張った歯をさも楽しげにかちっかちっと鳴らした。

「それでは失礼いたします、姫様、殿様方。この後の見物を、どうぞお楽しみに」

「待て……」

　ジンジャーは立ちあがろうとしたが、足が動かなかった。気丈な彼女にしてはじめて、恐怖のあまり身体からだが動かないという事態に直面していた。

　必死で何か呪じゆ文もんを、使える魔法を思い出そうとするが、頭が真っ白になって何も思いつかない。

　それに使えたところで、あの魔女の苦手な鉄、――魔法のおよばぬ科学というものと、魔術の混交であるあの怪物に、通用するような魔女術ウイツチクラフトがあるとも思えなかった。

　遼りよう太た郎ろうが走ってきた。背中には、気を失ったままの美み弥や子こを背負っている。

「ジンジャー！　ジンジャー、大丈夫かい!?」

「止めて……あいつらを……」

　うわごとのように呟つぶやいて、ジンジャーは恐怖に満ちた悲鳴をあげた。

「あいつらを止めて！　あいつらは――あいつは――イギリス中の、世界中の、人間を手当たりしだい皆殺しにして回るつもりだ！」





　パッター氏とポッター氏は血のしたたる心臓をささげて、ピッター氏となるべき巨人のもとへと到達していた。

「では、ポッター氏」とパッター氏が言った。

「いかにも、パッター氏」とポッター氏が言った。

　二人は同時に巨人の、青黒い粘土のような皮膚に手を触れた。

　皮膚はずぶりと手を呑みこみ、足を呑のみこみ、胴体を呑みこんで、血のしたたるアンプルティ氏の心臓と血まみれのナイフをずぶずぶと呑みこんでいった。

「おおおおおお！」

　パッター氏が呻うめいた。

「なんたる苦痛……なんたる恐怖……なんたる恍こう惚こつ！　これこそが殺しの、死の神しん髄ずい！　今こそわれら悟りましたぞ、ピッター氏うじ！　のう、ポッター氏よ！」

「ウウウウウムムムムム」とポッター氏。

　おそらく賛同の言葉を述べていたのだろうが、その時には、口も鼻も喉のどもすっかり巨人の体内に呑のみこまれていて、音声を発することが難しくなっていたのだった。ただ、むっちりした手を振って愛想よく世間に別れを告げることで、自分がいかに上機嫌であるかを告げる努力は忘れなかった。

　巨人が身震いした。

　それは今までの震動などとはくらべものにならない、天地を震動させるかのごとき武者震いだった。不格好な粘土細工のようだった肩がぐにゃぐにゃと動き、変形し、ぱっくりと巨大な口がその場に開いた。

　その口には針のように研とぎあげた、鋭い歯がずらりと並んでいた。

　続いて、腰のあたりがぐねぐねと蠢うごめき、第三の口が開いた。歯ががちっと音を立てた。

　斧おののように研ぎあげられた鋼鉄の歯が、誕生を喜ぶかのようににったりと笑った。

　巨人は咆ほう哮こうした。



『素晴らしき哉かな、世界！』















　そしてゆっくりと動き出した。身をよじり、肘ひじをついてもがき、胎たい児じが自ら産道から抜けだそうとするかのように、不格好な手を突っぱって。

　埋められた腰から下が、しだいに地中から引き出されてくる。

　周囲の石柱に描かれた金色の文字が、端から血の色に染まっていく。

「ど、どうすればいい!?　どうすれば止められるんだ、あいつを!?」

「わ、わからない――わからない――俺にはわからないよ！　どうすればいいんだ!?」

　その時、あらたな大音響が天井のほうから降ってきた。

　思わず振り仰いだ遼りよう太た郎ろうはそこに、鋼鉄の翼を広げる銀髪の天使と、その腕に抱きかかえられた眼鏡の青年と、豪ごう奢しやな金髪をなびかせたエメラルドの瞳の男装の美女が、まるで聖堂に描かれた裁きの天使のように、舞い降りてくるのを見た。










第六幕　わたしにゃ見当もつかないね

　　　　バウのおおきな鐘がいう





　赤あか羽ばね美み弥や子こは夢を見ていた。

　少なくとも、自分ではそう思っていた。でないとこんなにすぐ近くに、こんな鼻がぶつからんばかりの距離に、遼りよう太た郎ろうさんの顔があるわけなんてない。

　しかも、ひどく心配そうに、泣かんばかりの顔でこちらをのぞき込んでいるなんて。

「美弥子さん！」

　夢が口をきいた。声までそっくりだ。

「よかった！　気がついたんだね。立てる？　どこも痛くない？」

　ずいぶん親切な夢だこと。でも夢だから、そういうこともあるかもしれない。

　美弥子はうっとりと微笑ほほえみ返し、それから、鼻をつくすさまじいばかりの悪臭とあたりに轟とどろく轟ごう音おんに気がついた。自分が遼りよう太た郎ろうの膝ひざ枕で、横になっていることも。

「臭くさい！」

　ぴょんと起き上がって美み弥や子こはどなった。

　頬ほおが熱いのは怒りのせいだとむりやり思いこむことにした。

「臭いですわ！　なんですの、遼太郎さん、そのひどい臭におい！　そんな泥だらけの手で触るなんて、ああもう、なんて無神経な方ですの？　服がめちゃくちゃ！　頭からなにから、泥だらけじゃありませんの！」

「ご、ごめん」

　遼太郎は小さくなった。

「ここまで来るのに、下水道を通るしかなかったもんだから。途中で汚水に流されるとかしたし。とにかく、元気そうでよかった。そんなわけでとつぜんで悪いけど、ちょっと、逃げる準備とかしてくれる？」

「逃げる準備……？　え？」

　ぎくっとしてあたりを見回し、硬直した。

　彼女としては街角でいきなり目の前が暗くなり、意識が吹き消されるように消えて以来、何があったのかさっぱり覚えてはいないのだが、目の前で繰り広げられている光景が尋常のものでないことはわかった。

　どこにも出口のない、丸天井の石造りの広場に林立する黒い環状列石。

　血色に燃える、刻みこまれた呪文の数々。

　どこからともなく漏れてくる赤い光と煙の刺激臭。

　それらの中にひときわ黒く高く屹きつ立りつする、不気味というもおろかしい巨人の影。



『素晴らしき哉かな、世界！』

　巨人の頭部の口がくわっと開いて吠えた。

『素晴らしき哉、人生！』

　肩に開いた口が、針状の歯のあいだからシューシューと蒸気を噴ふいてわめいた。

『素晴らしき哉、殺さつ戮りく！』

　腰に開いた口がガチガチと鋼鉄の歯を鳴らして叫んだ。

『並ぶ者なき我創造者、わが造りし真の芸術にして至高の美、死と血と麗うるわしき殺しの技を光なき大衆に分け与えんが為、今ぞ地上をめざさん――神として！　神として！』



　三つの口がいっせいに唱和する。

　すでに巨人は環状列石をほぼ抜けだし、足を石の床に置こうとしていた。人間一人ならば楽に踏みつぶせそうな扁平足が、みしみしと音を立てて地面にめり込んだ。

　つづいて、もう片足。ピッター・パッター・ポッターの巨人はずるりと身体からだを抜き出し、丸天井につかえんばかりの巨体をそらせて、地獄の底から轟とどろくような声で咆ほう哮こうした。

「な、なんですの、あれは!?　いったい何がどうなっていますの!?」

「ごめん、説明してる暇は今はないんだ。ジンジャー、アレックス、大丈夫？」

「う、うむ」

　意地と根性でアレックスは胸を張った。

「大魔術師バシレウス・サロモンがあの程度でへたばるものか。む？　あの悪徳黒魔術師め、どこかへ逃げおったな」

「それはとりあえず放っておこう。とにかく今は、あいつと、ここをなんとかしないと……ジンジャー？　ジンジャー!!」

　茫ぼう然ぜんとして座りこんだまま両手をついているジンジャーをとらえて、軽く頬ほおを叩たたく。

「しっかりして、ジンジャー！　あいつ、抜けだして行っちゃったよ。どうすればいいんだい？　ここのことをいちばんよく知ってるのは君なんだろ、しっかりしてよ！」

「まずはそこの、地脈に開いたパワーの穴を閉じることだな」

　後ろから冷静な声がした。

　遼りよう太た郎ろうは振り返り、いつも肝心のところになってからしか出てこないように思われる自分の雇い主を、きっと睨にらみつけた。

「なんだかこうなるのを待ってたみたいな登場ですよね。今までどこにいたんです？」

「おお、そんな。君にそんな言葉をかけられるなんて。これでも君たちとはぐれて、辛い苦しい思いをしながら、心細くも地下の迷宮をたどってきていたのに」

　おおげさに胸を押さえてよろめき、慨がい嘆たんの表情で天を仰いでみせる。

　それから、さて、と何事もなかったようにシルクハットをかぶり直して、

「そんなわけだから、あっちのでかぶつは私が始末する。君たちはそこの穴をふさぐのに専念したまえ。あいつとここは、まだ見えない絆きずなで繋つながっている。言ってみれば、へその緒のようなものだ。そいつを切らないかぎり、簡単には奴は止められない」

　なにがそんなわけなんだか、と遼太郎は思った。

「クリスティーナ・モンフォーコン――〈聖なる血〉の者！」

　涙でくしゃくしゃになった顔をジンジャーが上げた。

「さあさあ！」

　きつい調子でクリスティーナは言った。

「いつまでもそんな顔をしているものではない、〈女主人〉の愛娘、メガエラ王女。この地を護まもり、ひいてはロンドンとイギリスと、そこに住むすべての者の生命を庇ひ護ごするのが、君たちが担になう役割じゃないのかね？」

「王女だと？」

　アレックスがとんきょうな声をあげる。

　ジンジャーは――影の王国の王女メガエラは、ぴくりと背筋を伸ばした。

「し――知ってたのか？」

「この世では、誰しもが自らの役割を果たすよう定められている」

　無関心にクリスティーナは言った。

「私はあの怪物を狩り、あなたは破壊された大地の均きん衡こうを取りもどす。実に簡単な話だ。それに、あなたは一人ではない」

　と視線を走らせた先には、遼りよう太た郎ろうとアレックス、そして美み弥や子こがいた。

「ぼ、僕？」

　動揺する遼太郎に、クリスティーナは突き放すように、

「以前、シシィを救ったときのことはもう忘れてしまったかね？　自発的に力を出すことはできなくても、王女に生命力オドを提供してやることくらいできるだろうに。

　急がないと、もはや修復もできないくらいに穴は広がってしまうぞ。見ろ」

　指されて、遼太郎は息をのんだ。

　巨人が抜けだしていったあとの穴は、どす黒い、不吉な赤い光を放ちながらじわじわと大きくなり始めていた。はじめはほんの人間の腕でかかえ込める程度のものだったのが、今では、大人二人がやっと囲い込める程度の大きさにまでふくらんでいる。

　心臓の鼓動にも似た脈動が足もとを突き上げていた。それはイングランドの、死のうとしている大地そのものの、生命の鼓動なのかもしれなかった。

「では、成功を祈る。どちらか片方でも失敗すれば、この世は闇やみだ。おいで、レギーネ」

「はい、お嬢さま」

　クリスティーナはインヴァネスを翻ひるがえし、すでに広間の向こうの方まで進んでいった巨人を追いかけていった。あとからレギーネと、バイロン卿きようがぱたぱたと飛んでいく。

　遼太郎はしばらくその背中を見送り、それから、うん、と小さくうなずいて、また座りこんでいるジンジャーをふりかえった。

「ジンジャー――ええと――メガエラ王女、って呼んだほうがいいのかな？」

「……いい。ジンジャーで」

　ジンジャーはもう立ち上がりかけていた。涙をぐいとぬぐい、そばかすだらけの頬ほおと目尻をまっ赤にして、小さな身体からだに闘志をみなぎらせていた。

「三人とも、力を貸してもらうぞ。選択の余地はない。

　くやしいけど、俺の力だけじゃ、これだけ大きくなった穴はもとにはもどせない。穢けがれはあとでも祓はらえるけど、とにかく、この穴を塞ふさいでしまわないことには、話にならない」

「わかった」

　アレックスと美み弥や子こが口を開く前に、すばやく遼太郎は答えていた。

「どうすればいいんだ？」

「四人で手をつないで、力を俺に集めてくれ。なんでもいいんだ、とにかく、『穴よ閉じよ！』と思って、この穴が閉じていく形イメージを頭に描いててくれれば。

　ほかのことはいっさい考えないでくれ。何か好きなものを謳うたうか、唱えたほうがイメージがはっきりするってんなら、それでもいい」

「〈地の大天使の召しよう喚かん〉術なら最適だ」

　自信満々にアレックス。

「僕にまかせろ。あれなら完かん璧ぺきにマスターしている」

　……一抹の不安を遼りよう太た郎ろうは覚えずにはいられなかった。

「時間がない、はじめるぜ。みんな手をつないで、あの穴を囲んで。輪になって」

　ジンジャーが穴の反対側へ回り、手を差し出す。アレックスが勇んでその手をつかみ、もう片方の手でさっと遼太郎の手をつかむ。おろおろしているのは美み弥や子こだけだった。

「ちょっと、ちょっと待って……」

「おい、そこの娘、早くしろ！」

　アレックスが美弥子をせかす。

「だって……わたくし、わけがわかりませんわ」

　さすがの美弥子も泣き出しそうになっていた。

「いったい何が起こっていますの？　『穴』ってなんですの？　あの怪物はいったい何なんですの、クリスお姉さまはあちらで何をしていらっしゃるの、それに、遼太郎さんは」

「ごめん美弥子さん、あとでみんな説明する。だから」

　泥で汚れた手を、遼太郎は差しだした。

「今は――僕を、信じて」

　美弥子はじっとその手を見つめかえした。

　ふいに彼女の目に理解の光が宿った。

　この状況すべては、とうてい彼女の想像のおよばぬ場所にあいかわらずあった。だが、ただ一つ、遼太郎が危険を顧みず自分を救いに来てくれたこと、この泥まみれの手もひどい臭においも、自分のためになされたことだと、理屈ではなく、悟った。

　美弥子はそっと手をのばし、泥まみれの遼太郎の手に触れた。

　十歳だったあのころより、ずっと大きく、がっしりしている。そういえば、こんな風に手をつなぐのは、今がはじめてだ。

　遼太郎が強く手を握ってきた。力をこめて握りかえし、美弥子は、心のすべてを隣に立つ少年にあずけて、目をつぶった。

『樫かしの木のまわりをまわれ！　妖よう精せいども、古き塚の下なる住人、ヤドリギの下に立てる、美しき民、力ある良き民』

　ジンジャーの口から低く荘重な言葉がこぼれだした。太古から伝えられ、口から口へと受けつがれてきた魔女たちの祈りが、人によって蹂じゆう躙りんされた自然の経絡へととうとうと流れ込んでいく。

『おお・地の王よ・大地をそが足台にせし者よ・過去を固定化する者よ・』

　アレックスが自らの言葉で唱和する。

　遼りよう太た郎ろうが心配したようなことはまったく起こらなかった。魔術師の唱える呪じゆ文もんはよどみなく続き、魔女の王女の唱える自然の諸力たちへの祈りとからみあって、不思議なハーモニーをなした。

『われ汝なんじを召しよう喚かんす・わが中心に・わが助手として・わが大いなる作業において・われを助け・それにより・他の者たちを助けんが為に・』

『われ汝らに冠を捧ぐ、太古の賢者よ、樫かしの木によって示される導者ドルイドの叡えい智ちよ、彼らとの道を開きたまえ、傾ける天てん秤びんをつりあわせる術を教えたまえ、午前二時に踊る者たち、幻の鹿を追う王たち、この痛めつけられたる地に一いち瞥べつをくれたまえ、聖なる水の清きなぐさめをこの場に注ぎたまえ』

　しだいに両手が熱くなってくる。環わの中を、すさまじいばかりの熱量がぐるぐる回って吸いこまれていくのがわかる。背骨のまん中を稲光が走るようだ。

　遼太郎は口を開いた。意識することなく、一連の言葉がすべり出てきた。

『喚起せよ・喚起せよ・そは裂く刃にして鉄てつ槌ついなり・雷電なり・野獣なり・汝駆かける者・汝強き者・汝意志する者・あまねき権能を汝に付与せん・』

　美み弥や子こが驚いたように顔を向けた。

　ほとんど考えることなく、なめらかに遼太郎の言葉は続いた。

『乾きし地の霊・流るる水の霊・揺らめく風の霊・突き刺す炎の霊・』

『わが要求のすべてを実行せよ・大地を純化し・聖なる・栄光・新たなる・黎れい明めい・新たなる・碑を・ここに打ち立てんことを・誓うべし・』

『喚起せよ・飛ひ翔しようせよ・響け・切り裂け――汝、光の五重の剣！』

『――こぼたれたる砦とりでを支え、今こそわれに加勢せよ！』

　奈な落らくの穴がわななき、震え、いきなりなんの前触れもなく、きゅっと収縮して閉じた――轟ごう音おんもなし、噴ふきあげる火柱もなし、ぞっとするような地の底からの悲鳴もなし。

　ただ、何事も起こらなかったといいたげな、古い石の床と、水の流れで磨かれた、黒こく曜よう石せきの礎石がそこにちょこんと置かれていた。

　二千年前からずっとそうだったように。

　美弥子がぺたんと膝ひざをついた。そしてアレックスが、次に遼太郎が。

　最後にジンジャーが長い、長い吐息を吐き出し、ゆっくりとその場にくずおれた。





「ああ――あちらの処理は無事にすんだようだ」クリスティーナは言った。

「となると問題はほぼ私のこの肩にかかってくるというわけか。どうも責任重大だな。おーい！　そこの、でっかいの」

　前をのろのろと大おお股またで歩いていく機械と巨人の融合体に呼びかける。巨人は片足を上げた姿勢で静止し、軋むような動きでゆっくり男装の魔術師を振り向いた。

　シリンダーからシューッと蒸気が漏もれた。濁った目がきょろつき、口からかすかなうなり声が漏れた。

「こりゃまたひどく不細工だな。可か哀わい想そうに」

　クリスティーナは平然としていた。

「造形ってものにセンスがない。仮にも〈神〉を名乗らせる予定なら、せめて少しは見場よく仕上げればよさそうなもんだ。そんな格好で蘇よみがえらされちまった君にはつくづく同情するよ、ピーター・ピッター君、それからパッター君、ポッター君。君たち芸術家としちゃ、相当がまんのならない代物だろうに」

『我は……神なり……』

　再びくぐもった声が泥細工の唇くちびるからもれた。

『我は神なり……最高にして不可侵の、殺さつ戮りくの神なり……人の知らぬ死を、最高の、殺しなる美を愚かなる大衆に知らしめんとす、我は……神なり……』

「まあそう主張するのは勝手だね。いいたいことは多々あるが」

『我は――神なり……！』

　巨人の変形した手がクリスティーナの上にのばされる。

　ごつごつした掌てのひらから、ざわざわとおびただしい数のものが突出してきた。節くれだった細い何百本もの腕に握られた、ナイフ。手術刀。カミソリ。糸鋸のこ。斧おの。ハンマー。すべてが血にまみれ、引き裂くべきさらなる肉をもとめて期待におののいている。

「印形シジル〈主天使Dominions〉！」

　たちまちクリスティーナを覆った白光の壁が全方向からの斬ざん撃げきをはじき飛ばす。とまどったように巨人はうなり声をあげた。

「繊細さがない」クリスティーナは評した。

「ただただ力で押すばかりで、敵手の隙すきを楽しむ余裕と知性に欠けている。優雅さという点では最低だ。残念だよ、パッター君にポッター君、一度しか剣をまじえる機会はなかったが、君たちの刃さばきは、私としても感嘆のほかはない素晴らしさだったというのに」

　巨人は咆ほう哮こうして両手を振りあげ、クリスティーナにつかみかかった。

「印形シジル、〈能天使Powers〉！　――〈智天使Cherubim〉！」

　すべり込んできた銀髪の少女。メイドドレスを翻ひるがえして細い足が一いつ閃せんする。

　巨大な握り拳こぶしを一撃で叩たたき潰つぶすと、レギーネはさっと女主人の腰を抱きかかえた。不吉な金属のこすれあう音が、たちまち蒼あおい鋼鉄の翼を少女のかぼそい背中に作りあげる。

　しゃん！　と翼が歌った。潰された拳が地面に激突する一瞬まえ、レギーネは女主人をかかえて飛びたった。

　空中を移動する敵に巨人は野獣の吠え声をあげた。〈穴〉を閉じられ、もはやさしたる思考力も残っていないらしい。やみくもに手を振りまわし、身をよじり、飛びまわるちっぽけな相手を叩き落とそうともがく。

「打ち砕け、ロード・バイロン！」

　キイッと叫んだ小猿がみるみる巨猿の姿に変わり、大音響とともに巨人の前に降り立つ。

　泥のような肌に魔猿の爪が食い込み、巨人は蒸気機関車のようにうなった。歯車がはじけ飛び、どこかで切れた導管からオイルが噴き出して宙に弧を描いた。

　魔猿バイロンはそのまま牙きばを剥むきだし、吠え声とともに相手ののど笛に食いついた。引きちぎった。巨人の臑すねを支えていたシリンダーがとつぜん破裂し、苦痛と怒りの入りまじった咆ほう哮こうとともに、地響きを立てて巨人は膝ひざをついた。

「頃合いか。行くよ、レギーネ」

「はい、お嬢さま」

　バイロンがくるりと身を翻ひるがえしてもとの小猿に返る。クリスティーナは跳んだ。

　もがき苦しむ巨人のぶあつい肩にふわりと飛び降り、仕込み杖づえを抜き放つ。柄えにはめこまれたルビーがまばゆく燃える。

「ひとつだけ、いいことを教えてあげよう。――といっても、もう遅いだろうが」

　自分の体ほどもある大きな耳みみ朶たぶにむかって、クリスティーナは囁ささやいた。聞こえているかどうかは、もはや確かめるすべもなかったが。

「自分は神の指先だと思える瞬間は、確かにあるものだ。それは特に、何かを作り出そうとする人間にのみ許される、特別の恩おん寵ちようのひとときだといってもいい。

　だが、指先はあくまで指先でしかないのだよ、ピッター氏、それにパッター氏、ポッター氏。自分を指先ではなく、崇あがめられるべき神そのもの、自分こそが神聖不可侵にして不ふ可か謬びゆうの神だと信じた瞬間に、創造者としてのその者は死ぬ」

　しばし言葉を切って、クリスティーナはまた続けた。

「――魂の自殺だよ、お三方、君たちはそれをしてしまったのだ。

　大衆の喝かつ采さいを一身に受けるべきはおのが生む作品ならぬ、自分たち自身でなければと君たちが感じた瞬間に、由緒あるピーター・ピッター＆パッター＆ポッター殺人請負商会は、崩壊の時を迎えたのだ。

　派手な仕事で褒ほめ称たたえられる若者に嫉しつ妬としたなら、ただごく地道な、だがすべての力と、さらなる心をこめた仕事によってのみ、君たちは、彼に対抗すべきだった。

　結局のところ君たちを破滅に追いこんだのは〈女主人〉でもなければ、むろん、私でもない。あの〈評議会〉のはぐれ者などは論外だ。君たちは自分で自分自身の首に、首切り斧おのを振りおろしたのだよ――まあ」

　言葉を切って、クリスティーナはゆっくりと剣を構えた。

「こんなことを言って、今さら君たちの慰めになるかどうかはわからないがね。……

　レギーネ――印形シジル〈熾天使Seraphim〉！」

　巨人の頭上を舞うレギーネから、白く煮えたぎる清めの光が滝のごとく降りそそぐ。

　肉のこげる音とオイルの臭気がたちこめる。泡立ち、焼けただれていく肉体に巨人は身をもがき、吠えたけり、それでも、なんとかして地上へ頭をあげようとした。

『我は……神なり……われ……は』

　弱々しく手をのばしつつ、巨人は呻うめいた。

　肩と腰のふたつの口が、弱々しく唱和する。

『素晴らしき哉かな、世界……素晴らしき哉、殺さつ戮りく……真の芸術にして至高の美、死……麗しき殺しの技を……光なき大衆に分け……今ぞ地上をめざさん――地上……を……』

　ごそりと音を立てて腕が崩壊した。

　肩が外れ、地響きとともに上体が崩くずれおちた。ほとんど外形を失った巨体が、臭しゆう気きを放つ泥と化して床に山を作る。















　ひらりと床に舞い降りたクリスティーナは、剣を構え、気合いとともに、かろうじて残った頭部に突き立てた。

　ゆっくりと引き抜く。その先には、きれいに磨き上げられた一個の頭ず蓋がい骨こつが、額のまん中をつらぬかれて止められていた。

「エィメン」

　静かにクリスティーナは言った。

「もっとも、君が欲しかったのは、こんな祈りの言葉ではなかったのだろうけど」

　低いその告別とともに、剣先で頭蓋骨は砂となってさらさらと崩壊してゆき、一個の赤く光る結晶がちりんと音を立てて落ちた。





「おや、まだ生きてるんですね。しぶといなあ。心臓をくりぬかれたのに、ずいぶんな元気じゃないですか？」

　陽気な声が背後から降ってきた。

　血のあとを引きずりながら、必死になって床を這はいずっていた男は、恐怖にかられて振り向いた。

　えぐり出された心臓から流れる血はすでに赤さを失い、彼が独自に自らに注入していた、透明な霊液イコルになかばとってかわられていた。赤い筋をところどころにまじえた、ほんのり白濁した液体が泥の上をちょろちょろと流れ続けている。

「やっぱり他人の星気体アストラルを食うってのはよっぽど健康にいいんですね。今度、僕もやってみようかな。でも、今のこの格好はわりと気に入ってるんで、あなたみたいに他人の姿まで奪っちゃうのはいやですけど」

　おまえは、と彼は言おうとした。だが、もはや声が出なかった。

　たとえ心臓を奪われたとしても、仮にも魔術師として、自分の研究室まで逃げもどることができれば、いくらでも打つべき手はある。

〈女主人〉のなわばりであるこのロンディニウムには、いかに〈評議会〉の老いぼれどもといえども、そう簡単には手先を送り込めないだろうとたかをくくっていたのだが――

「ま、世間話はともかくとして」

　青年は肩をすくめて、威儀を正した。

「さっさと用事を済ませちゃいますね。自分ちのゴミはしっかり自分で片づけるように、怖いお嬢さんからもいわれてますし。あのですね」

　とかがみ込んで、いかにも親しい友人に話すように、微笑を浮かべて声をひそめる。

「〈大導師グランドマスター〉からの伝言です。

――『汝なんじ・滅びよ』」

　彼は口を開けようとした。

　だが、できなかった。見えない力が彼の顎あごを持ちあげ、足を持ちあげた。とうてい生きた人間には耐えられないほど身体からだは背中むきに反り返った。

　ごきり、と音がして骨が砕けた。

　それでも反り返る動きは止まなかった。さらにたたまれた。今度は横に。食いしばった口から、折れた歯が血の糸を引いてこぼれた。恐怖に満ちた目がつかの間の哀願を浮かべてぎょろついたが、それもすぐに見えなくなった。

　ごき、べき、と音を立てながら、彼の身体は着実に折りたたまれていき、やがて掌てのひらに載るほどの大きさの、血と肉の四角い入れ子の函チヤイニーズ・ボツクスが、宙に浮かんでいるだけとなった。

　それでも折りたたみは止まずどこまでも進行し、やがて、すべては小さな音とともに虚空に呑のみこまれた。

　赤い筋の混じった、ぬるぬるした液体のほかはすべて。

　微笑を浮かべて、彼はそれを眺めていた。

　――主様。

「やあ、戻ったのかい、メリュジーヌ」

　シヴィル・セント・クレアは嬉うれしそうに応こたえた。

「僕の言うとおり、ちゃんとしてくれたかい？」

　――はい。あの貴族の子供には傷一つなく。連れ二人にも、怪け我がはございません。

「そりゃあよかった。どうもね、あの子たちに何かあるとクリスティーナ嬢のご機嫌をそこねそうな気がしてならなくてね。ありがとう、メリュジーヌ。帰ったら、君の大好きなアヴァロンの泉の水で水浴させてあげるからね」

　――ありがとうございます、愛しいお方。でも……

「何かな、メリュジーヌ」

　――あの男装の女魔術師に関すること、〈大導師〉さまにご報告なさらなくてよろしいのでしょうか。おそらく……

「ま、お気には召さないだろうけどね」

　消え失うせた男の唯一の証あかし、血まじりの霊液のあとをじっと見つめる。

「しかし、僕としてもまだ調べてみたいことがある。それにはまだ、上の介入は邪魔にしかならないと思うんだ。それに、彼女はそう簡単に手を出せるような存在じゃどうもないらしい。きちんと計画を立ててからでないと、火傷やけどするのはこちらになる」

　――承知いたしました、主様。お言葉通りにいたします。

「愛してるよ、僕のかわいいメリュジーヌ。……さて、そろそろ表の仕事に戻ったほうがよさそうだ。アレックス坊ちゃんがじりじりしてる」

　一歩踏み出そうとして、ふと上を振り仰いだ。

　別の場所では、クリスティーナも同じことをしていた。

　レギーネも、遼りよう太た郎ろうも、疲れはてて座りこんだジンジャーも。アレックスも、美み弥や子こも、同じようにはるか上を見あげて、耳をすましている。

　深い深い地の底に、かぼそい蜘く蛛もの糸のようにかすかな響きが届いてきていた。

　午前六時。

　ビッグベンはおろか、ウェストミンスター、聖ポールをはじめ、大ロンドンに点在する大小さまざまな神の家、数多くの鐘――聖クレメント、聖マーティン、オールド・ベイリー、ショアディッチ、ステプニー、聖メアリ・ル・バウ――

　それら大いなる鐘たちの奏でる音が、複雑な地下迷路を延々とこだまし、二千年の時を越えるロンドンの礎のこの場所に、さざなみのように、涙の雨のように、静かに静かに降り落ちてくる。この場に充満した人の欲望と、嫉しつ妬とと、血と、思い上がりと死のあやまちをなだめ浄きよめるかのように。

　朝が、やってきたのだった。










終幕　さあろうそくだ　ベッドへ連れてくぞ

　　　さあまさかりだ　首ちょんぎるぞ





　その朝、ホルボーン、ニューゲイト街３６２Ａモンフォーコン邸の食卓は、いつにない緊張感につつまれていた。

　食卓の真ん前には、悲壮な顔をした遼りよう太た郎ろうが両手を膝ひざにそろえてちょこなんと鎮座している。まるで首切り役人の登場を待つ死刑囚の風ふ情ぜいで。

　暗い通路から聞こえてくる鎖くさりの響きと重い足音のかわりに、漂ってくるのは養鶏場が火事に遭っているまっ最中のようなひどい喧けん噪そうと、焦こげ、というかもはや炭に近いらしい臭におい、それに「きゃっ」とか「いやっ」とかいう、ますます不安を誘う悲鳴。

　声の主はむろん、美み弥や子こだ。

　少し前までのロンドンでは、広場で行われる死刑執行は公衆の健全な娯楽として一般に開放されていたということだが、今朝の食卓もその様相を呈していた。

　十時前には絶対に起きてこない女主人までいつのまにか顔を出して、にやにやしながらことの成りゆきを見守っている。リトルとバイロン卿きようは本能が警告したのか、どこかへ逃げて姿を見せない。唯一の囚人側の弁護人（ただしあまり事情はよくわかっていない）である和かず音ねが、とまどった顔で遼りよう太た郎ろうを見ていた。

「あの……兄さま、美み弥や子こさんと何かありましたの？　朝ご飯ならわたし、おっしゃってくだされば作りますけれど」

「いや、いいんだよ、和音」

　笑顔を向けはしたが、どうしても顔のこわばりがとれない遼太郎だった。

「美弥子さんに作ってほしいと言ったのは僕だから。和音はまた、別のときに作ってくれればいいからね」

「なんか、へんなにおいがするー」

　鼻にしわを寄せてシシィが口をとがらせる。

「かずねちゃんのときのほうがおいしそうなにおいだった……んぷっ」

「シスネお嬢さま、あちらでお好きな甘いココアと、イチジクジャムのビスケットをご用意しております。どうぞ、お部屋のほうへ」

　レギーネがさりげなく出てきてシシィの口をふさぎ、子供部屋へと誘導する。

「ココアとイチジクジャム？　わーい、レギーネちゃんだいすきー」

　あっさり連れだされていったシシィを見て、遼太郎はほっと一息。彼女をここに同席させておくことは、いろんな意味で危険すぎる。

　あの長かった一夜から、すでに三日。

　泥まみれ（レギーネとクリスティーナは除く）で帰ってきた四人を見て、和音はほとんどパニックに陥ったが、帰り道で乗った辻馬車が運悪くぬかるみにつっこんで、命からがら脱け出した、という作り話をなんとか信じこませることができたのは僥ぎよう倖こうだった。

　そのかわりひどく泣かれて困った遼太郎は、風呂は女性である美弥子に譲るということでその場を脱出し、裏庭の園芸植物に水をやるためのポンプで早朝に水浴びをやらかすはめになった。もう少しでその場で氷の像と化すところだった。いかに夏は近づいているとはいえ、基本的にロンドンというのはどこまでも底冷えする街なのだ。

　地下道を再びジンジャーに案内されて、一同はようやく地上に生還を果たした。

　アレックスはシヴィル青年に再会するなり、「主人をほったらかしにしてうろうろするとは何事だ！」と跳び蹴げりをくらわし――どうやらそれが彼なりの心配の表現だったようだ――慣れているらしいシヴィル青年は、「はいはいわかりましたよ坊ちゃんそれじゃ皆さんまたよろしくー」といつもの挨あい拶さつをして、陽気に手を振りながら、主人を馬車に押し込んで去っていった。

　あのあと熱など出していないといいが、それよりも、また母上の伯はく爵しやく夫人につかまって禁足処分をくらっているだけの可能性が高いと思われる。どっちにしろ、気にするようなバ（略）ではないだろうが。

　美み弥や子こを納得させるのは意外に簡単だった。やはり、霊的守護士を輩出する跡あと部べ家の血筋ということで、当主の旧知であるクリスティーナも、ここで似たようなことを個人的にやっているのだと解釈したようだ。

「それで、遼りよう太た郎ろうさんがこちらによこされましたのね。修行のために」

　と微笑ほほえんでいった。それから小さく「よかった」と呟つぶやいた。何がよかったのかと聞き返しても、ただ笑って、答えてくれなかった。

「それに、本当は何があったのかも、わたくしと遼太郎さんの秘密、ですわね」

「え？　うん。ああ。そうだね」

「……わたしたちだけの、秘密」

　両袖そでを胸にかかえるようにして、美弥子はこっそりくり返し、頬ほおを赤らめた。



　ジンジャーとはあのあと会っていない。二、三度買い物に出たとき、それらしい帽子をかぶった少年が走っていくのをちらっと見かけたり、〈女主人〉の玉座の前で音楽を奏でていたハーディガーディ弾きが市場で投げ銭を募つのっているのに出くわしたりもしたが、両方とも遼太郎のほうを見もしなかった。

　あの〈影のロンドン〉と、底なるロンディニウムに呻しん吟ぎんしていた機械と肉の巨人のことを思い出すとすべて夢だったような気がする。だが、この都市、少なくともこの邸では、夢だったと思うことの方が現実であることが多いのを、遼太郎もすでに学んでいた。

　大ロンドン。富裕と貧困、光と影、魔法と魔術が渾こん然ぜん一体となって蠢うごめく巨大都市。

　今でもあの空間はあそこにあって、立ち並ぶ円柱と、黒い石と、二千年を閲した石の壁に護まもられてあそこにあるのかと思う。あのちっぽけな一点が、このおびただしい数の生命と活動と喧けん噪そうを支えているのかと思うと恐ろしいばかりだ。

　ジンジャーたちはあそこの守護者なんだな、と思う。クリスティーナたち魔術師があくまで知性主義、かつ個人主義なのに対して、彼女たち魔女は、魔法の保持者たちは、大地と天の均衡を護りつつ、そこから少しばかりの力を借りている人たちなのだ。

　だから大地と、それから都市とつながって生きている小さな者たちをけっしてないがしろにしないし、それを傷つける者は絶対に許さない。

　ジンジャーは、うまくあの場所を浄きよめられたのかな……。

「……あの」

　食堂の扉が開いた。

　遼太郎はびくっと背筋を伸ばし、いやおうなしに、思いをこの執行の場に引き戻した。

　鼻をついた刺激臭に、超人的な努力で真顔を保つ。

「で、できましたわよ。ご朝食」

　お盆を手に入ってきた美み弥や子こは、必死に平静を保とうとしているのが見え見えだった。

　白いエプロンには、なんだったのかあまり考えたくもない染みが飛び、端っこが焦こげ、惨さん憺たんたるありさまになっている。

　そして、皿の上はもっと凄すごいことになっていた。

　不定形の、あちこちに黒い破片が貼はりついた、おそらくお結びになる予定だったもの。

　たぶん海の苔りだろうと推測される数カ所に混じって、どう見ても、炭化した米粒だと思われるものが、かなりの量散らばっている。

　それから、みそ汁。具は先日と同じじゃがいもと西洋ネギらしいが、じゃがいももネギもぐずぐずに煮くずれてしまって、ただただ泥色をした、えたいのしれないどろっとした液体がスープカップにでれんとたまっている。

　加えて、卵焼き。

　端的に言えば、ほぼ炭。

　食べ物の形態をしているのは、最初から完成品だった梅干しと佃煮くらいのものだ。

　最初に思ったのは、よかった、ラドルさんが休みで、ということだった。

　彼女は一昨日から休暇をとって、チェルシーに住んでいる娘夫婦といっしょにアールズ・コートの大観覧車に乗りに行っている。帰ってくるのは明日の予定だから、それまでに台所をぴかぴかに磨き直しておかないと、大変なことになるだろう――それこそ、ロンドン中がひっくりかえるような大騒ぎに。

「あの、遼りよう太た郎ろうさん？」

　声をかけられて、それらの物体がすでに前に並べられているのを知り、遼太郎はごくりと唾つばをのんだ。むろん食欲をそそられての結果ではない。

「その……」

　美弥子にしても、どうしようもない結果に終わったことはわかっているようだった。盆を胸に押しつけて、すねたように横を向いている。

「べ、別に無理して召し上がらなくてもよろしいんですのよ。わたくし、少しばかり失敗してしまいましたようですし。その――ちゃんとしたものなら、きっと和かず音ねさんが」

「いや、いいんだよ、美弥子さん」

　遼太郎は覚悟を決めた。

　深く息を吸いこみ、点々と黒い物質が混ざったお結び？　をつまみ上げる。

「食べるよ。朝ご飯、作ってって言ったのは僕だからね。――じゃ、いただきます」

　ぱくり。

　……なんとも名状しがたい味が口の中に広がった。

　しょっぱいとも苦いとも、固いとも焦げ臭くさいとも、その全部を総合したような、どうにもこうにも物もの凄すごい味が。

「りょ、遼りよう太た郎ろうさん!?」

「……兄さま？」

　固まったまま動かない遼太郎を、和かず音ねが心配そうにのぞき込む。

「大丈夫ですか？　お水、もってきましょうか？」

「いや、いい……よ」

　ごくん。

　奇妙な物体が喉のどを無理やり押し分けていくのを感じる。

　ごつごつしたそいつが胃の腑ふに転がり落ちるのを待ってから、遼太郎はようやく、美み弥や子こに向かってせいいっぱいの笑顔を向けた。少しひきつっていたとしても。

「ありがとう、美弥子さん。これ、おいしいよ」

「……！」

　美弥子の指がぎゅっと盆を握りしめた。

「わっ、わっ、美弥子さん!?」

　いきなりぽろぽろと泣きだした美弥子に、遼太郎は大あわてで席を立った。

「ご、ごめん！　ごめんよ、僕、なにかおかしなこと言った!?」

「謝るのはおよしなさい。立派な男の人は、むやみに謝ったりしないものです」

　ぼろぼろ泣きながら、断固として美弥子は言った。

「だ、だけど、君泣いてるし」

「泣いてなんかいません」

　美弥子は断言した。

「謝るのはおよしなさいったら。それ以上謝ると、蹴けります」

　ぐすぐす鼻をすすって目をこすりながら言われても説得力なんてまるでない。

　クリスティーナはにやにやしているだけで、助け船を出す気などゼロ。遼太郎がひたすらおろおろしていると、救いの神のように、玄関のベルが鳴った。

「あ、はい！」

　美弥子には悪いが、遼太郎はいささかほっとした気分でテーブルを離れ、玄関に出た。

　ノッカーが礼儀正しくこつこつ鳴っている。

「失礼いたします。日本から来られた、跡あと部べ遼太郎様はこちらにご在宅ですかな？」

「あ、はい」

　僕に？　誰だろう。

　遼太郎は不思議に思いながら、玄関ドアを開けた。

　とたんに、まっ赤な色彩が目に飛びこんできた。

　邸の前に、ぴかぴかの黒塗りの四輪馬車が止まっていた。

　ヤドリギの輪を二重にした、見慣れない形の家紋が入っている。馬車の前には黒と白の二頭の馬がつながれ、御者席には、帽子を目深にかぶった男が――あのハーディガーディ弾きが――むっつりと座って鞭むちを手にしていた。

　赤いのは、その馬車から邸やしきの玄関のドア前まで広げられた赤絨じゆう毯たんの色だった。

　その上に、ピンクと白の、夢のようにきらきらしたものがふわりと降り立った。

「ありがとう、ジム・クロウ、ご苦労でした」

　と告げる声がどこかで聞き覚えがあるような。

　ドアのわきにいたずんぐりむっくりした男が深々と頭を下げる。ふくらませた風船にマッチ棒を折ってくっつけたような、がに股またの、あばた顔の男だった。

「お久しぶりですね、跡あと部べ遼りよう太た郎ろうさま」

　ピンクと白のシフォンにくるまれ、つやつやした銅色の赤毛をふんわりと肩に流したかわいい女の子は、微笑ほほえみながら遼太郎に会釈をした。

　つんと上を向いた鼻に、うっすら散った金色のそばかすが愛らしい。頭のてっぺんにはビーズとスパンコールをあしらった、金色のティアラまで乗せている。

「あたくしは〈影の王国〉の女主人の娘、王女メガエラです。本日は母の名代として、こちらにお礼にうかがいました」

「メガエラ……メガ……ええっ!?」

　思わず遼太郎は声をひっくりかえらせた。

「き、君それじゃもしかしてジンジャ……うぷっ」

　ひょいと伸びた手が遼太郎のネクタイをつかむ。

「おい、なんだよてめえ、その阿あ呆ほヅラはよ？」

　鼻をこすらんばかりに顔を寄せて、片目を細めてみせたのは、確かにあの男装の少女と同じ顔だった。

「せっかく人がおめかしして来てやってんだ、ちったあ愛想のいい顔もして見せねえかい。まったく気のきかねえ野郎だなあ、アスパラガスさんよ」

「ご、ご、ごめん」

　美み弥や子この叱しつ咤たもまるで効果はなかったようだ。ジンジャー、いやメガエラ王女はにっと笑い、手を離すと、たちまちすました顔に戻って先を続けた。

「今日は母からあなた様へのお礼の品をあずかって参りました。どうぞお納め下さい」

　ジム・クロウと呼ばれたずんぐり男が、小さな光るものを載せたビロードの布団を持って進み出る。銀細工の鎖くさりを通したメダルが、ちかりと輝いた。

「あ、これ、あの時の……」

「地下水道で使った、イシスのメダルですわ」

　メガエラ王女は口に手をあてて上品に笑った。

「もとの持ち主の殿方が返却を拒否されましたので、あたくしが頂きました。

　これを身につけておいでになれば、あたくしと母の王国の、すべての人間とそれ以外から傷つけられることはないと保証いたします。もし何かで助けが必要な場合には、それを誰にでも、王国の臣しん民みんにお見せくだされば、そのものができるかぎりの便べん宜ぎをはかるでしょう。もちろん、あたくしも含めて」

「ありがとう」

　心から遼りよう太た郎ろうは言った。

「君も無事でよかった。ロンディニウムはどうなったの？　悪いことは起こってない？」

「ご心配にはおよびませんわ。母はまた、もとのあの位置に宮廷を戻しました」

　メガエラ王女は自信に満ちた口調で言った。

「浄きよめの儀式も済みました。もう二度と、地上の人間が許しもなくあそこへ踏み込むことはありません。あなた様は別ですけれど、遼太郎さま」

　ちょっと斜めから上目遣いに見あげられて、遼太郎はちょっとくらっとした。

「と、とにかく、ありがとうね。よかったら、中へ入って……」

「遼太郎さん？」

　いつまでも戻ってこない遼太郎を心配したのか、美み弥や子こがホールへ出てきた。

「どうなさいましたの？　お客さまって」

「あ、美弥子さん、ちょうどよかった」

　遼太郎は振り向いた。

　瞬間、魔女の姫君の目がいたずらそうにちらっと光った。

「ほら、あのジンジャーって子がここに来てて、それがね……んむぅ!?」

「それでは失礼いたしますわ、遼太郎さま」

　ふわりと戸口に飛び移りながら、いたずらそうに魔女姫は笑った。

「またお会いできる日を楽しみにしております。先日のような騒ぎでないときに」

　ぱたんとドアが閉まり、馬の蹄ひづめの音が響いた。

　ほぼ同時に、美弥子がドアに飛びかかり、鬼神の表情で引き開けて表を見回した。

　だが、道には絨じゆう毯たんも、馬車の影すらなく、ただ道路の反対側を、太ったヒキガエルが一匹、のんびり跳ねているだけだった。遼太郎は腰をぬかしている。

「遼太郎さん！」

　鬼の表情はそのままに、美弥子は遼太郎に矛ほこ先さきを向けた。

「今の女はなんですの!?　どういうご関係ですの？　あんなふわふわちゃらちゃらした格好をして、人前であなたに抱きついたりして、その上あなたに、せ、せ、せ、せっぷ」

　あまりのことに言葉につまって、自分で赤面する。

「ち、違う！」

　いきなり押しつけられた唇くちびるのやわらかさにくらくらしていた遼りよう太た郎ろうは、ようやく頭を整理したとたん、とんでもない事態に陥っている自分を発見した。情けなくもずるずると尻ですべって後ずさりする。

「あ、あれは誤解だ！　不可抗力だよ！　あの子から急にしてきたんだ、僕はなにも」

「まあ、盗っ人たけだけしいとはこのことですわ！　わたくしというものがありながら、あんなけばけばしい毛け唐とう女と見比べられるなんて我慢がなりません！　そこへお直りなさい、成敗してさしあげます！」

「遼りよう兄さま、ひどいです……」

　いつのまにか出てきていた和かず音ねがドアのところで涙ぐんでいた。

「あんな方がいらっしゃるなんて、知りませんでした。わたし……」

「わあああ！　待て！　待て待て待てー！」

「こいつはたまらん」

　ずっと観戦していたクリスティーナがため息をついて腰を上げた。

「どうやらまたぞろお笑い演芸場の開催となりそうだ。このうえバなんとかとでっかい刑事と、切符もぎりと桟さ敷じき席の大衆が入ってこないうちに、静寂を愛するわれわれは二階に引きあげて、心静かにいちゃつこうじゃないか。どうだいレギーネ」

「はい、お嬢さま」















「ちょっと、クリスティーナ!?　どこ行くんですか、助けてくださいよ！　クリスティーナ、ねえ！　ちょっとー！」





「ああ、おかえり、メガエラや」

〈女主人クイーン・マザー〉は上機嫌で娘を迎えた。

「で、どうだったかね、首尾は？」

「ま、トントンってところかな」

　王女殿下は、乱暴な仕草でどさりとクッションに身を投げ出した。

　新たにもとの場所に復帰した影の宮廷では、古巣に戻った廷てい臣しんたちが、喜びのあまりのどんちゃん騒ぎに湧いていた。あちこちで調子っぱずれのオルガンや古いプサルテリウム、ギターにダルシマー、葦あし笛ぶえ、口笛に手拍子足拍子が打ち鳴らされ、笑い声と歓声が燃えあがる焚たき火びのまわりで輪舞している。

　女王は昔ながらの場所に、玉座を据すえて鎮座していた。あの環状列石の中心に置かれた、ロンドンの地脈を抑える礎石の上に。

　まわりには古びた金きん襴らんのクッションが配され、すり切れた金糸にちらちらと焚き火の炎が反射している。

　寝返りをうつとシフォンのドレスがふわりと舞い、形のいい足がむき出しになる。頬ほお杖づえをついて唇くちびるをとがらせ、ティアラを指先でくるくる回しながら王女は言った。

「とにかく、メダルは渡してきたよ。あの厄やつ介かいな女魔術師は出てこなかったからよかったけど。ま、あのアスパラ野郎がつけるんじゃないかな。あの女は俺たちと母さまのこと、わりと嫌ってるっぽいし」

「嫌ってるんじゃないよ、敬意を払ってるのさ。賢い選択だと思うね」

〈女主人〉は考え深げに、

「ま、〈聖なる血〉がこっちの芝居に乗ってくれたのも、正直ありがたかったし。

　だけど、あのアジア生まれの男の子があたしたちの力のものを持ってるってのはいいことだね。魔術師のところにいても、あの子は取り替え子チエンジリングみたいだ。何かが違ってる」

「それはそうだね」

　両肘ひじをついて頭をあげ、魔女の娘は目を光らせる。

「あいつらと〈穴〉を塞ふさぐときに感じたけど、あの遼りよう太た郎ろうって子は何かが違う。本人自体は何も知らない、だけど、魔術でも魔法でもない何かを。なんだろう……〈むすぶ〉？　〈つなぐ〉？」

　ごろりとまた寝返りをうって、細い足首で宙を蹴けりあげる。ごろんと起き上がって、出しっぱなしの膝ひざに両手をついて力をこめた。

「俺の魔力と、他人の〈生命力オド〉が、あんなにきれいにつながりあったのなんて初めてだ。それも、全員その日の夕方に会ったばかりだったってのに。

〈響きの調和〉なんてとってる余裕もなかった。それなのに、あいつの一声でなにもかもが、きれいに結びあわされて溶けあって、ひとつになった」

「奇妙だね」

　影の女王の言葉は慎重だった。

「恩うんぬんもあるけれど、しばらくはあそこから目を離さないようにしたがよさそうだ。あの小うるさい〈評議会〉の奴らも、今回のことじゃ少しはへこんだと思いたいけど、そう簡単にあきらめるような奴らじゃないしねえ」

「まあ、あのメダルはいい目印になると思うよ。あいつが身につけてりゃ、こっちがいつも目をつけておくのはかんたんだし」

「それに結局、おまえだって本当は、そのほうがいいんだろう？　あの男の子に持っててもらったほうがさ」

「だーれが。あんな、ひと束いくらのアスパラガス」

　ふんと横を向いたが、それはいささかすばやすぎたようだった。

　母者のしわだらけの唇くちびるがおやおやといった感じに開く。魔女姫の小さな手はまだ、金色のティアラを上の空でいじっていた。

「……ちぇ」

　小さな声で呟つぶやいた。

「せっかく、人がとっときのドレス着ていってやったのに。冠までつけてやったのに、ポカーンとした顔しやがって――なんだよ、あの馬鹿」

　不機嫌そうな娘の様子に、絹の布団に腹を出して寝こけているヒキガエルをくすぐってやりつつ、〈女主人クイーン・マザー〉はしばらく黙りこくっていた。

「ねえ、おまえ」

　やがて、〈女主人〉は少し考えこんだ様子で口を開いた。

「もし、本当にあの男の子を手に入れたいなら、あたしがうんと効き目のある薬を作ってあげられるよ。あのおしゃべり屋がでっちあげたようなのより、そりゃもう、うんとようく効くのを。そうすりゃあの子も、おまえ以外の子なんて眼中になくなるけど」

「……ううん、母ははさま。ありがと、でもそれはやめとく」

　ちょっと考えてから、王女は銅色の髪をゆらしてかぶりを振った。

「なんか、そういうのって反則っぽいっていうか。ほら、宣戦布告だったら、今日、もうしてきたし。

　それに母さまよく言ってるじゃん、『まことの恋は最強の魔法、まことの愛こそ真の魔法』って。どうせなら俺やっぱり、真の魔法で貫いてやるほうを選びたいな」

「それでこそりっぱな魔女の娘というものだよ、かわいいメグや」

「『韃だつ靼たん人の矢よりも早く』」

　小さく口ずさみ、くすくす笑って、魔女の姫君はティアラのきらきら光る星に、そっとキスをした。





「お待ちなさい、遼りよう太た郎ろうさん！　その根性、今すぐたたき直してさし上げます！　まったくこれだから、男の人なんて大ッ嫌い！」

「遼兄さま、あの方誰なんですか!?　黙ってらっしゃったなんてひどいです！」

「わー、みんなでおにごっこだー。シシィもシシィもー」

「誰かなんとかしてくれ――――――」





　遼太郎の悲鳴の上に、丘の上の聖ポールの鐘が、のどかに、平和に響きわたっていた。







終　　










　　あとがき





　ある日の担当さんとの会話。



「ところで五ご代だいさん、この話のメインヒロインって誰なんですかね」

「（め、めいんひろいん？？）えっと、……誰なんでしょうね」

「クリスティーナは違うんですか？」

「彼女はヒーローなので違います」（きっぱり）

「――はい？　じゃあ遼りよう太た郎ろうくんは？」

「え？　え、え、えーと……

　……ひ、ひろいん？」（えへ☆）



　そんな感じの五代ゆうです。こんにちは。どんな感じだと自己ツッコミ。（お約束）

　たぶん古いおつきあいをしてくださっている方は、たった五か月で五ご代だいの新刊が出るなんてありえねえ！　とか思ってらっしゃるにちがいないとかわりと被害妄想な日々ですが、なんとかがんばって出してみました。どうでしょう。

　というか、これに関してはぜひ担当Ｏ氏に拍手を。尻を叩かれないと動かない牛さんものかきなので、今回は自分に「書いた枚数を毎日報告する」という自動尻たたきマシンをかぶせてみました。わりとうまく働いたようです。

　……いえその、以前もべつに怠なまけてたわけではないんですよ？（汗）一冊が千枚とか千五百枚とかやたら長かっただけですよ？　と自己弁護←だいたいライトノベル書き十年やってて、三百枚内外の話書いたことなかったっていうのもどうなんだ自分……。



　まあ愚痴めいた話はそのくらいにして。（よっこいしょ）



　一巻目はキャラクターを立てることを第一目標にしていたので、英国やロンドンについての話はちょっと控えめでしたが、二巻の今回は英国趣味を満載にしてみました。おもにマザーグースとそれからシェイクスピア、切り裂きジャック等。

　お好きな方は原典のほうをご覧になってくださるのもいいかと思います。作中の引用は、マザーグース関係は『マザー・グースのうた』（谷たに川がわ俊しゆん太た郎ろう訳、草思社）全五巻から、シェイクスピアは新潮文庫の『夏の夜の夢・あらし』『ハムレット』（福ふく田だ恆こう存そん訳）から、少し変えて引いてあります。切り裂きジャックに関しては、関連書籍がたくさん出ているので興味のある方は（あと、グロとスプラッタ平気な方は）そちらをぜひ。

　たぶんマザーグースは今は講談社文庫版のほうが手に入りやすいと思うんですが……なんせ私が持ってるのは小学校の時に買ってもらった本なので。（笑）



　今回は新しい女の子キャラが三人も出てきて、遼りよう太た郎ろうくんも大変な目にあってます。

　とはいえ彼も少しは成長しているようで、作り手としては嬉しいかぎりです。女の子に対してはまだまだ修行が必要なようですが。

　クリスティーナの秘密も少しずつ明らかになってきています。基本的にこのお話は、一巻につき一人ずつの女の子を中心にして話を進めるつもりでいますので、今回は美み弥や子こちゃん（と、魔法の国のマジカル☆プリンセス）（笑）のお話でした。

　なので次回は、今回あまり活躍の場がなかった和かず音ねちゃんのお話になります。和音ちゃんは一巻の時から「好き」とおっしゃってくださる方が多かったので、お楽しみに。

　次もまた、あまり長くお待たせしないようにしたいと思います。担当Ｏさま、イラストの岸きし田だメルさま（レギーネ可愛いですー）、そして読者さま方、三巻目もどうぞよろしくおつきあい願います。それでは～。
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